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『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

『
法
の
精
神
」

論
の
出
発
点
に
あ
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

が
論
じ
ら
れ
る
一
方
で
、

そ
れ
に
対
置
さ
れ
る
べ
き
「
穏
和
政
体
」

問
題
の
所
在

と
し
て

『
法
の
精
神
』
第
二
編
以
下
の
い
わ
ゆ
る
政
体

(
g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
)

分
類
論
は
、

心
的
な
争
点
と
な
っ
て
き
た
。
『
法
の
精
神
』

九

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
治
思
想
解
釈
に
お
い
て
中

で
は
、
悪
し
き
政
体
と
し
て
「
専
制

(Despotisme,
G
o
u
v
e
m
 g
 
1ent despotique)
」

「
共
和
政

(Republique,
G
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
 

republicain)
」
と
「
君
主
政

(Monarchie,
G
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
 m
o
n
a
r
c
h
i
q
u
e
)
」
と
い
う
二
つ
の
政
体
、
さ
ら
に
加
え
て
、
「
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
国
制
」
の
三
つ
の
国
家
類
型
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
一
編
第
六
章
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
論
は
、
三
権
分
立
の
提
唱
者
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
い
う
定
式
と
と
も
に
、
『
法

(
1
)
 

の
精
神
』
の
結
論
的
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
長
く
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
章
の
「
法
の
精
神
』
全
体
に
占
め
る

(
2
)
 

比
率
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
章
は
、
む
し
ろ
後
に
展
開
さ
れ
た
彼
の
政
体
分
類

次
に
、
「
共
和
政
」
と
「
君
主
政
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
両
政
体
論
は
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
、
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
共
和
国

(
3
)
 

擁
護
の
シ
ン
ボ
ル
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
貴
族
的
反
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
読
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
『
法
の
精
神
』

の
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
影
響
力
に
着
目
し
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
称
賛
・
批
判
が
横
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
日
で
は
、

の
主
眼
を
「
共
和
政
」
よ
り
も
「
君
主
政
」
と
す
る
解
釈
が
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
お
り
、
本
稿
も
こ
の
点
に
異
論
は
な

い
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
り
、
「
君
主
政
」
下
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
生
き
た
著
述
家
で
あ
る
か
ら
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン

ス
の
「
君
王
政
」
を
主
た
る
検
討
対
象
と
し
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
想
定
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
説
得
力
を
持
つ
。
ま
た
、

は
じ
め
に

（
九
三
）



（
九
四
）

(
4
)
 

「
君
王
政
」
概
念
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
『
法
の
精
神
』
の
記
述
の
大
半
の
部
分
が
整
合
的
に
説
明
可
能
と
な
る
こ
と
も
、
こ
の
想
定

を
よ
り
確
か
な
も
の
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
研
究
史
上
、
ほ
と
ん
ど
着
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
著
作
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
法
の
精
神
」
の
探
究
が
、
専
ら
「
君
主
政
」
を
前
提
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
も
、
『
法
の
精
神
』
中
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
『
法
の
精
神
』
の
主
た
る
関
心
が
「
君
主
政
」
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
問
題
は
の
こ
る
。
そ
れ
は

「
君
王
政
」
を
〈
主
た
る
〉
政
体
と
し
た
場
合
に
、
そ
こ
か
ら
漏
れ
出
て
し
ま
う
〈
残
余
〉
の
部
分
を
、
い
か
な
る
構
想
の
下
に
整
合
的

に
解
釈
し
う
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
〈
残
余
〉

の
中
で
も
「
君
主
政
」
論
と
匹
敵
す
る

分
量
を
割
い
て
論
じ
ら
れ
る
「
共
和
政
」
論
、
あ
る
い
は
古
典
古
代
に
か
ん
す
る
叙
述
は
、
『
法
の
精
神
』
の
論
述
の
展
開
に
お
い
て
い

か
な
る
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
著
作
の
主
題
と
も
言
え
る
「
法
の
精
神
」
の
探
究
と
、
い
か

な
る
関
連
性
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
論
述
の
〈
主
た
る
〉
対
象
だ
け
に
特
化
せ
ず
に
〈
残
余
〉
の
部
分
に

も
言
及
す
る
、
例
え
ば
、
「
君
主
政
」
の
み
な
ら
ず
「
共
和
政
」
と
い
う
「
穏
和
政
体
」
を
も
並
置
さ
せ
て
論
述
を
展
開
さ
せ
る
、
モ
ン

テ
ス
キ
ュ
ー
の
百
科
全
書
的
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
何
故
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
我
々
が
誤
解
を
持
ち
か
ね
な
い
よ
う
な
議
論
構
成
を
採
っ

(
5
)
 

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
、
彼
と
同
時
代
人
の
中
に
も
『
法
の
精
神
』
の
構
成
を
混
乱
し
た
も
の
と
批
判
す
る
者
が
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
以
上
の
疑
問
を
、
現
代
人
の
傲
慢
と
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
を
表
明
し
た
も
の
と
し
て
単
純
に
片
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
6
)
 

「
法
の
精
神
』
に
お
け
る
論
述
の
〈
主
た
る
〉
対
象
と
〈
残
余
〉
と
の
関
係
を
、
看
過
で
き
な
い
も
の
と
す
る
本
稿
の
立
場
の
重
要
性

(7) 

は
、
以
下
の
よ
う
な
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
想
形
成
過
程
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
す
で
に
別
稿
で
も
明
ら
か
に

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
法
の
精
神
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
「
君
主
政
」
論
と
「
共
和
政
」
論
と
を
彼
は
、
そ
の
初
期
の
政
治
思
想

関
法

第
五

0
巻
第
一
号

九
四



九
五

（
九
五
）

か
ら
一
貫
し
て
区
別
し
て
論
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
中
期
の
著
作
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
で
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
古
典
古

代
と
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
間
に
断
絶
を
認
め
つ
つ
も
、
何
ら
か
の
連
続
性
を
見
よ
う
と
も
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン

ス
を
何
ら
か
の
意
味
と
秩
序
を
も
っ
た
「
君
主
政
」
と
し
て
定
式
化
す
る
姿
勢
も
、
初
期
の
著
作
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
に
は
な
く
、

中
期
の
著
作
『
世
界
王
国
に
か
ん
す
る
省
察
』
に
萌
芽
的
に
認
め
ら
れ
、
「
法
の
精
神
』
至
っ
て
よ
う
や
く
本
格
的
に
示
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
晩
年
の
著
作
『
法
の
精
神
』
は
、
長
期
に
わ
た
る
彼
の
思
索
の
い
わ
ば
到
達
点
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た

様
々
な
意
味
や
そ
れ
ら
の
相
互
連
関
は
、
そ
こ
に
到
達
す
る
ま
で
の
彼
の
思
想
的
軌
跡
を
理
解
し
な
い
限
り
、
十
分
に
解
明
で
き
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
古
典
古
代
の
世
界
と
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
と
を
概
念
的
に
区
別
し
、
後
者
を
「
君
主
政
」
と
し
て
概
念
化
さ
せ
る

に
至
る
ま
で
に
は
、
果
た
し
て
い
か
な
る
知
的
葛
藤
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
問
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
、
最
終
的

に
『
法
の
精
神
』
と
い
う
晩
年
の
著
作
へ
と
結
実
し
て
い
っ
た
「
著
者
の
意
図
」
、
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
著
作
の
多
岐
に
わ
た
る
記
述

(
8
)
 

を
整
合
的
に
理
解
す
る
手
が
か
り
と
し
て
の
「
著
作
の
意
図
」
を
探
る
こ
と
と
す
る
。
若
干
結
論
を
先
取
り
し
て
お
く
な
ら
ば
、
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
は
「
共
和
政
」
お
よ
び
「
君
主
政
」
概
念
を
形
成
す
る
に
従
っ
て
、
『
法
の
精
神
j

の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
概
念
と
し
て
の
「
法

本
稿
は
次
の
よ
う
な
順
序
で
展
開
さ
れ
る
。
第
一
に
、
『
法
の
精
神
』
執
筆
に
至
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
想
形
成
過
程
を
概
観
す
る
。

こ
こ
で
は
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
が
何
ら
か
の
意
味
と
秩
序
を
も
っ
た
自
由
な
世
界
と
言
え
る
の
か
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
を
自
由
た
ら

し
め
る
の
に
必
要
な
制
度
的
工
夫
の
モ
デ
ル
を
古
典
古
代
に
求
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
固
有
な
そ
れ
を
見
出
す
の

か
、
と
い
う
彼
の
知
的
葛
藤
が
、
中
期
段
階
に
お
け
る
風
土
・
習
俗
へ
の
着
目
な
ど
を
契
機
と
し
て
克
服
さ
れ
て
い
く
過
程
を
概
観
す
る
。

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

の
精
神
」
探
究
の
重
要
性
を
認
識
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。



第
二
に
、
『
法
の
精
神
』
に
お
い
て
風
土
・
習
俗
論
が
中
期
段
階
か
ら
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
か
を
検
討
し
た
上
で
、
「
君
主
政
」
と

「
共
和
政
」
の
記
述
の
対
照
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
彼
が
、
後
に
「
共
和
政
」
や
「
君
主
政
」
概
念
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
に

な
る
様
々
な
要
素
を
、
『
法
の
精
神
」

の
執
箪
以
前
に
ど
う
論
じ
た
の
か
も
確
認
す
る
。
以
上
の
過
程
を
通
じ
て
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス

と
古
典
古
代
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
彼
が
『
法
の
精
神
』

の
段
階
で
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
に
至
っ
た
の
か
、
ま
た
、
い
か
な
る
知
的

葛
藤
の
結
果
が
概
念
と
し
て
の
「
法
の
精
神
」
に
結
実
す
る
に
至
っ
た
の
か
が
、
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

※
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
底
本
と
し
た
の
は
、
プ
レ
イ
ア
ド
版
全
集

8
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1
9
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0
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 3
 t
o
m
e
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に
よ
っ
て
滴
定
且
雄
叩
っ
た
。

※
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
著
作
か
ら
の
引
用
お
よ
び
参
照
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

『
わ
が
所
感

(
[
M
g
]
Pensees)
』
や
『
落
穂
集

(Le
Spici
念
re)
』
に
つ
い
て
は
、
該
当
番
号
を
記
し
た
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
、
版
に
よ

る
番
号
の
異
同
一
覧
に
つ
い
て
、

M
o
n
t
e
s
q
u
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e
u
,
Pensees L
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edition etablie p
a
r
 L
o
u
i
s
 Desgraves, Paris :
 Ro
b
e
r
t
 Laffont, 

1
9
9
1
.
 

を
適
宜
参
考
に
し
た
。

『
法
の
精
神
』
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u
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7
 48
,
 野
田
良
之
・
稲
本
洋
之
助
・
上
原
行
雄
•
田
中
治
男
・
三
辺
博
之
・
横

田
地
弘
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
ー
八
八
年
）
か
ら
の
引
用
に
か
ん
し
て
は
、
原
則
と
し
て
編

(Livre)

と
章

(Chapitre)

を、

(
6
,
3
)

と

い
っ
た
略
号
で
本
文
中
に
取
り
入
れ
た
。
こ
の
場
合
は
、
『
法
の
精
神
』
第
六
編
第
三
章
を
示
す
。

そ
の
他
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
イ
ア
ド
版
の
全
集
（
以
下
、
典
拠
に
あ
た
っ
て
は
、

O
C
P
K
i
R
i
e
と
略
す
）
、
あ
る
い
は
ナ
ジ
ェ
ル
版

（
以
下
、

O
C
.
N
a
g
e
l
と
略
す
）
の
巻
数
、
頁
の
順
に
註
の
中
で
表
記
し
た
。

ま
た
訳
文
に
か
ん
し
て
は
、
翻
訳
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
参
照
し
た
が
、
訳
語
の
統
一
性
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
箇
所
な
ど
は
、
筆
者
の
責
任
に

関
法
第
五
0
巻
第
一
号

九
六

（
九
六
）
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 Edhis, G
e
n
e
v
e
 :
 Slatkine, 4
 
vols. 1
9
9
0
.
 

(
4
)

福
鎌
忠
恕
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
』
、
拙
稿
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
共
和
政
の
理
念
と
君
主
政
ー
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
富
」
と

「
名
誉
」
ー
」
『
政
治
研
究
』
（
九
州
大
学
政
治
研
究
室
）
第
四
一
号
、
四
一
ー
八
＿
二
頁
、
一
九
九
四
年
、
川
出
良
枝
『
貴
族
の
徳
、
商
業
の
精

神
』
を
参
照
。

(
5
)

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
、
『
法
の
精
神
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
「
私
は
、
我
々
の
祖
先
が
経
験
し
て
き
た
法
の
歴
史
を
知
り

た
か
っ
た
。
本
書
の
主
題
は
、
そ
れ
ら
を
証
明
し
、
無
視
し
、
破
壊
し
、
復
活
さ
せ
て
い
る
。
私
は
こ
の
迷
宮
の
筋
道
を
探
究
し
た
。
筋
道
は
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
で
ほ
ぼ
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
裏
切
ら
れ
、
著
者
の
精
神
を
見
出
し
た
。
そ
こ
に
は
、
多
く
の
物
が
あ
る
が
、
法
の

精
神
は
め
っ
た
に
な
い
。
」

Voltaire,
＾^
 

Idees republicaines, p
a
r
 u
n
 citoyen G
e
n
e
v
e
"
,
 1
7
6
2
,
 
e
n
 C
E
u
v
r
e
 d
e
 Voltaire avec prefaces, 

a
店
r
t
genumts, notes, 
etc., 
p
a
r
 M
.
 1
ぎ
chott(Collection
d
e
s
 classiques Francois), Paris: 
Lefevre, 1
8
3
0
,
 
T
o
m
e
 40
,
 
pp. 5
9
3
-
4
.
 

(
6
)

こ
こ
で
、
従
来
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
研
究
に
お
け
る
、
『
法
の
精
神
』
の
「
意
図
」
と
概
念
と
し
て
の
「
法
の
精
神
」
や
政
体
論
と
の
関
連
に

つ
い
て
の
解
釈
に
言
及
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
は
「
法
の
精
神
」
と
い
う
概
念
を
「
一
般
精
神
」
と
と
も
に
風
土
論
と
関
連
づ
け

て
論
ず
る
も
の
の
、
政
体
論
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
扱
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
政
体
論
に
つ
い
て
、
権
力
の
所
在
よ
り
も
権
力
の
行
使

の
態
様
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
主
た
る
関
心
が
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
ナ
ポ
リ
の
思
想
家
ド
リ
ア

(Paolo-Mattia
Doria)

の
影
響
を
認
め

よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
に
は
批
判
も
あ
り

(H.
A. Ellis, 
"
M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u
'
s
 M
o
d
e
r
n
 Politics: 
T
h
e
 Spirit of the L
a
w
s
 a
n
d
 

the P
r
o
b
l
e
m
 of M
o
d
e
r
n
 M
o
n
a
r
c
h
y
 in 
O
l
d
 R
e
g
i
m
e
 France", 
in 
H
i
s
t
o
r
y
 o
f
 Political 
T
h
o
u
g
h
t
,
 vol, 
X
,
 no. 4
,
 
pp. 6
6
5
-
7
0
0
,
 

1
9
8
9
)

、
こ
の
点
に
つ
き
後
述
す
る
よ
う
に
押
村
氏
が
妥
当
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

R
o
b
e
r
t
Shackleton, 
Montesquiez 

`
 
:
 

A
 Critical 

B
i
o
g
r
a
p
h
y
,
 O
x
f
o
r
d
:
 
0
 xf
o
r
d
 University Press, 1
9
6
1
,
 
c
h
a
p
t
e
r
 XII, XIV・ 

次
に
、
福
鎌
忠
恕
氏
は
、
『
法
の
精
神
』
の
「
意
図
」
の
解
明
に
際
し
て
、
思
想
形
成
過
程
に
着
目
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
い
ち
早
く
主
張
し

た
点
で
注
目
さ
れ
る
。
福
鎌
忠
恕
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
」
第
三
巻
、
八
二
頁
。
氏
は
、
『
法
の
精
神
』
の
第
一
部
、
第
一
一
部
に
の
み
関
心
を
集
中

さ
せ
る
従
来
の
研
究
に
異
を
唱
え
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
後
に
執
筆
し
た
『
法
の
精
神
の
弁
護

(
Dさ
if'ense
d
e
 l'Esprit des 
Lois, 1
7
5
0
)

』
に

お
け
る
主
張
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
著
作
を
、
「
立
法
者
は
い
か
に
法
を
制
定
す
べ
き
か
、
ま
た
為
政
者
は
い
か
に
法
を
執
行
す
べ
き
か
等
々
を

教
え
る
た
め
に
」
（
同
‘
―
―
―

1
0
頁
）
「
全
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
民
の
諸
制
度
ー
法
、
慣
習
、
慣
例
、
慣
行
等
ー
を
観
察
し
、
そ
の
起
源
を
探
究
す

る
」
（
同
、
八
四
頁
）
も
の
と
し
、
そ
の
「
根
本
的
動
機
」
と
し
て
「
政
治
の
人
道
化
」
即
ち
「
世
界
君
主
国
」
の
否
認
に
よ
る
「
政
治
的
自
由
」

九
八

（
九
八
）



『
法
の
精
神
j

に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

九
九

（
九
九

の
確
立
を
挙
げ
る
（
同
、
一
三
一
頁
）
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
根
本
的
動
機
」
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
は
い
え
、

福
鎌
氏
の
以
上
の
解
釈
は
、
今
な
お
色
褪
せ
て
い
な
い
。
た
だ
氏
は
、
先
行
研
究
と
の
対
抗
上
『
法
の
精
神
』
第
二
部
以
下
の
政
体
論
に
ほ
と
ん

ど
言
及
し
て
い
な
い
た
め
、
「
法
の
精
神
」
と
政
体
論
の
関
連
性
の
検
討
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
グ
ラ
ン
プ
レ
・
モ
リ
エ
ー
ル
は
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
に
か
ん
す
る
詳
細
な
検
討
に
よ
っ
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
『
法
の
精
神
』

に
お
い
て
「
共
和
主
義
者
」
か
ら
「
君
主
主
義
者
」
へ
転
じ
た
と
断
定
す
る
が
、
概
念
と
し
て
の
「
法
の
精
神
」
へ
の
関
心
や
『
法
の
精
神
』
に

お
い
て
も
な
お
「
共
和
政
」
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
関
心
は
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

G
r
a
n
p
r
e
M
o
l
i
e
r
e
,
 0
 p. 
cit., 
p
p
,
 2
2
6
,
 3
3
0
.
 

さ
ら
に
、
川
出
氏
は
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
君
主
政
」
の
変
質
に
対
す
る
知
的
対
応
の
パ
タ
ー
ン
抽
出
を
検
討
の
中
心
に
据
え
、

「
共
和
政
」
論
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
い
。
ま
た
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
治
思
想
に
お
け
る
「
古
代
型
共
和
主
義
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の

重
要
性
を
強
調
す
る
」
解
釈
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
る
（
川
出
良
枝
『
貴
族
の
徳
、
商
業
の
精
神
』
四
ー
五
頁
）
。
な
お
「
法
の
精
神
」
に
つ
い

て
氏
は
、
「
一
般
精
神
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
し
、
「
専
制
」
批
判
の
文
脈
に
位
置
付
け
る
。
即
ち
、
「
法
の
精
神
」
と
は
、
法
の
多
様
性
を
訴
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
超
法
規
的
な
権
力
行
使
を
否
定
し
、
伝
統
的
な
「
法
の
支
配
」
の
原
則
を
新
た
に
確
認
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
と
す
る
の
で
あ

る
（
川
出
、
一
六
九
ー
七
一
頁
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
押
村
氏
も
風
土
・
習
俗
論
の
検
討
に
際
し
て
「
反
主
権
」
と
い
う
表
現
で

類
似
の
解
釈
を
展
開
し
て
お
り
（
押
村
高
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
治
理
論
』
第
二
章
、
た
だ
し
押
村
氏
は
「
法
の
精
神
」
を
習
俗
や
生
活
様
式

の
総
称
と
し
、
法
則
と
同
一
視
す
る
）
、
筆
者
も
「
法
の
精
神
」
と
「
専
制
」
批
判
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
大
筋
で
は
川
出
氏
の
解
釈
に
賛
成
で

あ
る
。
な
お
、
川
出
氏
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
よ
る
書
評
（
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
近
代
」
『
政
治
思
想
学
会
会
報

(
J
C
S
P
T

N
e
w
s
l
e
t
芍
）
』
第
四
号
、
ー
ニ
ー
一
七
頁
、
一
九
九
七
年
四
月
、
お
よ
び
『
思
想
』
岩
波
書
店
、
第
八
八
四
号
、
一
九
九
八
年
二
月
、
一
五
六

ー
一
五
九
頁
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

他
方
、
押
村
高
氏
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
体
論
の
構
成
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
を
加
え
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
。
氏
は
、
政
体
論
に

か
ん
す
る
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
の
説
を
退
け
、
「
法
に
従
う
一
人
統
治
と
、
恣
意
に
振
り
回
さ
れ
る
一
人
統
治
と
い
う
対
照
が
、
す
で
に
プ
ラ
ト
ン

(
P
o
l
i
t
i
g
s
"
 3
0
2
e
)

と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

(
P
o
l
i
t
i
c
a
,

Ill, x
v
i
,
 
1
2
8
7
a
)

に
み
ら
れ
る
以
上
、
こ
の
点
で
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
独
創
を
云
々
す
る

こ
と
は
、
さ
ほ
ど
意
味
を
な
さ
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
（
押
村
、
一
六
一
頁
）
。
氏
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
伝
統
的
分
類
と
の
違

い
を
解
明
す
る
観
点
か
ら
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
体
論
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
環
境
や
国
民
の
性
情
に
最
も
適
し
た
政
体
が
選
択
さ
れ
立
法
が

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
る
「
文
明
の
比
較
モ
デ
ル
」
と
解
し
、
「
君
主
政
」
と
「
共
和
政
」
の
二
政
体
を
提
示
し
た
の
は
、
両
政
体



る
に
と
ど
め
る
。

関
法

第

一

章

『

法

の

精

神

」

前

史

と

風

土

論

第
五
0
巻
第
一
号

の
優
劣
を
論
じ
る
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
社
会
に
お
け
る
人
間
の
結
合
の
様
態
、
あ
る
い
は
人
間
と
公
共
善
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
二
つ
の

範
型
」
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
（
同
、
第
三
章
）
。
し
か
し
な
が
ら
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
「
モ
デ
ル
」
「
範
型
」
を
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
提

示
し
た
「
著
作
の
意
図
」
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
解
釈
を
提
示
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
押
村
氏
の
著
作
に
つ
い
て
は

筆
者
に
よ
る
書
評
（
『
政
治
研
究
』
（
九
州
大
学
法
学
部
政
治
研
究
室
）
第
四
五
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
一
五
一
ー
一
六
四
頁
）
も
参
照
さ
れ
た

(
7
)

本
稿
で
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
治
思
想
の
時
期
区
分
と
し
て
便
宜
上
、
彼
の
公
刊
さ
れ
た
著
作
の
う
ち
で
は
最
初
期
に
属
す
る
一
七
ニ
―

年
の
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
ま
で
を
初
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
経
て
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
な
ど
が
執
筆
さ
れ
た
一
七
三

0
年
代
頃
を

中
期
、
そ
し
て
晩
年
の
主
著
『
法
の
精
神
』
（
一
七
四
八
年
）
の
公
刊
に
至
る
時
期
を
後
期
あ
る
い
は
成
熟
期
と
す
る
。
初
期
か
ら
中
期
へ
の
変

化
と
は
、
古
典
古
代
に
対
す
る
見
方
が
〈
徳
〉
論
に
限
定
さ
れ
、
同
時
代
の
世
界
に
悲
観
的
で
あ
っ
た
時
期
か
ら
、
古
典
古
代
を
〈
機
構
〉
論
的

に
も
眺
め
、
か
つ
同
時
代
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
へ
の
変
化
と
し
て
、
ま
た
中
期
か
ら
後
期
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
「
共
和

政
」
と
「
君
主
政
」
と
が
概
念
的
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
過
程
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
初
期
に
彼
が

経
験
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
に
対
す
る
悲
観
的
な
見
方
、
お
よ
び
古
典
古
代
へ
の
準
拠
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
初
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る

古
典
古
代
」
『
法
政
研
究
』
第
六
三
巻
第
三
ー
四
合
併
号
、
一
九
九
七
年
、
六
八
一
ー
七
三
三
頁
を
、
中
期
に
お
け
る
彼
の
思
想
的
変
遷
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
中
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
『
君
主
政
』
概
念
の
形
成
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
8
)

「
認
め
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
私
に
は
一
っ
お
願
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
少
し
読
ん
だ
だ
け
で
二

0
年
の
仕
事
を
判
断
し

な
い
こ
と
、
片
言
隻
句
で
は
な
く
、
こ
の
本
の
全
体
を
是
認
す
る
な
り
否
認
す
る
な
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
意
図
を
探
ろ
う
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
ひ
と
え
に
そ
の
著
作
の
意
図
の
中
に
し
か
見
い
出
し
え
な
い
。
」
（
『
法
の
精
神
』
序
文
）(

1
)
 

『
法
の
精
神
』
に
至
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
想
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
検
討
を
加
え
た
の
で
、
こ
こ
で
は
概
観
す

1
0
0
 
(
1
0
0
)
 



『
法
の
精
神
」
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

見
方
か
ら
徐
々
に
立
ち
直
る
に
至
っ
た
。

第
二
節
中
期
著
作
に
お
け
る
変
化

1
0
 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
に
お
い
て
は
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
を
何
ら
か
の
意
味
と
秩
序
あ
る
世
界
と
し
て
描
く

こ
と
が
で
き
ず
、
む
し
ろ
、
そ
こ
で
は
ル
イ
一
四
世
に
よ
る
王
権
の
強
大
化
と
ロ
ー
の
財
政
政
策
の
破
綻
に
よ
っ
て
、
世
界
と
個
人
と
の

あ
る
べ
き
調
和
が
破
壊
さ
れ
、
人
々
の
間
に
道
徳
的
頬
廃
が
蔓
延
し
て
い
る
と
考
え
た
。
彼
は
、
こ
の
類
廃
を
阻
止
す
べ
く
確
固
た
る
道

徳
的
基
盤
を
、

一
定
の
人
間
主
体
が
持
つ
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
彼
が
、
か
つ
て
の
封
建
貴
族
の
自
律
性
を
、
古
典
古
代
の
愛
国
心

あ
ふ
れ
る
市
民
に
な
ぞ
ら
え
て
論
じ
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
の
成
功
の
後
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
、
と
り
わ
け
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
旅
行
し
、
そ
の
結

(
2
)
 

果
、
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
と
は
違
っ
た
観
点
か
ら
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
を
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
期
に
抱
い
て
い
た
悲
観
的
な

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
『
世
界
王
国
に
か
ん
す
る
省
察
』
に
お
い
て
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
を
、
複
数
の
中
規
模
国
が
並
存

し
相
互
に
勢
力
を
均
衡
さ
せ
依
存
し
合
う
「
―
つ
の
大
共
和
国
」
と
し
て
描
い
た
。
こ
れ
ら
の
国
家
に
は
「
法
に
よ
る
統
治
」
の
維
持
さ

れ
る
余
地
が
あ
り
、
そ
の
限
り
で
、
彼
は
、
古
代
ロ
ー
マ
と
は
異
質
で
は
あ
る
が
何
ら
か
の
意
味
と
秩
序
を
持
つ
「
自
由
」
な
世
界
が
展

開
さ
れ
て
い
る
と
、
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
新
た
な
確
信
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
秩
序
に
お
い
て
、
古
代
ロ
ー
マ
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
商
業
活
動
や
技
芸
の
進
展
を
彼
が
よ
り
深
く
理
解
す
る
に
至
っ
た
こ
と
、
構
成
員
の
習
俗
や
倫
理
に
着
目
す
る
〈
徳
〉
論
の

第
一
節
初
期
著
作

(
1
0
1
)
 



あ
る
。

み
な
ら
ず
、

第
五

0
巻
第
一
号

変
化
に
よ
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
古
代
ロ
ー
マ
と
は
別
の
繁
栄
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
1
0
二）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
取
り
巻
く
「
物
理
的
原
因
」
と
し
て
風
土
や
地
理
的
要
因
に
着
目
し
、
さ
ら
に
国
家
の
規
模
と
い
っ
た
〈
機

構
〉
論
的
観
点
か
ら
も
同
時
代
を
眺
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
中
規
模
国
家
の
並
存
状
態
が

持
続
す
る
余
地
は
、
少
な
く
と
も
古
代
に
お
い
て
は
排
除
さ
れ
て
い
た
が
、
商
業
活
動
の
進
展
や
技
芸
の
普
及
が
も
た
ら
し
た
諸
条
件
の

た
だ
し
、
以
上
の
同
時
代
認
識
は
、
古
代
ロ
ー
マ
共
和
国
の
歴
史
的
経
験
そ
の
も
の
を
無
意
味
と
す
る
こ
と
に
は
、
決
し
て
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
。
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
に
お
け
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
自
由
な
国
家
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
依
然
と
し
て
古
代
ロ
ー

マ
の
共
和
国
に
準
拠
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
古
代
ロ
ー
マ
史
の
経
験
か
ら
、
あ
る
国
家
が
繁
栄
の
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
繁
栄
を
支
え
た
既
存
の
「
構
想
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
政
治
的
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
に
至
り
、
こ
の
「
構
想
」
を
維
持
す

る
た
め
に
、
特
定
の
個
人
や
団
体
に
よ
る
権
力
行
使
が
突
出
し
な
い
よ
う
、
権
力
を
分
割
し
、
相
互
に
抑
制
さ
せ
る
制
度
的
工
夫
の
重
要

性
を
自
覚
す
る
。
彼
は
そ
の
後
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
論
で
権
力
の
相
互
抑
制
の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
精
緻
に
示
す
こ
と
に
な
る
の
で

他
方
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
依
然
と
し
て
中
期
段
間
に
お
い
て
は
、
「
君
主
政
」
と
い
う
用
語
を
積
極
的
に
使
用
し
な
か
っ
た
。
ま

た
、
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
自
由
」
た
り
う
る
と
確
信
し
た
の
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
「
自
由
な
国
家
」
の
「
構
想
」
に
近
い
も
の
を
、
当

代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
に
見
出
し
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
『
法
の
精
神
』
執
筆
以
前
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
自
由
な
国
家
」
の
「
構

想
」
を
探
る
に
あ
た
っ
て
、
古
代
と
同
時
代
と
を
必
ず
し
も
決
別
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

関
法

1
0
 



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

第
三
節

中
期
著
作
に
お
い
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
古
典
古
代
と
は
異
質
な
面
を
持
ち
つ
つ
も
、
何
ら
か
の
意
味
と

秩
序
の
あ
る
「
自
由
」
な
世
界
と
し
て
成
立
す
る
可
能
性
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
確
信
が
『
法
の
精
神
』

て
い
る
の
か
を
確
認
す
べ
く
、
こ
こ
で
は
こ
の
著
作
中
の
「
風
土

(climat)
」
論
に
着
目
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
風
土
論
に
着

第
一
に
、
『
法
の
精
神
』

の
風
土
論
に
は
中
期
著
作
か
ら
の
関
心
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
中
期
の
著

作
「
世
界
王
国
」
論
に
お
け
る
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
ん
す
る
か
な
り
の
記
述
が
、
「
法
の
精
神
』

(la 
servitude politique) 
の
諸
法
は
い
か
に
風
土
の
性
質
と
関
係
し
て
い
る
か
」
の
第
六
章
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
編
で
は
、

「
世
界
王
国
」
論
と
同
じ
く
、

オ
リ
エ
ン
ト
の
「
隷
従
の
精
神

(
u
n
esprit d
e
 servitude)
」
と
対
比
さ
せ
る
形
で
、

お
け
る
政
治
的
「
自
由
」
す
な
わ
ち
、
「
法
に
よ
る
統
治

(le
g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
 d
e
s
 lois)
」
と
外
国
勢
力
に
従
属
し
な
い
独
立
と
い
う

意
味
で
の
「
自
由
の
精
髄

(
u
n
g
e
n
i
e
 d
e
 liberte)
」
の
存
在
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
風
土
論
に
着
目
す
る
も
う
―
つ
の
理
由
は
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
の
条
件
に
関
わ
る
興
味
深
い
洞
察
が
、
こ
の
箇
所

で
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
を
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
ど
の
程
度
肯
定
的
に
見
る
に
至
っ

た
の
か
を
知
る
上
で
、
風
土
論
は
格
好
の
素
材
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
の
点
を
中
心
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ

一
般
に
風
土
論
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
る
の
は
『
法
の
精
神
』

゜
ニつ 目

す
る
の
は
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
風
土
論

の
第
一
一
一
部
（
第
一
四
編
ー
第
一
九
編
）

の
中
で
ど
う
継
承
さ
れ

の
第
一
七
編
「
政
治
的
隷
従

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
第

1
0
三

(
1
0
三）



第
五
0
巻
第
一
号

(
1
0
四）

一
五
編
で
は
「
私
人
間
に
お
け
る
奴
隷
状
態

(I'esclavage
civil)
」
と
風
土
と
の
関
係
が
、
第
一
六
編
で
は
女
性
に
対
す
る
男
の
支
配

と
し
て
の
「
家
内
奴
隷
制

(l'esclavage
d
o
m
e
s
t
i
q
u
e
)
」
と
風
土
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
第
一
七
編
で
は
「
政
治
的
隷
従
」

と
風
土
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
風
土
論
の
中
心
的
テ
ー
マ
の
少
な
く
と
も
―
つ
は
、
風
土
と
隷
従
と

の
関
係
、
言
い
換
え
れ
ば
風
土
と
自
由
と
の
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
風
土
論
に
つ
い
て
は
、
第
一
九
編
第
一

四
章
の
一
節
「
風
土
の
帝
国
（
支
配
力
e
m
p
ぽ
）
は
あ
ら
ゆ
る
帝
国
の
う
ち
第
一
の
も
の
で
あ
る
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
モ
ン
テ

(
4
)
 

ス
キ
ュ
ー
の
議
論
の
決
定
論
的
性
格
を
強
調
す
る
解
釈
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
一
四
編
か
ら
第
一
七
編
に
か
け
て
の
記
述

を
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
彼
が
隷
従
と
の
関
係
に
お
い
て
、
風
土
決
定
論
を
ー
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
自

由
の
欠
如
が
あ
る
特
定
の
風
土
を
決
定
因
と
し
て
持
つ
と
い
う
見
解
を
ー
む
し
ろ
慎
重
に
回
避
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
第
一
四
編
第
二
章
で
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
や
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
暑
い
風
土
の
地
域
で
は
、
人
は
快
楽
や
苦
痛
へ
の
感
受
性
が

極
端
に
な
る
た
め
全
て
を
恐
れ
臆
病
な
性
格
と
な
る
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
寒
い
風
土
で
は
、
逆
に
勇
気
や
自
己
確
信
に
満
ち
て

い
る
事
が
指
摘
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
者
の
中
間
に
あ
る
温
暖
な
地
方
に
お
い
て
は
、
風
土
が
「
生
活
様
式
、
悪
徳
、
徳
」
を
「
固
定

化
さ
せ
る
ほ
ど
の
決
定
的
な
特
質
を
持
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
温
暖
な
風
土
の
も
と
で
は
、
風
土

(
5
)
 

は
人
々
の
生
活
様
式
や
習
俗
に
対
し
て
決
定
因
と
な
ら
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
で
は
温
暖
な
風
土
に
お
い
て
の
み
人
間
の
自
由
が
可
能
と
な
る
と
も
読
め
る
。
し
か
し
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、

(
6
)
 

第
一
五
編
第
一
章
で
、
私
人
間
の
隷
従
は
「
君
主
政
」
の
も
と
で
は
不
要
で
あ
り
、
「
共
和
政
」
の
も
と
で
も
奴
隷
は
国
制
の
精
神
に
反

(
7
)
 

す
る
と
し
、
第
一
五
編
第
八
章
で
は
「
自
然
的
隷
従
は
地
上
の
一
定
の
特
殊
な
国
々
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
さ
ら
に

彼
に
よ
れ
ば
、
今
日
で
は
技
術
に
よ
っ
て
発
明
・
応
用
さ
れ
た
諸
機
械
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
「
自
由
な
人
間
を
労
働

関
法

1
0
四



1
)
 

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

神
』
に
お
け
る
政
体
論
の
検
討
に
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。

に
引
き
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
風
土
と
い
う
も
の
が
地
上
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
」
と
し
、
奴
隷
が
発
生
す
る
の
は
、
風
土
の
難
点
を

(
1
4
-
5
)

立
法
が
な
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
風
土
を
原
因
と
し
て
人
々
が
自
由
を
決
定
的
に
喪
失
す
る
、
と
い
う
見
解
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、

人
々
が
隷
従
に
陥
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
専
制
政
体
に
お
け
る
よ
う
に
政
治
的
隷
従
の
確
立
に
よ
り

(
1
5
-
1
3
)

私
的
隷
従
状

態
と
自
由
人
と
の
間
に
区
別
が
無
く
な
る
場
合
な
ど
、
「
法
が
拙
く
作
ら
れ
て
い
る
」

(
1
5
,
 8
)

た
め
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

テ
ス
キ
ュ
ー
の
判
断
に
よ
れ
ば
、

れ
ば
、
そ
れ
は
自
由
を
維
持
す
る
人
為
的
試
み
の
不
足
に
よ
る
の
で
あ
る
。

1
0
五

モ
ン

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
本
性
上
不
自
由
な
状
態
が
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
由
な
状
態
に
も
、
反
対

に
、
専
制
と
い
っ
た
不
自
由
な
状
態
に
も
開
か
れ
た
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
人
々
が
仮
に
不
自
由
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
す

さ
て
風
土
論
に
は
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
と
古
典
古
代
と
を
対
比
的
に
見
る
と
い
う
視
座
も
部
分
的
に
で
あ
る
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
第
一
四
編
第
三
章
で
の
古
代
ロ
ー
マ
の
時
代
に
お
け
る
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
て
お
こ
う
。

「
ロ
ー
マ
人
の
時
代
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
方
の
住
民
た
ち
は
技
芸
も
教
育
も
な
く
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
法
も
な
し
に
生
活
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
た
だ
一
っ
、
こ
れ
ら
の
風
土
の
荒
い
繊
維
と
結
び
つ
い
た
良
識
の
お
陰
で
、
彼
ら
は
驚
嘆
す
ぺ
き
賢
明
さ
を
も
っ
て
ロ
ー
マ
の
権
力
に
対
抗
し
、

つ
い
に
は
、
そ
れ
を
破
壊
す
べ
く
彼
ら
の
棲
む
森
を
出
発
す
る
時
機
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
」

こ
こ
で
は
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
論
と
同
じ
く
、
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
「
我
々
の
祖
先
、
古
代
ゲ
ル
マ
ン
人
」

(
1
4
,
 1
4
)

が
、
古
代

ロ
ー
マ
と
は
別
の
自
由
の
起
源
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
る
べ
く
、
次
に
、
『
法
の
精

拙
稿
「
初
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
古
典
古
代
」
、
「
中
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
『
君
主
政
』
概
念
の
形
成
」
を
参
照
。

阻
止
す
る

(
1
0
五）



関
法

第
五
0
巻
第
一
号

(
2
)

川
出
氏
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
経
験
か
ら
、
部
分
を
全
体
と
の
関
係
の
中
で
捉
え
る
「
塔
か
ら
の
観
察
」
の

視
点
と
、
「
他
国
を
知
る
ま
で
自
国
を
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
い
う
比
較
の
視
座
を
獲
得
し
た
。
川
出
『
貴
族
の
徳
、
商
業
の
精
神
』
一
六

六
ー
一
六
九
頁
。

(
3
)

シ
ャ
ク
ル
ト
ン
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
風
土
論
の
変
遷
を
四
段
階
に
分
け
て
検
討
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
に

は
風
土
論
は
認
め
ら
れ
な
い
（
た
だ
し
彼
は
、
「
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
の
第
一
―
三
の
手
紙
や
一
―
四
の
手
紙
に
ー
後
の
版
に
な
っ
て
付
け
加

え
ら
れ
た
箇
所
も
あ
る
と
は
い
え
ー
「
道
徳
的
原
因
」
「
物
理
的
原
因
」
に
つ
い
て
の
考
察
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
）
。
第
一
段
階
は
、

イ
タ
リ
ア
旅
行
の
途
中
、
ア
ベ
・
デ
ュ
ボ
ス

(
A
b
b
e
D
u
b
o
s
)

の
R
e
f
l
e
x
i
o
n
s
critiques s
u
r
 la poesie et s
u
r
 la peinture, 1
7
1
9

に
接
し
、

ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク

(Polignac)

枢
機
卿
と
ロ
ー
マ
の
空
気
が
人
間
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
対
話
し
た
一
七
二
九
ー
三
三
年
で
あ
る
。
第
二
段
階

（
一
七
三
四
ー
四
一
年
）
は
、
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
な
ど
に
お
い
て
「
一
般
精
神

(esprit
general)
」
の
構
成
要
素
の
一
っ
と
し
て
風
土

が
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
時
期
。
第
三
段
階
（
一
七
四
二
年
）
は
、
ア
ー
バ
ス
ナ
ッ
ト

(
J
o
h
n
A
r
b
u
t
h
n
o
t
)

の
E
s
s
a
y
c
o
n
c
e
n
z
i
n
g
 the 

Effects o
f
 A
i
r
 o
n
 H
u
m
a
n
 B
o
d
i
e
s
 
(
一
七
三
三
年
出
版
、
仏
訳
一
七
四
二
年
）
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
風
土
の
詳
細
な
検
討
を
行
っ
た
時
期
。

最
後
の
一
七
四
一
―
―
ー
四
六
年
は
、F
r
a
n
~
o
i
s

、
I
g
n
a
c
e
E
s
p
i
a
r
d
 d
e
 la 
B
o
r
d
e
の
E
s
s
a
is 
s
u
r
 le 
g
e
n
i
e
 et 
le 
caractere des nations, 1
7
 4
3

の

影
響
の
下
、
風
土
と
い
っ
た
「
物
理
的
原
因
」
を
習
俗
な
ど
の
「
道
徳
的
原
因
」
と
関
連
づ
け
て
検
討
し
た
時
期
で
あ
る
。
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
は
、

当
時
に
公
刊
さ
れ
た
風
土
を
め
ぐ
る
著
作
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
ヘ
の
影
響
を
前
提
と
し
て
、
執
筆
時
期
の
不
明
な
彼
の
著
作
『
精
神
お
よ
び
性
格

に
影
響
を
及
ぼ
す
原
因
に
つ
い
て
の
試
論

(Essai
s
u
r
 les 
C
a
u
s
e
s
 q
u
i
 p
e
u
v
e
n
t
 affecter les esprits et 
les c
a
r
a
c
t
e
r
e
s
)

」
（O
C
P
笠
~
民
e
)
I
I
9

pp. 3
9
 ,
 68
.
 

三
辺
博
之
訳
「
立
正
大
学
経
済
学
季
報
』
第
二
二
巻
第
一
・
ニ
合
併
号
、
一
九
七
三
年
、
―
二
七
ー
一
五
三
頁
）
の
執
筆
時
期
を

一
七
三
六
ー
四
三
年
頃
と
し
て
い
る
（
プ
レ
イ
ア
ド
版
で
も
『
法
の
精
神
』
の
以
前
と
さ
れ
る
。
p.
cit. 
p. 
1
4
8
1
)

。
R
o
b
e
r
t
S
h
a
c
k
l
e
t
o
n
,
 T
h
e
 

E
v
o
l
u
t
i
o
n
 of M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u
'
s
 T
h
e
o
r
y
 0
 f
 Climate,
 e
n
 R
e
v
u
e
 internationale 
de philosophie, 1
9
5
5
,
 
pp. 3
1
7
 ,
 32
9
.
 

な
お
、
垣
旧
幽
竺
氏

i

こ
れ
に
近
く
、
一
七
三
六
ー
四
一
年
と
推
定
し
て
い
る
（
福
鎌
、
第
三
巻
、
二
四
七
ー
八
頁
）
。
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
は
ま
た
、
風
土
論
と
「
法
の
精

神
」
の
概
念
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
政
体
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

S
h
a
c
k
l
e
t
o
n
,
M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u
,
 c
h
a
p
t
e
r
 

X
I
V
.
 

な
お
、
デ
ュ
ボ
ス
の
著
作
の
実
際
の
入
手
が
イ
タ
リ
ア
旅
行
直
前
で
あ
っ
た
と
は
い
え

(
1
4
7
,
 Lettre a
 J. J
.
 

B
e
l
 d
e
 2
9
 S
e
p
t
e
m
b
r
e
 1
7
2
6
,
 

e
n
 OC• 

N
a
g
e
l
.
 
III, pp. 8
6
2
)

、
そ
の
公
刊
が
一
七
一
九
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
の
公
刊
以
前
か
ら
、
モ
ン
テ
ス

1
0
六

(
1
0
六）



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

1
0
七

キ
ュ
ー
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
デ
ュ
ポ
ス
の
著
作
は
、
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
が
要
約
す
る
よ
う
な
国
民
の
性
格
に
与
え

る
「
物
理
的
原
因
」
の
み
に
着
目
し
た
も
の
で
は
な
く
、
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
が
第
四
段
階
に
位
置
付
け
た
「
道
徳
的
原
因
」
に
つ
い
て
も
考
察
し
て

い
る
（
た
だ
し
、
デ
ュ
ボ
ス
が
前
者
の
優
位
を
指
摘
し
た
の
に
対
し
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
後
者
の
優
位
を
主
張
し
た
）
。
さ
ら
に
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
の
風
土
論
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
一
六
世
紀
の
ポ
ダ
ン
以
降
の
議
論
の
蓄
積
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
風

土
論
を
、
専
ら
彼
の
同
時
代
の
著
作
の
反
映
と
み
な
す
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
の
姿
勢
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

M
i
c
h
a
e
l
C
a
r
d
y
,
 D
i
s
 ,
 

c
u
s
s
i
o
n
 of t
h
e
 t
h
e
o
r
y
 of climate in t
h
e
 querelle d
e
s
 a
n
c
i
e
n
s
 et d
e
s
 
modemes• 

in Studies o
n
 Voltaire a
n
d
 t
h
e
 E
i
g
h
t
e
e
n
t
h
 C
e
n
 ,
 

tury, Vol. 1
6
3
,
 
pp. 7
3
 ,
 8
8
;
 
R
o
g
e
r
 M
e
r
c
i
e
r
,
 L
a
 theorie d
e
s
 clirnats 
d
e
s
≪
r
e
f
l
e
x
i
o
n
s
 critiques≫a≪!'Esprit d
e
s
 Lois≫, e
n
 R
e
v
u
e
 

d
•
H
g
o
i
m
L
i
mゞ'
O
.
i
r
e

d
e
 la France, N
o
 53
,
 
1
9
5
3
,
 
pp. 2
 ,
 37
,
 
pp. 1
5
9
 ,
 1
7
4
 (
K
r
a
u
s
 Reprint, N
e
n
d
e
l
n
/
L
i
e
c
h
t
e
n
s
t
e
i
n
,
 1
9
7
8
)
.
 
~
 お、

本
稿
「
お
わ
り
に
」
の
註
2
も
参
照
。

(4)

こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ぐ
る
論
述
よ
り
も
、
む
し
ろ
ア
ジ
ア
、
オ
リ
エ
ン
ト
と
専
制
と
の
親
和
性
に
つ
い
て
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の

記
述
に
よ
く
当
て
は
ま
る
。
押
村
高
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
治
理
論
』
第
四
章
の
四
「
風
土
と
専
制
」
、
川
出
良
枝
「
恐
怖
の
権
カ
ー
『
法

の
精
神
』
に
お
け
る
「
専
制
」
ー
」
『
思
想
」
七
九
五
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
0
年
九
月
、
六
五
ー
八
五
頁
を
参
照
。

(
5
)

類
似
の
指
摘
と
し
て
第
一
六
編
第
二
章
で
は
、
暑
い
風
土
と
一
夫
多
妻
制
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
、
両
性
間
の
自
然
的
不
平
等
が
示
唆
さ
れ
る
が
、

他
方
で
寒
い
風
土
で
は
男
女
の
関
係
が
逆
転
す
る
。
中
間
の
温
暖
な
国
々
は
、
両
性
の
間
に
一
種
の
平
等
が
導
入
さ
れ
、
一
夫
一
婦
制
の
法
が
確

立
さ
れ
る
こ
と
で
、
女
性
が
家
内
奴
隷
制
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

(
6
)

こ
の
他
、
第
一
五
編
第
九
章
に
は
、
「
市
民
的
自
由
」
が
確
立
さ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
奴
隷
制
を
求
め
る
の
は
、
奢
修
と
逸
楽
の
叫
び
で

あ
っ
て
、
公
共
の
至
福
を
愛
す
る
叫
び
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

(
7
)

「
穏
和
な
国
家
」
で
は
奴
隷
が
少
な
い
か
、
あ
っ
て
も
人
道
的
に
扱
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

(
1
5
,
 13
,
 
1
6
)

と
さ
れ
る
。

(
1
0
七）



さ
て
、
『
法
の
精
神
』
に
お
い
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
い
か
な
る
基
準
で
各
政
体
を
分
類
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
、

彼
は
、
政
体
を
「
本
性

(nature)
」
と
「
原
理

(principe)
」
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
政
体
の
「
本
性
」
に

か
ん
す
る
彼
の
論
述
に
着
目
し
よ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
政
体
の
「
本
性
」
と
は
、
あ
る
政
体
を
政
体
た
ら
し
め
る
固
有
の
構
造
の
こ
と
で

あ
り

(
3
,
1
)

、
政
体
の
「
定
義
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
法
の
精
神
』
第
二
編
第
一
章
で
、
次
の
よ
う
に
論

「
政
体
に
は
三
つ
の
種
類
が
あ
る
。
『
共
和
政
』
、
『
君
主
政
』
お
よ
び
『
専
制
』
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
本
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
最
も
教
育

の
な
い
人
達
が
そ
れ
に
つ
い
て
持
っ
て
い
る
観
念
を
見
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
私
は
一
二
つ
の
定
義
、
い
や
む
し
ろ
三
つ
の
事
実
を
想
定
す
る
。
『
共

和
政
は
、
人
民
が
全
体
と
し
て
、
あ
る
い
は
人
民
の
一
部
だ
け
が
主
権
的
権
力
を
持
つ
と
こ
ろ
の
政
体
で
あ
り
、
君
主
政
は
た
だ
一
人
が
統
治
す
る
が
、

し
か
し
確
固
た
る
制
定
さ
れ
た
法
に
よ
っ
て
統
治
す
る
政
体
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
専
制
に
お
い
て
は
、
た
だ
一
人
が
、
法
の
規
則
も
な
く
、
万

事
を
自
分
の
意
志
と
気
ま
ぐ
れ
と
に
よ
っ
て
引
き
ず
っ
て
ゆ
く
。
』
」

こ
こ
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
彼
が
政
体
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
主
権
的
権
力

(la
s
o
u
v
e
r
a
i
n
e
 puissance)
」
を
持
つ
主
体
の
数

（
一
人
か
複
数
か
）

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
分
類
基
準
を
適
用
し
た
場
合
の
理
論
的
可
能
性
を
、

じ
ら
れ
て
い
る
。

関
法

第
一
節

第
二
章

第
五

0
巻
第
一
号政

体
論
と
「
共
和
政
」

各
政
体
の
形
式
的
定
義

と
、
法
に
従
っ
た
統
治
が
行
わ
れ
る
か
否
か
を
基
準
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
1
0
八）

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
政
体
論
に
お
い
て
十
分
に
展

1
0
八



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

な
習
俗
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

開
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
こ
に
、
政
体
論
を
論
じ
る
際
の
彼
の
戦
略
の
―
つ
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
先
に
挙
げ
た
三

政
体
の
う
ち
、
こ
の
二
つ
の
基
準
を
と
も
に
適
用
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
君
主
政
」
と
「
専
制
」
の
二
つ
に
限
ら
れ
る
。
両

者
は
、
「
主
権
的
権
力
」
の
保
持
者
の
数
と
い
う
第
一
の
基
準
に
お
い
て
「
共
和
政
」
と
区
別
さ
れ
、
さ
ら
に
、
法
に
従
っ
た
統
治
の
有

無
と
い
う
第
二
の
基
準
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
「
共
和
政
」
の
本
性
は
、
「
主
権
的
権
力
」
を
持
つ
主
体
が
人
民
の
全
体
あ

(
1
)
 

る
い
は
一
部
で
あ
る
こ
と
だ
け
に
求
め
ら
れ
、
法
に
従
っ
た
統
治
の
有
無
と
い
う
第
二
の
基
準
は
、
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
政
体
の
定
義
と
そ
の
分
類
の
基
準
に
着
目
す
る
限
り
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
体
論
が
、
「
君
主
政
」
と
「
専
制
」
と
の
対

比
を
主
眼
と
し
、
「
共
和
政
」
の
議
論
は
こ
の
中
心
的
関
心
か
ら
や
や
距
離
を
お
く
形
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
と
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
構
成
は
、
「
君
主
政
」
を
基
軸
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
政
体
を
比
較
対
照
す
る
も
の
と
も
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
八
編
第
二

0
章
に
お
け
る
三
政
体
と
規
模
と
の
関
係
を
論
じ
た
以
下
の
一
節
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

1
0九

「
小
国
家
の
自
然
的
特
質
は
、
共
和
国
と
し
て
統
治
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
中
程
度
の
国
家
の
特
質
は
、
一
人
の
君
主
に
服
従
す
る
こ
と
で
あ
り
、
大

帝
国
の
特
質
は
、
一
人
の
専
制
君
主
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
既
存
の
政
体
の
原
理
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
国
家
を
従

来
通
り
の
大
き
さ
に
維
持
し
、
境
界
を
縮
小
し
た
り
拡
張
し
た
り
す
る
に
つ
れ
て
、
国
家
が
精
神
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
結
果
す

る。」

こ
こ
で
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
政
体
の
規
模
の
大
・
中
・
小
に
応
じ
て
、
「
専
制
」
「
君
主
政
」
「
共
和
政
」
を
想
定
し
て
い
る
。
国
土
の

広
い
国
と
狭
い
国
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
中
程
度
の
国
土
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
「
君
主
政
」
の
特
徴
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
同
様
に
し
て
、

す
で
に
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
暑
い
地
方
の
国
と
寒
い
地
方
の
国
の
比
較
考
量
に
よ
っ
て
、
中
程
度
の
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
穏
和

(
1
0
九）



よ
っ
て
、

第
五

0
巻
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一
号

(

―

1
0
)
 

さ
ら
に
、
政
体
論
が
「
君
主
政
」
を
中
心
と
し
た
議
論
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
想
定
は
、
「
共
和
政
」
論
の
中
で
設
定
さ
れ
て
い
る

「
貴
族
政

(Aristocratie)
」
「
民
王
政

(
D
e
m
o
c
r
a
t
i
e
)
」
と
い
う
下
位
区
分
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
補
強
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
民
王
政
」
と
「
貴
族
政
」
と
は
、
主
権
者
の
数
が
人
民
全
体
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
一
部
で
あ

(
2
)
 

る
か
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
る

(
2
-
2
)

。
こ
の
下
位
区
分
ま
で
を
射
程
に
入
れ
た
政
体
分
類
の
基
準
に
注
目
す
れ
ば
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
古
典
的
区
分
を
あ
る
程
度
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
「
政

治
学
』

の
第
三
巻
第
六
章
以
下
で
、
政
体
分
類
論
を
展
開
し
て
い
る
。
彼
の
政
体
分
類
の
基
準
は
、
主
権
を
持
つ
主
体
の
数
（
一
者
、
少

数
者
、
多
数
者
）
と
、
当
該
国
家
の
追
求
す
る
目
的
（
共
通
の
利
益
か
支
配
者
の
党
派
的
利
益
か
）
と
に
求
め
ら
れ
、
前
者
の
基
準
に

一
方
の
共
通
の
利
益
を
追
求
す
る
国
家
が
、
「
王
政
」

(basileia)
、
「
貴
族
政
」
（
月
istokratia)
、
「
国
制
」

(politeia)

と
分

類
さ
れ
、
他
方
で
堕
落
形
態
が
、
「
僭
主
政
・
暴
政
」

(tyrannis)
、
「
寡
頭
政
」

(oligarchia)
、
「
民
主
政
」

(
d
e
m
o
k
r
a
t
i
a
)

と
し
て
分

(
3
)
 

類
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
議
論
に
立
ち
戻
る
際
に
注
意
す
べ
き
点
は
、
彼
が
、
「
貴
族
政
」
と
「
民
主
政
」
（
後
者

は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
分
類
で
は
「
国
制
」
）
、
お
よ
び
事
実
上
そ
の
堕
落
形
態
に
つ
い
て
も
、
「
共
和
政
」
と
し
て
一
括
し
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
確
か
に
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
が
崩
壊
し
た
り
堕
落
し
た
り
す
る
契
機
に
つ
い
て
も
論
じ
て
は
い
る
。
し

(
4
)
 

か
し
彼
は
、
こ
の
政
体
の
堕
落
形
態
に
対
し
て
固
有
の
概
念
を
提
示
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
に
と
っ
て
、
「
主
権
的
権
力
」
の
担
い
手
が
多
数
か
少
数
か
と
い
う
の
は
、
「
共
和
政
」
を
細
分
す
る
際
の
唯
一
の
基
準
で
は
な
く
、

(
5
)
 

彼
は
軍
事
的
・
商
業
的
と
い
う
区
別
さ
え
も
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

関
法

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」

の
中
の
多
様
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
類
型
化
し
た
六
政
体
の

う
ち
四
政
体
ま
で
も
「
共
和
政
」
と
い
う
―
つ
の
政
体
と
し
て
論
じ
た
。
こ
う
し
た
過
度
の
単
純
化
と
す
ら
言
え
る
定
式
に
、
古
典
古
代

―1
0
 



゜
ニつ

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

第
二
節

を
め
ぐ
る
知
的
資
源
を
意
識
的
に
制
限
し
、
良
き
政
体
と
し
て
の
「
君
主
政
」
と
の
比
較
・
対
照
の
観
点
か
ら
そ
れ
を
論
じ
よ
う
と
す
る

彼
の
意
図
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
の
仮
説
を
補
強
す
べ
く
、
次
に
「
共
和
政
」
の
特
徴
と
同
時
代
の
フ

ラ
ン
ス
の
習
俗
と
の
比
較
を
試
み
よ
う
。

「
共
和
政
」
と
「
徳
」

―

-

）

 

(
4
-
5
)

。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
共
和
政
」
で
は
、
各
構
成

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
論
と
「
君
主
政
」
論
に
は
、
両
者
の
対
照
性
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
記
述
が
数
多
く
見
出
さ
れ

る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
手
始
め
と
し
て
、
ま
ず
、
「
共
和
政
」
の
「
原
理
」
と
さ
れ
る
「
徳

(vertu)
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
概
観
し
よ

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
政
体
の
「
原
理
」
と
は
、
そ
れ
を
活
動
さ
せ
る
人
間
の
「
情
念
」
で
あ
り

(
3
-
1
)

、
後
に
『
法
の
精

神
』
の
冒
頭
に
つ
け
加
え
ら
れ
た
「
筆
者
の
こ
と
わ
り

(
A
v
e
r
t
i
s
s
e
m
e
n
t
d
e
 l
'
A
u
t
e
u
r
)
」
に
お
い
て
は
、
政
体
を
動
か
す
「
バ
ネ

(ressort)
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
政
体
の
「
原
理
」
と
し
て
、
「
共
和
政
」
に
は
政
治
的
「
徳
」

(
3
-
3
)

が
、
君
王
政

に
は
「
名
誉

(
h
o
n
n
e
u
r
)
」（
3
ー

6
)

が
、
専
制
に
は
「
恐
怖

(crainte)
」
（
3
,
9
)

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
共
和
政
」
に

お
け
る
「
徳
」
と
は
、
「
祖
国
へ
の
愛
、
真
の
栄
誉
へ
の
欲
求
、
自
己
放
棄
、
自
己
の
最
も
大
事
な
利
益
の
犠
牲
」

(
3
-
5
)

と
表
現
さ
れ
、

ま
た
、
「
自
己
犠
牲
」
や
「
法
と
祖
国
へ
の
愛
」
と
い
っ
た
意
味
も
持
つ
と
さ
れ
る

(
6
)
 

員
の
関
心
が
公
共
の
事
柄
以
外
に
向
か
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
構
成
員
は
、
祖
国
の
存
在
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
幸

福
で
、
偉
大
で
、
光
栄
で
あ
る
」

(
8
,
1
5
)

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
祖
国
の
た
め
に
の
み
生
き
、
行
動
し
、
思
考
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
5
,
1
9
)
 

し
、
「
各
人
が
同
じ
幸
福
と
同
じ
利
益
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
同
じ
喜
び
を
味
わ
い
、
同
じ
希
望



よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。
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を
抱
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
5
-
3
)

。
彼
ら
は
ま
た
、
「
公
共
善
の
た
め
に
限
り
な
き
熱
意
を
持
つ
べ
き
」

(
6
-
8
)

で
あ
り
、
「
自
分
自

身
の
利
益
よ
り
も
、
公
共
の
利
益
を
常
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
」
ら
れ
る

(
4
-
5
)

。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
政
体
で
は
、
祖
国
の
栄
光

に
ど
の
程
度
寄
与
し
た
か
が
、
各
人
の
栄
光
の
尺
度
と
な
る
。
ま
た
各
構
成
員
が
公
共
善
・
祖
国
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、

「
共
和
政
」
は
―
つ
の
完
結
し
た
政
治
共
同
体
と
な
る
。
「
共
和
政
」
は
、
各
構
成
員
と
国
家
お
よ
び
共
通
善
が
一
体
化
す
る
と
い
う
特

徴
を
持
つ
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
徳
」
が
失
わ
れ
た
「
共
和
政
」
は
、
堕
落
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
堕
落
の
過
程
を
次
の

「
野
心
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
心
の
中
に
入
り
込
み
、
守
銭
奴
根
性
が
万
人
の
中
に
入
り
込
む
。
欲
望
は
次
々
と
対
象
を
変
え
る
。
人

は
か
つ
て
愛
し
て
い
た
も
の
を
も
は
や
愛
さ
ず
、
法
に
よ
っ
て
自
由
で
あ
っ
た
の
に
、
法
に
反
し
て
自
由
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
各
市
民
は
自
分
の
主
人

の
家
か
ら
逃
げ
出
し
た
奴
隷
み
た
い
な
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
格
率
で
あ
っ
た
も
の
を
人
は
厳
し
さ
と
呼
び
、
か
つ
て
規
則
で
あ
っ
た
も
の
を
人
は
束

縛
と
呼
ぶ
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
注
意
で
あ
っ
た
も
の
を
人
は
恐
れ
と
呼
ぶ
。
か
つ
て
は
守
銭
奴
根
性
は
、
質
素
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
所
有
欲

で
は
な
か
っ
た
。
昔
は
個
々
人
の
財
産
は
公
共
の
財
源
を
な
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
に
は
、
公
共
の
財
源
が
個
々
人
の
家
産
に
な
っ
て
い
る
。
共
和
政

は
抜
け
殻
で
あ
り
、
そ
の
力
は
も
は
や
幾
人
か
の
市
民
の
権
力
と
万
人
の
放
恣
と
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
」

(
3
,
3
)
 

そ
の
た
め
「
共
和
政
」
に
お
い
て
は
、
「
徳
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
ま
し
て
重
要
な
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
い
か
な

る
条
件
が
「
徳
」
の
維
持
に
必
要
だ
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
論
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
の
「
徳
」
の
維
持
に
政
体
規
模
の
制
限
が
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
先
に
紹
介
し

た
よ
う
に
、
「
既
存
の
政
体
の
原
理
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
国
家
を
従
来
通
り
の
大
き
さ
に
維
持
し
、
境
界
を
縮
小
し
た
り
拡
張
し
た

関
法



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

り
す
る
に
つ
れ
て
、
国
家
が
精
神
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
8
-
2
0
)

か
ら
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
徳
」
を
維
持
す
る
た
め
の
制

度
が
こ
の
政
体
に
お
い
て
成
立
可
能
な
の
は
、
「
一
般
教
育
が
可
能
で
、
全
人
民
を
一
家
族
の
よ
う
に
教
育
で
き
る
小
国
家
」
の
場
合
に

限
ら
れ
る

(
4
-
7
)

。
小
さ
な
「
共
和
政
」
に
お
い
て
は
、
「
公
共
の
善
は
よ
り
よ
く
感
じ
ら
れ
、
よ
り
よ
く
知
ら
れ
、
各
市
民
の
よ
り
近

く
に
あ
る
」

(
8
,
1
6
)

か
ら
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
も
し
「
共
和
政
」
に
お
い
て
領
土
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、
「
利

益
は
個
人
化
さ
れ
る
。
人
は
祖
国
が
な
く
て
も
幸
福
で
偉
大
で
光
栄
で
あ
り
う
る
と
ま
ず
感
ず
る
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
祖
国
の
廃
墟
の

上
で
た
だ
一
人
偉
大
で
あ
り
う
る
と
感
ず
る
」
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う

(
8
,
1
6
)

。
つ
ま
り
、
政
体
の
規
模
が
限
定
さ
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
、

各
構
成
員
に
共
通
善
の
観
念
が
行
き
渡
る
の
で
あ
る
。
同
じ
幸
福
と
同
じ
利
益
を
持
ち
、
同
じ
喜
び
を
味
わ
い
、
同
じ
希
望
を
抱
か
ね
ぱ

な
ら
な
い
と
い
う
、
先
に
指
摘
し
た
「
共
和
政
」
の
構
成
員
の
あ
り
方
は
、
こ
う
し
た
規
模
の
制
限
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

制
約
を
重
視
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、
小
規
模
国
家
と
し
て
出
発
し
た
古
代
ロ
ー
マ
が
自
由
を
喪
失
し
た
原
因
の
―
つ
を
、
そ
の
規
模
の
拡
大
、

す
な
わ
ち
帝
国
化
に
求
め
た
中
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
索
の
成
果
と
も
言
え
よ
う
。

第
二
に
、
「
共
和
政
」
の
「
徳
」
を
維
持
す
る
に
あ
た
っ
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
重
視
し
た
の
が
、
各
人
の
財
産
所
有
に
か
ん
す
る

厳
格
な
制
限
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
に
よ
れ
ば
、
財
産
を
必
要
以
上
に
持
っ
た
者
は
、
そ
の
財
産
の
享
受
に
満
足
し
、
祖
国
の
存
立

に
考
慮
を
払
わ
な
く
な
る

(
7
-
2
)

か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
土
地
の
均
等
分
配
や

「
妻
の
嫁
資
、
贈
与
、
相
続
、
遺
言
、
あ
ら
ゆ
る
契
約
の
仕
方
」
な
ど
を
、
法
に
よ
っ
て
具
体
的
か
つ
詳
細
に
規
定
す
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
る

(
5
,
5
)

。
こ
の
場
合
、
土
地
の
割
り
当
て
分
は
平
等
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
小
さ
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
な
ぜ
な
ら
、
「
資
産

の
平
等
が
質
素
を
支
え
る
よ
う
に
、
質
素
は
資
産
の
平
等
を
維
持
す
る
」

(
5
-
6
)

か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
財
産
が
必
要
最
小
限
の
も
の
に
制
限
さ
れ
る
以
上
、
必
要
を
超
え
た
奢
修
は
、
当
然
禁
止
さ
れ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ

~ 
（
―
-
三
）



を
行
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は
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四
）

ば
、
「
富
が
平
等
に
分
配
さ
れ
て
い
る
共
和
政
に
お
い
て
は
、
奢
修
は
あ
り
え
な
い
」
し
、
「
こ
の
分
配
の
平
等
が
共
和
政
の
卓
越
性
と

な
っ
て
い
る
以
上
、
共
和
政
に
お
い
て
は
、
奢
修
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
共
和
政
は
完
全
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
る
」
。
逆
に

言
え
ば
、
「
共
和
政
に
お
い
て
奢
修
が
確
立
さ
れ
る
に
つ
れ
、
人
心
は
個
人
的
な
利
益
に
向
か
う
」
こ
と
に
な
る
。
彼
に
よ
れ
ば
「
奢
修

に
よ
っ
て
腐
敗
し
た
魂
は
、
そ
の
他
の
多
く
の
欲
求
を
持
ち
、
や
が
て
自
分
を
邪
魔
す
る
と
し
て
法
を
敵
視
す
る
こ
と
に
な
る
」
か
ら
で

(
7ー
2
)

。

し
た
が
っ
て
、
「
共
和
政
」
に
お
い
て
各
人
の
所
有
欲
は
「
自
分
の
家
族
の
た
め
の
必
要
品
」
の
獲
得
に
限
定
さ
れ
、
余
分
な
物
の
獲

得
も
「
祖
国
の
た
め
」
に
限
定
さ
れ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
「
富
は
力
を
も
た
ら
す
」
が
、
そ
れ
は
個
人
が
享
受
す

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
公
共
の
支
出
に
向
け
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る

(
5
-
3
)

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
共
和
政
」
に
お
け
る
祖
国
愛
す
な
わ

ち
「
徳
」
は
、
「
平
等
へ
の
愛
」
や
「
質
素
へ
の
愛
」
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
「
穏
和
の
精
神

(
u
n
e
s
p
r
i
t
e
 
d
e
 m
o
d
e
r
a
t
i
o
n
)
」

(
7
)
 

(
5
-
8
)

と
不
可
分
の
も
の
と
な
る
。
彼
に
よ
れ
は
、
財
産
所
有
の
制
限
に
伴
う
「
生
活
の
快
適
さ
」
の
不
在
は
、
「
貧
困
」
に
他
な
ら
な

い
と
し
て
も
、
「
偉
大
な
事
を
な
し
う
る
」
た
め
の
条
件
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
「
自
由
の
一
部
」
で
す
ら
あ
る

(
2
0
,
 3)

。

「
共
和
政
」
の
栄
光
や
「
徳
」
の
維
持
の
た
め
の
厳
格
な
制
限
は
、
商
業
活
動
や
、
奢
修
品
の
生
産
を
担
う
手
工
業
に
つ
い
て
も
必
要

と
さ
れ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
』

う
主
体
は
、
あ
く
ま
で
も
国
家
で
あ
り
、
財
産
を
扱
う
商
人
と
手
工
業
者
は
、
市
民
か
ら
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
市
民
が
そ
れ
を
営

め
ば
処
罰
の
対
象
と
な
る
し
、
手
工
業
者
が
市
民
と
な
る
の
は
、
こ
の
政
体
が
腐
敗
し
た
時
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
、
彼
は
、
商

業
に
「
下
賎
な

(
b
a
s
)
」
と
い
う
形
容
す
ら
与
え
、
「
ギ
リ
シ
ア
の
自
由
な
精
神

(!'esprit
d
e
 la liberte g
r
e
c
q
u
e
)
」
と
衝
突
し
、
自

関
法

(cite) 

の
財
産
共
有
制
に
言
及
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
「
共
和
政
」
の
下
で
は
、
商
業

で
あ
っ
て
市
民
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る

(
4
,
6
)

。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
財
産
を
扱

―
―
四



て
興
味
深
い
。

「
古
人
の
厳
格
な
模
範
」

(
7
,
4
)

と
し
て
い
る
。

―
―
五

由
人
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
と
論
ず
る
。
と
い
う
の
も
、
市
民
は
商
業
に
従
事
す
る
こ
と
で
、
「
共
和
政
」
に
お
い
て
周
辺
的
な
地
位

し
か
持
た
な
い
「
奴
隷
や
賃
借
人
や
外
国
人
に
奉
仕
」
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
上
、
こ
の
種
の
労
働
や
職
業
に
よ
っ
て
、
「
交
友
や
共
和

政
の
た
め
の
時
間
が
持
て
な
い
」
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る

(
4ー

8
)

。
商
業
や
手
工
業
を
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
否
定
的
に

扱
っ
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
各
人
に
「
共
和
政
」
の
構
成
員
と
し
て
の
自
覚
を
喪
失
さ
せ
、
祖
国
へ
の
関
心
か
ら
逸
脱
さ
せ
、
私
的
利
益
を

追
求
さ
せ
る
ー
す
な
わ
ち
「
徳
」
を
失
わ
せ
る
ー
契
機
を
含
ん
で
い
る
と
、
彼
が
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
の
各
構
成
員
が
な
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
方
向
づ
け
を
与
え
て
も
い
る
。

市
民
は
、
商
業
・
農
業
・
技
芸
に
従
事
す
る
代
わ
り
に
、
無
為
に
過
ご
す
こ
と
な
く
「
体
育
に
か
ん
す
る
鍛
錬
、
お
よ
び
戦
争
に
関
係
の

あ
る
鍛
錬
」
に
従
事
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
市
民
は
、
こ
う
し
た
鍛
錬
に
よ
っ
て
「
荒
々
し
さ
、
怒
り
、
残
忍
さ
」
ー
た
だ
し
、
こ

(8) 

の
う
ち
「
残
忍
さ
」
は
音
楽
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
る
ー
を
持
ち
、
「
堅
強
で
粗
野
な
人
々
」
と
な
る

(
4
-
8
)

。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
こ

の
訓
練
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
市
民
の
特
徴
を
、
「
重
厚
、
真
面
目
、
無
愛
想
、
無
口
」

(
1
9
,
 7
)

と
表
現
し
、
こ
う
し
た
あ
り
方
を

こ
こ
で
「
共
和
政
」
に
お
け
る
「
市
民
」
の
典
型
と
し
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
提
示
す
る
の
は
、
武
装
し
た
、
あ
る
い
は
軍
事
的
鍛
錬

を
受
け
た
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
鍛
錬
が
あ
る
と
は
い
え
、
先
に
述
べ
た
規
模
の
制
約
を
前
提
と
す
る
限
り
、
「
共
和
政
」
は

対
外
戦
争
に
よ
っ
て
領
土
拡
張
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
確
か
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
を
「
軍
事
的
」
と

形
容
し
た
り
、
「
共
和
政
」
が
「
戦
争
を
主
た
る
目
的
と
し
た
諸
都
市
」
で
あ
る
と
明
言
し
た
り
し
て
い
る

(
4
,
8
)

。
し
か
し
、
こ
こ
で

の
武
装
は
、
あ
く
ま
で
も
祖
国
防
衛
を
主
眼
と
し
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
次
の
言
明
は
、
極
め

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

（
―
-
五
）
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「
ス
パ
ル
タ
を
あ
れ
ほ
ど
長
く
存
続
さ
せ
た
も
の
は
、
ス
パ
ル
タ
が
ど
の
戦
争
の
後
も
依
然
と
し
て
も
と
の
領
土
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ス
パ
ル
タ
の
唯
一
の
目
的
は
自
由
で
あ
っ
た
。
そ
の
自
由
の
唯
一
の
利
点
は
栄
光
で
あ
っ
た
」

(
8
-
1
6
)

。

(
9
)
 

し
た
が
っ
て
、
「
共
和
政
」
を
維
持
す
る
限
り
に
お
い
て
、
軍
事
的
征
服
は
限
定
的
に
し
か
行
な
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
節

「
共
和
政
」
と
フ
ラ
ン
ス

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
共
和
政
」
で
は
、
「
徳
」
の
維
持
の
結
果
、
栄
光
、
偉
大
さ
、
「
英
雄
的
」

(
3
-
5
)

特
徴
と
い
っ
た
利

点
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
「
共
和
政
」
の
偉
大
さ
に
つ
い
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
『
法
の
精
神
』
の
随
所
で
驚
き
と
と
も
に
描
い
て

ぃ
酎
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
紹
介
し
た
「
共
和
政
」
お
よ
び
「
徳
」
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
様
々
な
方
策
と
、
『
法
の
精
神
』
で

確
認
で
き
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
同
時
代
「
君
主
政
」
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
記
述
と
で
は
、
著
し
く
対
照
的
で
あ
る
。

す
で
に
別
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
中
期
段
階
に
お
い
て
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
、
中
規
模
の
国
家

(11) 

が
並
存
す
る
世
界
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
共
和
政
」
に
つ
い
て
彼
が
、
あ
く
ま
で
小
規
模
国
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
に
よ
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
土
地
所
有
の
不
平
等
や
富
の
不
平
等
が
広
が
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
身
分
が
存
在
し
て
お
り
、
「
共
和
政
」
で
厳
禁
さ
れ
て
い
る
商
業
と
り
わ
け
「
奢
修
に
基
づ
く
商
業
」
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

(12) 

フ
ラ
ン
ス
人
の
「
習
俗
」
や
「
生
活
様
式
」
は
、
「
共
和
政
」
の
厳
格
な
そ
れ
と
は
著
し
く
異
な
っ
た
も
の

ま
た
こ
の
商
業
に
よ
っ
て
、

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
を
描
写
す
る
際
に
依
拠
し
た
プ
ラ
ト
ン
を
、
再
度
、
持
ち
出
し
な
が
ら

も
、
商
業
に
よ
る
習
俗
の
変
化
に
対
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
と
は
異
な
っ
た
評
価
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
商
業
は
純
良
な
習
俗
を
堕
落
さ
せ
る
。
こ
れ
が
プ
ラ
ト
ン
の
苦
情
の
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
が
毎
日
見
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
野
蛮
な
習

関
法

―
―
六

(
-
―
六
）



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

面
目
、
無
愛
想
、
無
口
で
、
荒
々
し
さ
、
怒
り
な
ど
を
も
つ
堅
強
で
粗
野
な
人
々
の
描
写
と
、
こ
こ
で
の
描
写
は
、
大
き
く
か
け
離
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
奢
修
品
の
消
費
に
お
い
て
女
性
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
「
女
性
の
自
由
は
君
主
政
の
精

(13) 

神
と
結
び
つ
く
」

(
1
9
-
1
5
)

と
さ
れ
、
こ
の
奢
修
が
「
こ
の
国
の
富
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
あ
る
種
の
良
き
趣
味
、
こ
の
国
に
外
国
人
を

引
き
付
け
て
い
る
慇
懃
さ
」

(
1
9
-
5
)

な
ど
を
醸
し
出
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
女
性
的
気
質
が
、
「
共
和
政
」
の
戦
士
の
記
述
に

見
ら
れ
た
男
ら
し
さ
と
対
照
的
な
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
こ
れ
ら
の
描
写
を
必
ず
し
も
否

(14) 

定
的
文
脈
で
展
開
し
て
い
な
い
点
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
よ
う
な
肯
定
的
評
価
の
背
景
と
し
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
習
俗
や
生
活
様
式
に
つ
い
て
、
あ
る
観
点
か
ら
見
れ
ば
欠
点
と
な
る

も
の
が
混
在
し
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
悪
と
は
断
定
し
な
い
立
場
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
物
事

(15) 

を
複
数
の
観
点
か
ら
検
討
し
総
合
的
に
判
断
を
下
す
と
い
う
、
複
眼
的
視
座
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
諸
国
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
に
は
、
美
徳
と
悪
徳
、
長
所
と
短
所
と
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
。
幸
運
な
混
合
と
は
、
大
き
な
利
点
が
そ
こ
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
よ
う
な
混
合
で
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
人
は
そ
れ
ら
の
利
点
に
気
が
つ
か
な
い
。
ま
た
大
き
な
害
悪
を
も
た
ら
す
混
合
も
あ
る
が
、
や
は
り
人

は
そ
れ
に
気
が
つ
か
な
い
。
」
(
1
9
,
 1
0
)
 

奢
修
を
制
限
す
べ
き
と
い
う
「
共
和
政
」
の
価
値
尺
度
に
基
づ
く
要
求
が
、

そ
れ
と
と
も
に
、
勇
気
、
寛
大
さ
、
率
直
さ
、

―
―
七

商
業
に
よ
っ
て
教
化
さ
れ
、
穏
和
に
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
習
俗
や
生
活
様
式
と
は
、
「
社
交
的
気
質
、
開
か
れ
た
心
、
生
の
楽
し
み
、

良
き
趣
味
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
容
易
さ
を
具
え
、
生
き
生
き
と
し
て
気
持
の
良
い
、
時
に
は
軽
率
で
し
ば
し
ば
無
遠
慮
で
あ
る
が
、

俗
を
教
化
し
、
穏
和
に
す
る
」

(
2
0
,
 1)

。

一
定
度
の
名
誉
心
を
持
っ
た
」

(
1
9
,
 5)

も
の
で
あ
る
。
「
共
和
政
」
に
お
け
る
重
厚
、
真

フ
ラ
ン
ス
で
良
い
結
果
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し

(
-
―
七
）



じ
て
い
る
。

第
五
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一
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ろ
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
奢
修
を
、
「
若
干
の
欠
点
」
で
し
か
な
い

(
1
9
 ,
 5
)
 

と
し
、

(
-
―
八
）

フ
ラ
ン
ス
人
の
習
俗
や
生
活

様
式
に
つ
い
て
も
一
般
的
に
「
善
良
で
あ
る
」
と
さ
え
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
既
存
の
習
俗
の
維
持
の
重
要
性
を
強
調
す

(16) 

る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
を
過
去
の
世
界
に
属
し
、
彼
の
生
き
た
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
も
は
や
実
現
不

可
能
で
あ
る
と
の
印
象
を
抱
か
せ
よ
う
と
も
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
見
地
か
ら
、
「
徳
」
の
実
践
を
次
の
よ
う
に
も
論
じ
て
い
る
。

「
古
代
の
民
の
大
部
分
は
、
徳
を
原
理
と
し
て
持
つ
政
体
の
中
に
生
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
徳
が
力
を
有
し
て
い
た
時
は
、
も
は
や
今
日
の
我
々

に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
そ
し
て
我
々
の
卑
小
な
心
を
驚
嘆
さ
せ
る
よ
う
な
、
も
ろ
も
ろ
の
事
柄
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」

(
4
,
4
)
 

そ
う
し
た
事
柄
を
行
な
う
の
に
必
要
な
「
英
雄
的
徳
」
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
も
は
や
今
日
で
は
「
我
々
が
古
人
の
中
に
見
出
し
、
単
に
話

に
聞
い
た
だ
け
」

(
3
,
5
)
 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、

関
法

で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
彼
は
、
古
代
と
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
違
い
を
、
次
の
よ
う
に
対
照
的
に
論

「
民
衆
政
体
の
も
と
に
生
活
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
の
政
治
家
た
ち
は
、
徳
の
力
以
外
に
は
、
こ
の
政
体
を
持
続
さ
せ
う
る
力
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。

今
日
の
政
治
家
た
ち
が
我
々
に
語
る
こ
と
と
言
え
ば
、
手
エ
製
造
業
や
商
業
や
財
政
や
富
、
さ
ら
に
は
奢
修
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
」
(
3
,
3
)
 

ロ
ー
マ
が
奢
修
を
普
及
さ
せ
た
時
、
「
古
人
の
厳
格
な
模
範
は
も
っ
と
楽
し
い
生
き
方
に
変
わ
っ
た
」
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
人
々
は
「
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
習
俗
の
必
要
を
感
じ
た
」

(
7ー

4
)

と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
共
和
政
」
と
は
違
っ
た
習
俗
、
生
活
様
式
、
さ
ら
に
は
法
の
構
造
を
前
提
と
す
る
政
体
論
、
す
な
わ
ち
「
君
主
政
」
論
が
必
要
で
あ
る

(17) 

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

古
代
の
「
共
和
政
」
を
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
と
対
照
さ
せ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
「
共
和
政
」
を
論
ず
る
に
あ
た
っ

―
―
八



あ
る
。

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

―
―
九

て
、
各
構
成
員
が
「
徳
」
を
保
持
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
苛
酷
で
困
難
か
を
強
調
す
る
方
向
に
、
議
論
を
誘
導
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
彼
が
「
共
和
政
」
の
「
徳
」
の
厳
格
さ
を
意
識
的
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、
初
期
の
著
作
「
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
で
は
古
代
の

共
和
国
の
「
徳
」
や
「
栄
光
」
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
に
対
し
、
『
法
の
精
神
』
に
お
い
て
は
、
「
徳
」
を
各
人
が
保
持
す
る
こ
と
の
苛

酷
さ
や
困
難
さ
を
、
修
道
士
の
戒
律
の
厳
し
さ
に
も
匹
敵
す
る
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

「
祖
国
へ
の
愛
は
習
俗
の
善
良
さ
に
通
じ
、
習
俗
の
善
良
さ
は
祖
国
へ
の
愛
に
導
く
。
わ
れ
わ
れ
が
自
分
の
個
別
的
情
念
を
満
足
さ
せ
る
可
能
性
が
少

な
い
ほ
ど
、
わ
れ
わ
れ
は
一
般
的
情
念
に
い
っ
そ
う
身
を
委
ね
る
よ
う
に
な
る
。
修
道
士
達
が
あ
れ
ほ
ど
自
分
た
ち
の
修
道
会
を
愛
す
の
は
何
故
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
修
道
会
を
彼
ら
に
と
っ
て
耐
え
難
い
も
の
に
し
て
い
る
側
面
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
彼
ら
の
戒
律
は
、
あ
り
き
た
り
の
情

念
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
、
彼
ら
か
ら
奪
い
去
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
を
苦
し
め
る
戒
律
そ
の
も
の
に
対
す
る
情
念
だ
け

が
残
る
。
戒
律
が
厳
格
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
彼
ら
の
好
み
を
局
限
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
彼
ら
に
残
さ
れ
た
好
み
に
ま
す

ま
す
力
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
」

(
5
,
2
)
 

初
期
に
お
け
る
彼
の
嫌
悪
の
対
象
の
一
っ
が
、
聖
職
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
持
つ
否
定
的
含
意
は

(18) 

無
視
し
が
た
い
。
言
わ
ば
「
共
和
政
」
は
、
公
共
善
や
祖
国
を
「
神
」
の
よ
う
に
信
奉
す
る
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
た
政
治
共
同
体
で
あ
る
。

事
実
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
に
お
け
る
世
間
の
束
縛
が
、
宗
教
の
束
縛
と
違
わ
な
い

(
4
,
 4
)

と
す
ら
指
摘
し
、
「
共
和
政
」

に
お
け
る
国
家
と
個
人
と
の
間
の
財
産
の
享
受
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
再
び
宗
教
的
比
喩
を
用
い
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
の
で

「
あ
た
か
も
、
神
々
に
供
物
を
捧
げ
る
場
合
、
宗
教
が
人
の
手
の
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
に
、
法
は
人
が
祖
国
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
質
素

な
習
俗
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
」

(
5
,
3
)

。

こ
の
よ
う
に
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
言
う
財
産
所
有
に
対
す
る
厳
格
な
規
制
は
、
各
構
成
員
の
関
心
が
祖
国
愛
や
そ
の
栄
光
、
す
な
わ
ち

（
―
-
九
）



化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

第
五
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(
4
,
 4
)

。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、

(
―
二
0
)

「
徳
」
の
実
践
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
導
入
さ
れ
た
、
「
戒
律
」
の
―
つ
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
共
和
政
」
論
が
、
古
典
古
代
の
歴
史
的
経
験
を
意
識
的
に
加
工
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
初
期
、
中
期
著
作

こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

に
お
い
て
は
あ
ま
り
引
か
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
プ
ラ
ト
ン
の
『
ポ
リ
テ
イ
ア
」
を
「
法
の
精
神
」
に
お
い
て
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る

(19) 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
「
共
和
政
」
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
財
産
共
有
制
や
貨
幣
使
用
の
禁
止

(
4
-
6
)

と
い
っ

た
プ
ラ
ト
ン
の
主
張
を
紹
介
す
る
の
は
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
ポ
リ
テ
イ
ア
』
に
共
鳴
し
た
た
め
と
い
う
よ
り
も
、

商
業
活
動
が
盛
ん
な
当
代
に
お
い
て
、
「
共
和
政
」
の
実
現
可
能
性
を
で
き
る
限
り
低
く
見
せ
よ
う
と
す
る
た
め
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
論
で
は
、
商
業
活
動
と
並
ん
で
農
業
も
同
様
に
否
定
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
評
価
は
、
以
前
の
彼
の
著
作
に
お
け
る
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。
『
法
の
精
神
』
に
お
い
て
彼
は
、
農
業
は
「
隷
従
的
職
業
」
で
あ

り
、
「
通
常
こ
れ
に
従
事
し
て
い
た
の
は
、
何
ら
か
の
被
征
服
民
で
あ
っ
た
」

(
4
-
8
)

と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
中
期
の
著
作
『
ロ
ー
マ

(20) 

人
盛
衰
原
因
論
』
で
は
、
古
代
の
ロ
ー
マ
に
お
い
て
農
業
が
隷
従
で
な
い
と
す
る
キ
ケ
ロ
の
主
張
が
註
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
こ
と
は
、
『
法
の
精
神
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
古
典
古
代
の
多
様
性
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
矮
小

「
共
和
政
」
の
厳
格
さ
と
苛
酷
さ
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
し
よ
う
と
す
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
姿
勢
は
、
こ
の
政
体
の
構
成
員
の
習
俗
や

制
度
に
つ
い
て
、
彼
が
過
剰
な
ま
で
に
同
質
性
を
強
調
し
て
い
る
点
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
共
和
政
」
の
構
成

員
に
お
け
る
関
心
や
行
動
様
式
の
同
一
性
は
、
特
定
の
一
時
点
で
の
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
時
間
の
経
過
の
中
で
も
変
容
し
な
い

も
の
で
あ
る
。
「
共
和
政
」
に
お
け
る
教
育
は
「
裏
切
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、
人
は
生
涯
の
最
後
の
年
に
至
っ
て
も
、

教
育
を
受
け
始
め
た
年
令
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
り
、
聞
い
た
り
、
見
た
り
、
行
な
っ
た
り
し
て
い
る

関
法
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『
法
の
精
神
」
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

こ
の
教
育
効
果
を
さ
ら
に
上
げ
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
神
々
へ
の
尊
敬
心
の
強
調
、
外
国
人
の
排
斥

(
4
,
8
)

、
犯
罪
や
「
怠
慢
、
過
失
、

祖
国
へ
の
愛
に
お
け
る
あ
る
種
の
熱
の
な
さ
、
危
険
な
先
例
、
腐
敗
の
萌
芽
」
な
ど
に
か
ん
す
る
戸
口
総
監
に
よ
る
監
視

(
5
,
1
9
)

な
ど

(21) 

を
挙
げ
て
い
る
。

そ
し
て
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
の
基
本
的
特
徴
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
拡
大
し
た
ロ
ー
マ

の
経
験
よ
り
も
む
し
ろ
、
小
規
模
自
治
を
維
持
し
た
ス
パ
ル
タ
の
そ
れ
を
主
た
る
準
拠
モ
デ
ル
と
し
た
。
こ
れ
は
、
当
時
あ
る
べ
き
国
家

規
模
に
つ
い
て
、
小
規
模
の
ス
パ
ル
タ
型
か
、
拡
大
す
る
ロ
ー
マ
型
か
、
と
い
う
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
的
な
論
点
が
未
だ
存
続
し
え
た
時
代

(22) 

に
お
い
て
、
国
家
規
模
を
め
ぐ
る
古
典
古
代
の
利
用
可
能
な
モ
デ
ル
の
制
約
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
共
和
政
」
が
小
規
模
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
彼
の
主
張
は
、
中
規
模
国
家
が
並
存
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
と
い
う
、
中
期
に
確
立
し
た
彼
の
認
識
を
前
提

と
す
る
限
り
、
こ
の
政
体
が
彼
の
同
時
代
に
お
い
て
妥
当
な
国
家
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
、
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
『
法
の
精
神
』
に
お
い
て
、
「
共
和
政
」
に
つ
い
て
数
多
く
の
制
約
を
課
さ
れ
た
融
通
の
き
か
な
い
、

同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
実
現
困
難
な
過
去
の
理
想
で
あ
る
と
の
印
象
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
情
報
ば
か
り
を
提
供
し
つ
つ
、
こ
の
政
体
に

お
け
る
「
徳
」
の
維
持
を
「
極
め
て
骨
の
折
れ
る
こ
と
」

(
4
-
5
)

で
あ
る
と
告
白
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
く
限
り
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
、
古
典
古
代
の
「
共
和
政
」
と
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
「
君
主

政
」
と
を
並
置
さ
せ
て
論
じ
た
の
は
、
「
共
和
政
」
モ
デ
ル
を
フ
ラ
ン
ス
に
直
接
導
入
す
る
途
を
排
除
す
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
い
う
想

定
が
成
り
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
共
和
政
」
の
「
徳
」
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
様
々
な
「
戒
律
」
は
、
彼
が
少
な
く
と
も
肯
定
的

に
認
め
た
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
規
模
や
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
商
業
活
動
と
、
そ
の
成
果
に
影
響
を
受
け
た
習
俗
や
生
活
様
式
と
は
、
相
容
れ

な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
初
期
・
中
期
著
作
に
お
い
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
古
典
古
代
か
ら
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
通
用
で

(―ニ―)



以
上
の
本
稿
の
想
定
が
正
し
い
と
し
て
、
で
は
、
何
故
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
古
典
古
代
に
準
拠
し
た
モ
デ
ル
を
直
接
フ
ラ
ン
ス
に
導

入
せ
ず
、
か
つ
「
共
和
政
」
を
当
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
適
用
困
難
な
も
の
と
定
式
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
想
定
の
見

解
の
妥
当
性
を
さ
ら
に
高
め
る
幾
つ
か
の
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
共
和
政
」
モ
デ
ル
の
同
時
代
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
適
用
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
試
み
の
背
景
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
中

期
に
お
け
る
新
た
な
視
座
|
—
国
家
規
模
の
認
識
、
商
業
活
動
の
肯
定
的
評
価
、
法
に
よ
る
統
治
、
権
力
の
相
互
抑
制
に
よ
る
秩
序
の

〈
機
構
〉
論
的
認
識
ー
の
獲
得
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
加
え
て
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
、
古
典
古
代
の
政
治

的
経
験
に
準
拠
し
て
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
を
論
ず
る
こ
と
に
、
彼
が
い
く
つ
か
の
不
都
合
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
も
っ
ぱ
ら
古
典
古
代
の
市
民
に
お
け
る
道
徳
的
基
盤
に
注
目
す
る
初
期
の
知
的
関
心
か
ら
離
れ
て
、
こ
の
歴
史
的
世
界

を
総
体
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
は
同
時
代
と
の
異
質
性
を
強
く
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
で
無
視
し
え
な
い
の
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
乱
の
経
験
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
前
世
紀
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
自
分
た
ち
の
間
に
民
主
政
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
甲
斐
の
な
い
努
力
を
し
た
が
、
こ
れ
は
か
な
り
見
事
な

光
景
で
あ
っ
た
。
事
件
に
関
与
し
た
連
中
は
、
ま
っ
た
＜
徳
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
彼
ら
の
野
心
は
一
番
思
い
切
っ
て
事
を
行
っ
た
人
[
ク
ロ
ム

ウ
ェ
と
の
成
功
に
刺
激
さ
れ
て
い
た
し
、
あ
る
党
派
の
精
神
は
、
他
の
党
派
の
精
神
に
よ
っ
て
し
か
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
有
り
様
だ
っ
た
の

ろ
う
。

き
る
教
訓
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
『
法
の
精
神
』
を
読
む
な
ら
ば
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
、
こ
の
著
作
に

(23) 

お
い
て
、
両
政
体
の
非
両
立
性
を
強
調
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
い
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
彼
の
「
共

和
政
」
の
定
義
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
体
分
類
を
単
純
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
見
解
の
確
か
さ
を
補
強
す
る
も
の
と
な

関

法
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『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

で
、
政
体
は
絶
え
ず
変
化
し
て
い
た
。
民
衆
は
驚
い
て
民
主
政
を
探
し
求
め
た
が
、
ど
こ
に
も
そ
れ
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
結
局
、
多
く
の
変
動
や

衝
突
や
動
揺
の
後
、
か
つ
て
排
斥
し
た
当
の
政
体
に
落
ち
着
く
他
は
な
か
っ
た
。
」

(
3
,
3

括
弧
内
原
註
に
記
載
）

彼
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
内
乱
に
と
も
な
う
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
処
刑
に
よ
っ
て
「
共
和
政
」
へ
と
体
制
を
変
化
さ
せ
た
も
の

の
、
安
定
せ
ず
、
絶
え
ず
政
体
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
君
主
政
」

ら
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
当
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
民
が
「
共
和
政
」
を
樹
立
で
き
る
程
の
「
徳
」
を
備
え
て
い
な
い
と
考
え
、
君

主
の
不
在
と
い
う
意
味
で
の
「
自
由
」
は
、
党
派
争
い
の
原
因
と
も
な
り
、
そ
の
結
果
、
秩
序
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
、
各
人
の
安
全
と
し

て
の
「
自
由
」
を
脅
か
す
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
認
識
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
彼
は
第
三
編
第
五
章
に
お
い
て
、
「
君
主
政
」
に
お

い
て
は
、
民
衆
が
有
徳
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
語
っ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
枢
機
卿
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
は
、
そ
の
『
政
治
的
遺
言
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
暗
示
し
て
い
る
。
仮
に
民
衆
の
中
に
誰
か
誠
実
だ
が
不
幸
な
人
間
が
い
る

場
合
、
君
主
は
彼
を
用
い
な
い
よ
う
心
す
べ
き
で
あ
る
と
。
徳
が
こ
の
政
体
[
君
主
政
]
の
バ
不
で
な
ぃ
こ
と
は
、
こ
れ
ほ
ど
真
実
な
の
で
あ
る
o

確

(24) 

か
に
、
徳
が
こ
の
政
体
か
ら
全
く
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
徳
は
そ
の
バ
ネ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
括
弧
内
引
用
者
）

こ
の
よ
う
な
認
識
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
、
彼
が
若
い
頃
目
撃
し
た
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
の
「
シ
ス
テ
ム
」
崩
壊
に
よ
る
、

フ
ラ
ン
ス
国
内

の
身
分
秩
序
の
動
揺
も
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
有
力
な
貴
族
が
没
落
し
、
成
り
金
が
跳
梁
跛
麗
す
る
当
時
の
有
り
様
を

(25) 

彼
が
否
定
的
に
見
て
い
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

国
民
に
有
徳
さ
を
期
待
し
え
な
い
当
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
「
自
由
な
国
家
」
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、
君
主

を
必
要
と
す
る
。
君
主
の
存
在
は
、
有
徳
で
な
い
国
民
の
党
派
争
い
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
「
自
由
」
を
維
持
す
る
意
義
を
持
つ
の
で
あ

(26) 

る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
も
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
君
主
が
い
な
け
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
今
よ
り
自
由
で
な
い
」
。
こ
の

~ 
(―ニ――-）

へ
と
回
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か



主
政
」
の
原
理
で
は
な
い

(
3
,
 5
)

と
強
調
す
る
こ
と
が
、
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
五
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よ
う
に
彼
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
旅
行
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
の
検
討
を
通
じ
て
、
当
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
君
主
の
必
要
性
を
認
識
す

ま
た
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
見
る
と
こ
ろ
、
内
乱
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
古
典
古
代
の
政
治
的
経
験
に
依
拠
し
た
結
果
、
下
層
民
の

政
治
的
関
与
に
あ
ま
り
に
も
寛
大
す
ぎ
た
。
彼
は
、
『
法
の
精
神
』
第
一
一
編
に
お
い
て
、
民
衆
の
活
動
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
、
「
共
和

政
」
を
、
自
由
の
観
点
か
ら
否
定
的
に
さ
え
扱
っ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
共
和
政
」
の
下
で
は
、
民
衆
が
望
む
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
行

一
般
に
は
、
こ
の
政
体
は
自
由
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
解
は
、
「
民
衆
の
権
力
」
と

「
民
衆
の
自
由
」
と
の
混
同
に
陥
っ
て
い
る
と
、
彼
は
言
う

(11-2)
。
望
む
こ
と
を
行
う
と
い
う
「
民
衆
の
権
力
」
も
ま
た
、
抑
制
の

対
象
と
な
ら
な
い
限
り
、
自
由
へ
の
脅
威
と
な
り
う
る
。
権
力
を
有
す
る
者
は
誰
で
あ
れ
、
そ
れ
を
濫
用
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

彼
の
確
信
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る

(11-4)
。
事
実
、
彼
は
、
「
民
衆
の
権
力
」
と
「
民
衆
の
自
由
」
と
を
次
の
よ
う
に
区
別
し
、
民
衆
の
権

「
民
主
政
に
お
い
て
は
、
確
か
に
民
衆
が
望
む
こ
と
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
政
治
的
自
由
と
は
、
人
が
望
む
こ
と
を
行
う
こ
と
で

は
な
い
。
国
家
、
す
な
わ
ち
法
が
存
在
す
る
社
会
に
お
い
て
は
、
自
由
と
は
、
人
が
望
む
ぺ
き
こ
と
を
な
し
う
る
こ
と
、
そ
し
て
、
望
む
ぺ
き
で
な
い

(27) 

こ
と
を
な
す
ぺ
く
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
の
み
に
存
し
う
る
。
」

(11
,
 
3
)
 

こ
の
よ
う
に
、
古
典
古
代
の
「
共
和
政
」
に
は
、
民
衆
の
政
治
的
関
与
と
い
う
、
彼
か
ら
見
た
不
都
合
（
こ
の
評
価
は
初
期
の
著
作
か
ら

一
貫
し
て
い
る
）
が
、
抜
き
難
く
存
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

し
て
排
除
す
る
た
め
に
も
、
彼
は
、
古
代
を
当
代
と
は
異
質
な
世
界
と
し
て
峻
別
し
、
「
徳
」
は
「
共
和
政
」
の
原
理
で
あ
っ
て
も
「
君

力
に
対
し
法
に
よ
る
抑
制
の
必
要
性
を
訴
え
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
て
い
た
の
で
、

る
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

関
法

（
―
二
四
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
下
層
民
の
政
治
参
加
を
望
ま
し
く
な
い
も
の
と

―
二
四



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

る
こ
と
と
し
た
い
。

た
方
向
か
ら
の
転
進
を
試
み
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、

「
共
和
政
」
の
実
現
可
能
性
？

二
＿
五

加
え
て
、
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
に
お
い
て
す
で
に
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
古
典
古
代
に
お
け
る
自
由
喪
失
や
国
家
崩
壊
の
過
程

に
か
ん
す
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
論
述
に
は
、
財
産
の
不
平
等
、
奢
修
、
商
業
活
動
な
ど
に
よ
る
習
俗
の
変
容
ー
「
徳
」
の
喪
失
I

(28) 

が
、
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
仮
に
古
典
古
代
を
参
照
す
る
姿
勢
を
彼
が
と
り
続
け
て
い
た
な
ら
ば
、
国
家
の
腐
敗
．
堕
落
の
回
避
策
と
し

て
、
財
産
の
不
平
等
、
奢
修
、
商
業
活
動
の
無
い
、
下
層
民
の
広
範
な
政
治
的
関
与
が
推
奨
さ
れ
る
「
共
和
政
」
的
な
形
態
へ
の
回
帰
の

(29) 

傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
理
論
上
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
実
際
に
は
、
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
こ
う
し

フ
ラ
ン
ス
の
「
君
主
政
」
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
固
有
の
起
源
や
構

造
や
人
格
の
あ
り
方
を
持
つ
も
の
と
し
た
方
が
、
古
典
古
代
に
準
拠
す
る
こ
と
よ
り
も
、
は
る
か
に
好
都
合
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
章
に
お
け
る
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
『
法
の
精
神
』
に
お
い
て
、
「
共
和
政
」
を
、
彼
の
同
時
代
の
フ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
実
現
困
難
な
も
の
と
し
て
論
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
共
和
政
」
論
が
、
同
時
代
に
お
け
る
実
現
可
能
性
を
否
定
す

る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
著
書
に
お
け
る
「
共
和
政
」
論
の
位
置
づ
け
を
過
度
に
単

純
化
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
著
作
の
中
に
は
、
当
代
に
お
け
る
「
共
和
政
」
の
実
現
可
能
性
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
知

的
態
度
も
、
依
然
と
し
て
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
最
後
に
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
彼
が
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に

相
当
す
る
「
君
王
政
」
の
議
論
の
み
な
ら
ず
、
「
共
和
政
」
に
つ
い
て
も
詳
細
な
検
討
を
行
っ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え

「
共
和
政
」
の
当
代
に
お
け
る
実
現
可
能
性
を
検
討
す
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
試
み
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
観
点
か
ら
整
理
す
る
こ

第
四
節
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一
定
の
自
然
的
条
件
さ
え
も
前
提
と
な
る
。
こ
の
種
の
「
共
和
政
」
は
、
「
痩
せ
た
土

地
」
で
「
恵
み
を
与
え
な
い
自
然
」
の
中
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
過
酷
な
条
件
の
中
で
政
体
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
「
倹
約
に
基
づ
く

商
業

(
c
o
m
m
e
r
c
e
d
'
e
c
o
n
o
m
i
e
)
」
に
よ
っ
て
「
全
世
界
か
ら
生
活
の
資
を
引
き
寄
せ
る
」
場
合
に
限
っ
て
可
能
と
な
る

(
2
0
ふ
）
。
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
倹
約
に
基
づ
く
商
業
」
は
、
後
述
す
る
「
君
主
政
」
の
「
奢
修
に
基
づ
く
商
業
」
と
は
対
照
的
に
、
「
わ
ず

さ
ら
に
、
「
商
業
的
共
和
政
」
の
成
立
に
は
、

の
財
産
の
中
庸
さ
が
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

愛
」
が
与
え
ら
れ
、
「
共
和
政
」
の
維
持
が
期
待
で
き
る

第
五

0
巻
第
一
号

と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
彼
は
、
「
徳
」
を
喪
失
さ
せ
習
俗
を
堕
落
さ
せ
る
危
険
性
を
持
つ
商
業
活
動
を
、
「
共
和
政
」
と
両
立
さ
せ
る
条

件
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
祖
国
愛
へ
の
志
向
か
ら
逸
脱
し
私
的
利
益
へ
と
向
か
う
恐
れ
が
、
「
法
の
巧
妙
さ
」

に
よ
っ
て
う
ま
く
抑
制
さ
れ
る
場
合
に
は
、
「
共
和
政
」
が
例
外
的
に
商
業
と
並
存
す
る
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
「
商
業
的
共
和
政

(republiques c
o
m
m
e
r
~
a
n
t
e
s
)

」
と
主
がH呪
し
て
い
る

(
5
-
6
)

。
本
章
で
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
「
共
和
政
」
が
、
ス
パ
ル
タ
や

ロ
ー
マ
を
主
た
る
例
と
し
た
「
軍
事
的

(militaires)
」
な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
商
業
的
共
和
政
」
の
例
と
し
て
は
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
で
は
ア
テ
ネ
、
そ
の
他
で
は
テ
ュ
ロ
ヌ
、
カ
ル
タ
ゴ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(20(14)
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
商
業
の
精
神

(!'esprit
d
e
 [du] 
c
o
m
m
e
r
c
e
)

」（
5
-
6
,
2
0
-
2
)

に
よ
っ
て
「
質
素
、
倹
約
、
節
度
、
労
働
、

賢
明
、
平
穏
、
秩
序
、
お
よ
び
規
則
の
精
神
」
が
導
か
れ
る
場
合
に
は
、
個
人
が
巨
富
を
持
ち
な
が
ら
習
俗
が
腐
敗
せ
ず
「
労
働
へ
の

(
5
-
6
)

。
こ
の
「
商
業
的
共
和
政
」
に
お
い
て
「
商
業
の
精
神
」
を
維
持
す
る

の
に
必
要
と
さ
れ
る
制
度
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
主
た
る
市
民
が
自
ら
商
業
を
営
み
、
そ
れ
に
伴
い
資
産
が
拡

大
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
分
割
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
貧
し
い
市
民
を
他
の
市
民
と
同
じ
く
容
易
に
働
け
る
よ
う
に
す
る
必

要
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
富
め
る
市
民
に
つ
い
て
も
、
財
産
の
維
持
あ
る
い
は
獲
得
の
た
め
に
、
自
分
で
働
く
こ
と
が
必
要
な
程
度
に
、
そ

(
5
,
 6
)
 0
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『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

―
二
七

か
し
か
儲
け
な
い
」
あ
る
い
は
「
い
か
な
る
他
の
国
民
よ
り
も
少
な
い
儲
け
で
い
な
が
ら
、
も
っ
ぱ
ら
絶
え
ず
儲
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

(
2
0
 ,
 4)

。
そ
し
て
、
こ
の
形
態
の
商
業
に
は
、
公
正
・
静
穏
・
節
度
・
質
素

(
2
0
 ,
 5)

。
以
上
の
諸
条
件
に
合
致
す
る
限
り
、
そ
し
て
、
「
商
業
の
精
神
」
が
「
共
和
政
」
の
政
治
的

(31) 

「
徳
」
を
代
替
す
る
限
り
に
お
い
て
、
富
の
若
干
の
不
平
等
は
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
共
和
政
」
の
当
代
に
お
け
る
第
二
の
実
現
可
能
性
は
、
政
体
の
規
模
に
か
ん
す
る
工
夫
と
い
う
点
で
も
探
究
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
は
、
中
規
模
国
家
の
ひ
し
め
く
国
際
秩
序
と
い
う
、
中
期
に
確
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
観
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
国
際
秩
序
の
中

で
小
規
模
の
「
共
和
政
」
が
、

編
で
、
「
共
和
政
」
の
適
正
規
模
が
小
国
で
あ
る
と
い
う
前
提
自
体
は
維
持
し
な
が
ら
も
、
「
君
主
政
」
と
拮
抗
で
き
る
だ
け
の
単
位
を
構

成
す
る
（
拡
大
で
は
な
い
）
「
連
合
共
和
国

(la
r
e
p
u
b
l
i
q
u
e
 federative)
」
を
そ
の
処
方
箋
と
す
る
の
で
あ
る

(
9
,
1
,
 
2
,
 3
)

。

こ
の
よ
う
に
、

し
か
る
べ
き
主
体
た
り
え
る
た
め
の
処
方
箋
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
『
法
の
精
神
』
第
九

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
当
代
に
お
け
る
小
規
模
の
「
共
和
政
」
の
存
立
可
能
性
を
、
周
辺
的
と
は
い
え
、
完
全
に
は
断

念
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
依
然
と
し
て
―
つ
の
疑
問
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
実
現
の
困
難

さ
を
認
識
し
な
が
ら
、
同
時
代
に
お
け
る
「
共
和
政
」
の
存
在
に
関
心
を
寄
せ
、
ま
た
、
古
典
古
代
の
「
共
和
政
」
に
つ
い
て
の
詳
細
な

検
討
を
行
う
と
い
う
姿
勢
は
、
い
っ
た
い
何
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
「
君
主
政
」
に
考
察
の

対
象
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
実
現
可
能
性
が
さ
ほ
ど
一
般
的
に
は
期
待
で
き
な
い
「
共
和
政
」
の
検
討
に
、
な
ぜ
彼
は
固
執
し
た
の
か

こ
の
問
い
に
対
し
て
正
面
か
ら
答
え
る
こ
と
は
、
本
章
の
射
程
を
超
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
想
形
成
過
程
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
「
共
和
政
」
と
し
て
『
法
の
精
神
』
に
お
い
て

な
ど
の
徳
目
が
必
要
と
さ
れ
る

れ
を
埋
め
合
わ
せ
る
と
い
う
形
態
」
を
と
る
も
の
で
あ
る

(
―
二
七
）



概
念
化
さ
れ
る
古
典
古
代
の
重
要
性
は
、
彼
が
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
を
加
え
た
幾
多
の
対
象
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
大
き
な
も
の
で

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
共
和
政
」
の
当
代
に
お
け
る
実
現
可
能
性
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
に
、
古
典
古
代
モ
デ
ル

は
、
『
法
の
精
神
』
執
筆
の
過
程
に
お
い
て
も
な
お
、

古
典
古
代
と
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
と
が
異
質
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
も
、
彼
は
古
典
古
代
に
固
執
し
続
け
た
。
そ
し
て
、
初
期
以
来
彼
を

捉
え
て
止
ま
な
か
っ
た
古
典
古
代
へ
の
執
着
は
、
実
は
そ
れ
と
は
概
念
的
に
切
り
離
さ
れ
た
は
ず
の
「
君
主
政
」
概
念
の
中
に
も
、
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
彼
の
「
君
主
政
」
論
の
探
究
へ
と
進
む
こ
と
に
し
よ
う
。

(
1
)

「
共
和
政
」
の
実
際
の
論
述
に
お
い
て
、
法
に
基
づ
く
統
治
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
が
、
政
体
の
定
義
に
お
い
て
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
無
視
す
ぺ
き
で
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
「
貴
族
政
」
と
「
民
主
政
」
（
あ
る
い
は
「
民
衆
政
体
」
）
に
か
ん
し
て
は
、
「
貴
族
政
が
民
主
政
に
近
づ
け
ぱ
近
づ
く
ほ
ど
、
そ
れ
は
完
全
に

な
る
で
あ
ろ
う
」

(
2
,
3
)

と
い
う
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
彼
自
身
、
両
者
の
区
別
を
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
用
語
の
混
乱
を
避
け
る
意
味
で
、
本
文
中
の
表
現
と
し
て
は
「
共
和
政
」
で
統
一
し
、
引
用
に
お
い
て
は
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
の
用
法
に
従
う
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
、
「
民
主
政
」
と
「
貴
族
政
」
の
差
異
、
と
り
わ
け
「
貴
族
政
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
見
解
と
し
て
は
、
次
の
も
の
を
参
照
。

D
a
v
i
d
 
W. Carrithers, 
'^
N
o
t
 s
o
 V
i
r
t
u
o
u
s
 R
e
p
u
b
l
i
c
s
:
 
M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u
,
 Venice, a
n
d
 the T
h
e
o
r
y
 of Aristocratic Republicanism", 

in J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 the H
i
s
t。心
o
fIdeas• 

1
9
9
1
,
 
vol. 5
2
,
 
N
o
.
 2
,
 
pp. 2
4
5
 ,
 26
8
.
 

た
1

に
し
こ
の
臨
g
Xは
、
「
書
年
族
政
」
の
議
論
の
独
自
性
を
、
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
以
後
の
思
想
史
的
影
響
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
よ
う
に
、
『
法
の
精
神
』
そ
れ
自
体
の
中
に
お
け
る

「
貴
族
政
」
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
貴
族
政
」
の
独
自
性
を
主
張
す
る
見
解
の
重
要
性
は
、
や
は
り
相
対
的
に
低

い
と
言
わ
ざ
る
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
体
分
類
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
も
参
照
。

K
e
o
h
a
n
e
,

＾^
 

V
i
r
 ,
 

t
u
o
u
s
 R
e
p
u
b
l
i
c
s
 a
n
d
 G
l
o
r
i
o
u
s
 M
o
n
a
r
c
h
i
e
s
"
.
 

(
3
)
 
Aristotle, 
T
h
e
 Politice, 
(
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 texts 
in 
t
h
e
 H
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s
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y
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T
h
o
u
g
h
t
,
 S
t
e
p
h
e
n
 E
v
e
r
s
o
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a
m
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g
e
 :
 C
a
m
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bridge University Press, 1
9
8
8
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一
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モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
と
っ
て
魅
力
的
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

―
二
九

(
4
)

た
と
え
ば
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
第
八
編
第
六
章
で
、
「
民
主
政
」
に
お
い
て
人
民
が
元
老
院
、
役
職
者
、
裁
判
官
か
ら
職
務
を
剥
奪
す
れ

ば
、
「
民
王
政
」
は
「
万
人
に
よ
る
専
制

(
d
e
s
p
o
t
i
s
m
e
d
e
 t
o
u
s
)
」
に
移
行
す
る
と
論
ず
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
専
制
」
概
念
は
、
本
稿
で

示
し
た
第
二
編
第
一
章
の
そ
れ
と
は
い
さ
さ
か
異
な
り
、
「
主
権
的
権
力
」
を
持
つ
主
体
の
数
（
一
人
か
複
数
か
）
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
、
「
君
主

政
」
の
堕
落
形
態
は
「
一
人
に
よ
る
専
制

(
d
e
s
p
o
t
i
s
m
d
'
u
n
 seul)
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
用
法
は
『
法
の
精
神
』

の
中
で
は
極
め
て
特
異
で
あ
る
。

(
5
)

以
下
の
論
述
で
「
共
和
政
」
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、
ス
パ
ル
タ
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
。
無
論
、
同
じ
「
共
和
政
」
で
あ
る
ア
テ
ナ
イ

に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
特
徴
は
見
ら
れ
ず
、
「
快
活
さ
」
や
「
活
発
さ
」

(
1
9
,
 7
)

が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
後
述
す
る
商
業
の
影

響
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
こ
の
政
体
の
原
理
「
徳
」
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
素
材
を
ス
パ
ル
タ
か
ら

得
て
お
り
、
ア
テ
ナ
イ
は
「
徳
」
を
喪
失
し
た
末
期
の
状
況
の
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

(
3
,
3
)

。
ス
パ
ル
タ
と
ア
テ
ネ
は
そ
れ
ぞ

れ
「
軍
事
的
共
和
政
」
と
「
商
業
的
共
和
政
」
と
に
分
類
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
「
共
和
政
」
に
か
ん
す
る
叙
述
の
比
重
は
（
商
業
論
を
除
け

ば
）
圧
倒
的
に
前
者
に
傾
い
て
い
る
。
な
お
、
「
商
業
的
共
和
政
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

(
6
)

こ
こ
で
、
「
共
和
政
」
の
構
成
員
た
る
「
民
衆

(
p
e
u
p
l
e
)
」
と
「
市
民

(
c
i
t
o
y
e
n
)
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
モ
ン

テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
の
原
理
た
る
「
徳
」
を
「
平
等
へ
の
愛
」
と
も
表
現
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
市
民
」
と
し
て
の
平
等
で
あ
っ
て
、

実
際
の
役
職
の
配
分
に
お
け
る
平
等
ま
で
も
含
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
こ
れ
を
「
極
端
な
平
等
の
精
神
」

(
8
,
3
)

と
し
て
退

け
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
年
令
、
徳
、
謹
厳
、
仕
事
が
就
任
資
格
と
な
る
元
老
院
が
設
立
さ
れ
る
な
ら
ば
、
元
老
院
議
員
は
人
民
の
面
前
に
神
々
の
模
像
と
し
て
姿
を

現
わ
し
て
情
操
を
養
い
、
そ
れ
は
全
て
の
家
族
の
中
に
ま
で
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

(
5
,
8
)
 

ま
た
、
「
徳
」
の
条
件
を
め
ぐ
る
彼
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
「
市
民
」
は
「
徳
の
証
明
」
で
あ
る
役
職
を
「
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

(
5
-
1
9
)

の
に
対
し
、
「
民
衆
」
に
つ
い
て
は
、
役
職
者
の
職
務
を
行
な
お
う
と
し
な
い
こ
と

(
8
,
2
)

、
役
職
に
「
貴
族

(patriciens)
」
を
選
出
す
る
こ

と

(
8
,
1
2
)

、
が
有
徳
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
初
期
・
中
期
著
作
に
も
見
ら
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
民
衆
と
貴
族
と
の
区
別
が
窺
え
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
中
村
義
和
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
民
主
政
論
」
『
広
島
法
学
』
第
一
六
巻
第
三
号
、
一
―

I
五
一
頁
、
一
九
九
三
年
も
参

照
さ
れ
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
共
和
政
」
論
で
は
「
市
民
」
が
こ
の
政
体
の
主
た
る
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
市
民
」
と

（
―
二
九
）
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「
民
衆
」
と
が
ど
う
区
別
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
描
写
の
箇
所
、
依
拠
す
る
歴
史
的
実
態
に
応
じ
て
様
々
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

厄
介
な
こ
と
に
、
〈
p
e
u
p
l
e
〉
概
念
は
「
市
民
」
と
区
別
さ
れ
る
あ
る
種
の
階
級
概
念
と
し
て
解
釈
し
う
る
場
合
と
、
「
共
和
政
」
の
構
成
員
全
体

を
指
す
呼
称
と
し
て
解
釈
し
う
る
場
合
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
重
性
を
確
定
す
る
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
本
文
中

の
用
語
の
混
乱
を
避
け
る
意
味
で
、
原
則
と
し
て
「
共
和
政
」
の
担
い
手
と
し
て
は
、
両
者
を
厳
密
に
区
別
せ
ず
、
「
市
民
」
あ
る
い
は
単
に

「
構
成
員
」
と
表
記
し
た
。

(7)

「
共
和
政
の
精
神
」
と
し
て
「
平
和
」
と
並
ん
で
「
節
度
・
穏
和
さ

(
m
o
d
e
r
a
t
i
o
n
)
」
が
提
唱
さ
れ
る

(
9
,
2
)

背
景
と
し
て
、
こ
う
し
た
点

も
看
過
で
き
な
い
。

(8)

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
音
楽
は
「
人
間
を
堅
強
に
す
る
肉
体
の
鍛
錬
と
、
人
間
を
世
間
知
ら
ず
に
す
る
思
弁
的
学
問
と
の
中
間
物
で
あ

る
」
。
音
楽
は
「
徳
」
を
鼓
吹
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
制
度
の
残
忍
さ
の
効
果
を
抑
制
す
る
」

(
4
,
8
)

と
さ
れ
た
。

(9)

「
共
和
政
の
精
神
」
の
―
つ
に
「
平
和
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(
9
,
2
)

の
も
、
こ
の
事
情
に
よ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
に
お
け
る
征
服
に
対
し
、
政
体
規
模
の
拡
大
に
由
来
す
る
不
都
合
の
他
に
、
こ
の
政
体
の
「
徳
」
の
維
持
に
と
っ
て

必
要
な
条
件
た
る
平
等
の
観
点
か
ら
も
、
次
の
よ
う
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。

「
民
主
的
共
和
政
が
民
主
政
の
圏
内
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
諸
都
市
を
征
服
す
る
こ
と
も
、
事
物
の
本
性
に
反
す
る
。
ロ
ー
マ
人
が
そ
の

初
期
に
確
立
し
た
よ
う
に
、
被
征
服
民
は
、
最
高
権
力
に
基
づ
く
諸
特
権
を
享
受
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
征
服
は
、
民
主
政
の
た
め
に
定

め
ら
れ
る
市
民
の
数
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
「
あ
る
民
主
政
が
あ
る
民
を
征
服
し
、
彼
ら
を
従
属
民
と
し
て
支
配
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
民

主
政
は
自
分
自
身
の
自
由
を
、
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
は
征
服
し
た
国
家
に
派
遣
す
る
役
人
に
、
過
大
な

権
限
を
託
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」

(10,
 
6
)

「
諸
民
主
政
に
よ
る
征
服
に
は
、
な
お
―
つ
の
不
都
合
が
あ
る
。
そ
の
支
配
は
常
に
従
属

国
に
と
っ
て
憎
む
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
支
配
が
、
建
て
前
は
君
主
政
的
だ
が
、
真
実
は
君
主
政
の
支
配
よ
り
も
苛
酷
な
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ

る
時
代
の
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
経
験
が
証
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
」

(10
,
 
7
)
 

古
代
の
英
雄
的
偉
業
に
対
す
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
驚
嘆
の
念
は
、
こ
の
他
に
も
、
す
で
に
次
の
よ
う
な
記
述
の
中
に
も
、
認
め
ら
れ
て
い
た
。

「
ロ
ー
マ
の
繁
栄
の
原
因
の
―
つ
は
、
そ
の
王
達
が
全
て
偉
大
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
政
治
家

や
名
将
達
が
相
次
い
で
現
れ
た
こ
と
は
他
に
例
を
見
な
い
。
」
（
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
第
一
章
）

「
ロ
ー
マ
帝
国
は
世
界
の
一
奇
跡
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
極
め
て
多
く
の
状
況
が
協
力
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
同
様
の
こ
と



「
法
の
精
神
」
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

は
、
お
そ
ら
く
二
度
と
は
決
し
て
起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

(LeS
p
i
c
i
念
R
4
2
2
)
 

「
我
々
の
動
機
の
狭
量
さ
、
我
々
の
方
法
の
下
劣
さ
、
我
々
が
浅
ま
し
い
褒
賞
を
求
め
る
際
の
貪
欲
さ
、
栄
光
へ
の
愛
と
は
あ
ま
り
に
か
け
離

れ
た
野
心
に
つ
い
て
思
う
と
、
光
景
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
る
し
、
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
偉
大
な
国
民
[
ギ
リ
シ
ア
と
口

I
こ
が
も
は
や
存
在

し
な
く
な
っ
て
以
来
、
人
間
は
肘
の
長
さ
分
だ
け
縮
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」

M
e
s
P
e
n
s
e
e
s
 2
2
1
 (
5
9
8
)
 

(
括
弧
内
引
用
者
）

(
1
1
)
拙
稿
「
中
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
『
君
主
政
』
概
念
の
形
成
」

(
1
2
)
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
習
俗

(
m
8
日
s)

と
生
活
様
式

(
m
a
n
i
e
r
e
s
)

と
は
、
法
が
制
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
制
定

す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
制
定
し
よ
う
と
も
欲
し
な
か
っ
た
慣
行

(
u
s
a
g
e
s
)
」
で
あ
り
、
「
法
と
習
俗
と
の
間
に
は
、
法
が
よ
り
い
っ
そ
う
市
民
の

行
動
を
規
制
す
る
の
に
対
し
、
習
俗
は
よ
り
い
っ
そ
う
人
間
の
行
動
を
規
制
す
る
と
い
う
区
別
が
あ
る
。
習
俗
と
生
活
様
式
と
の
間
に
は
、
前
者

が
よ
り
い
っ
そ
う
内
面
的
な
振
る
舞
い
に
関
わ
り
、
後
者
が
よ
り
い
っ
そ
う
外
面
的
な
振
る
舞
い
に
関
わ
る
と
い
う
区
別
が
あ
る
」

(
1
9
-
1
6
)

。

両
者
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
た
と
、
彼
は
主
張
す
る
が
、
こ
こ
で
の
混
同
が
必
ず
し
も
否
定
的
文
脈
で
の
み
語
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
も

指
摘
し
て
お
こ
う
。
彼
自
身
、
習
俗
と
生
活
様
式
と
を
並
列
的
に
用
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
本
稿
の
立
論
に
お
い
て
も
、
両
者
の
区
別
を

厳
格
に
解
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

(13)

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
別
の
箇
所
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
の
特
徴
に
つ
い
て
、
「
浮
気
心
、
無
分
別
、
好
き
嫌
い
、
大
小
の
情
念
」
と
か
「
活
発

さ
、
自
由
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
る

(
1
6
-
9
)

。

(
1
4
)
こ
う
し
た
習
俗
の
あ
り
方
は
、
「
共
和
政
」
の
議
論
に
お
い
て
周
辺
的
に
展
開
さ
れ
た
「
商
業
的
共
和
政
」
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
商
業
的
共
和
政
」
に
属
す
る
「
ア
テ
ナ
イ
人
は
、
我
々
と
い
く
ら
か
似
た
点
を
も
つ
民
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
事
を
行
な
う

に
際
し
て
快
活

(gaiete)

で
あ
っ
た
」

(
1
9
,
 7
)

と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
こ
こ
で
の
商
業
は
、
後
に
第
四
節
で
確
認

す
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
普
及
し
て
い
る
「
奢
修
に
基
づ
く
商
業
」
と
は
著
し
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

(
1
5
)
他
に
も
、
「
共
和
政
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ス
パ
ル
タ
市
民
の
特
徴
の
一
っ
「
重
厚

(
g
r
a
v
e
)
」
は
、
「
重
々
し
さ

(gravite)
」
と
い
う
形
で
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
批
判
す
る
「
怠
惰
な
国
民
」
の
属
性
の
一
っ
と
し
て
、
「
傲
慢
」
「
怠
惰
」
「
高
慢
」
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(
1
9
-
9
)

。

彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
怠
惰
な
国
民
」
に
見
ら
れ
る
傲
慢
さ
も
、
他
の
資
質
と
結
び
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
異
な
る
効
果
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
あ
る
対
象
に
特
定
の
属
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は
、
そ
の
対
象
を
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
否
定
的
に
捉
え
て
い
た
と
単
純

に
は
判
断
で
き
な
い
。

三

~ 
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(16)

「
国
民
の
精
神
が
政
体
の
諸
原
理
に
反
し
て
い
な
い
時
、
そ
れ
に
従
う
ぺ
き
な
の
は
立
法
者
の
ほ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
は
、
自
由
に
、

し
か
も
我
々
の
生
来
の
天
分
に
従
っ
て
作
り
あ
げ
た
も
の
以
上
に
良
い
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」

(
1
9
,
 5
)

。

習
谷
唯
寺
の
姿
勢
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
以
下
の
よ
う
な
刑
罰
論
に
お
い
て
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
国
家
[
君
主
政
．
共
和
政
]
で
は
ヽ
良
き
立
法
者
は
罪
を
罰
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
予
防
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
る
で
あ
ろ
う
o

身

体
刑
を
科
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
習
俗
を
確
立
す
る
こ
と
に
努
め
る
で
あ
ろ
う
。
」
「
中
国
の
著
作
者
た
ち
が
常
に
指
摘
す
る
の
は
、
彼
ら
の
帝
国
に

お
い
て
身
体
刑
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
い
っ
そ
う
革
命
が
近
づ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
習
俗
が
失
わ
れ
る
に
つ
れ
て
、
身
体
刑
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

(
6
,
9

括
弧
内
引
用
者
）

(17)

こ
の
点
で
、
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
君
主
政
」
と
の
比
較
検
討
と
通
じ
て
、
コ
ハ
ー
ン
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
こ
と
は
、

注
目
さ
れ
る
。

「
な
る
ほ
ど
有
徳
の
共
和
政
へ
の
称
賛
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
ル
ソ
ー
と
同
様
に
、
そ
の
コ
ス
ト
を
自
覚
し
て
い
た
。
そ
れ

に
加
え
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
君
主
政
に
重
要
な
利
点
を
見
て
い
た
し
、
別
の
理
由
か
ら
そ
れ
を
称
賛
す
ぺ
き
も
の
と
し
て
い
た
。
…
…
共

和
政
モ
デ
ル
の
コ
ス
ト
は
、
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
そ
の
他
の
良
い
点
か
ら
と
同
時
に
、
こ
の
モ
デ
ル
を
作
動
さ
せ
る
の
に
必
要
な
多
大
な
活

力
と
意
識
の
集
中
の
点
か
ら
も
、
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
モ
デ
ル
を
厳
格
に
適
用
す
れ
ば
、
商
業
は
制
限
さ
れ
、
宗
教
は
保
護

さ
れ
、
外
国
人
は
排
除
さ
れ
、
技
芸
は
粛
清
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
古
代
の
道
徳
の
純
粋
さ
を
堕
落
か
ら
守
る
た
め
に
、
思
想
の
検
閲
が
設
け

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
共
和
政
の
徳
の
誠
実
さ
は
、
他
の
情
念
や
情
熱
を
犠
牲
に
し
て
の
み
獲
得
さ
れ
う
る
の
で
、
共
和
政
へ
の
市
民
の
愛
は
、

修
道
士
の
戒
律
へ
の
愛
に
匹
敵
す
る
も
の
に
な
る
。
」

K
e
o
h
a
n
e
,
'
＾
 

V
i
r
t
u
o
u
s
 Republics a
n
d
 Glorious Monarchies", p. 3
8
9
.
 

(18)

初
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
い
て
、
古
典
古
代
の
異
教
的
側
面
が
肯
定
的
に
論
じ
ら
れ
て
も
い
た
の
で
、
宗
教
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
こ
と
だ

け
を
も
っ
て
即
座
に
否
定
的
に
解
す
る
の
は
困
難
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
「
共
和
政
」
的
人
間
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
た
修
道
士
は
、
諸

要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
発
揮
し
つ
つ
、
総
体
と
し
て
は
調
和
す
る
と
い
う
世
界
像
を
評
価
す
る
彼
の
複
眼
的
視
座
か
ら
み
て
も
、
批
判
さ
れ

る
べ
き
対
象
と
さ
れ
る
。

「
極
端
に
幸
福
な
人
間
も
、
極
端
に
不
幸
な
人
間
も
、
同
様
に
冷
酷
に
な
り
や
す
い
。
修
道
士
と
征
服
者
と
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
優
し
さ
と

哀
れ
み
を
も
た
ら
す
の
は
、
中
庸
お
よ
び
幸
運
と
悪
運
と
の
混
合
の
み
で
あ
る
」

(
6
,
9
)

。



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
「
共
和
政
」
の
「
徳
」
が
キ
リ
ス
ト
教
の
徳
と
何
ら
か
の
関
連
を
持
つ
と
考
え
る
こ
と
は
、

明
ら
か
に
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
共
和
政
」
の
市
民
の
行
動
や
習
俗
の
厳
格
さ
を
説
明
す
る
際
の

比
喩
と
し
て
修
道
士
の
例
を
持
ち
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
第
三
編
第
五
章
の
註
の
中
で
、
自
ら
の
論
ず

る
「
徳
」
が
政
治
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
「
啓
示
さ
れ
た
諸
真
理
に
関
係
を
持
つ
あ
の
徳
に
つ
い
て
は
全
く
述
べ
て
い
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

同
様
の
限
定
は
、
こ
の
著
書
の
冒
頭
に
お
け
る
「
筆
者
の
こ
と
わ
り
」
に
お
い
て
も
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

(19)

「
貨
幣
の
効
能
は
、
自
然
が
設
け
た
限
界
を
超
え
て
人
間
の
財
産
を
大
き
く
し
、
無
益
に
蓄
積
し
た
も
の
を
無
益
に
保
存
す
る
こ
と
を
教
え
、

欲
望
を
無
限
に
増
大
さ
せ
、
そ
し
て
我
々
の
情
念
を
刺
激
す
る
極
め
て
限
ら
れ
た
手
段
を
与
え
た
自
然
に
と
っ
て
代
わ
り
、
我
々
を
互
い
に
腐
敗

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
」

(
4
,
6
)

。

(20)

中
期
の
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
に
お
い
て
は
、
農
民
は
自
由
人
の
範
疇
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
第
一

0
章
の
原
註
で
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、

「
ロ
ム
ル
ス
は
自
由
人
に
、
二
種
の
活
動
、
つ
ま
り
農
業
と
戦
争
し
か
認
め
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
中
期
の
農
業
観
は
、
キ
ケ
ロ

の
自
由
人
に
か
ん
す
る
認
識
に
近
い
。
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
論
』
第
一
巻
第
四
二
章

(
1
5
1
)

に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
ほ
ど
、
立
派
で
、
実
り
多
く
、
喜
び
に
滴
ち
、
自
由
人
に
ふ
さ
わ
し
く
、
儲
け
の
あ
る
種
類
の
職
業
は
な
い
。
」

M. Tulli Ciceronis, 
D
e
 Officiis, 
0
 XO
N
I
I
 :
 Sc
r
i
p
t
o
r
u
m
 C
l
a
s
s
i
c
o
r
u
m
 Bibliotheca Oxoniensis, 1
9
9
4
,
 
p. 
6
3
 ;
 Cicero, 

O
n
 Duties, 

M. T
.
 Griffin 
a
n
d
 E. 
M
 Atk
i
n
s
 (ed. 
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 texts 
in the 
H
i
s
t
o
r
y
 of 
Political T
h
o
u
g
h
t
)
,
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
:
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
 U
n
i
 ,
 

versity Press, 1
9
9
1
,
 
pp. 5
8
 
,
 5
9
 
(
「
痺
〖
砥

8に
つ
い
て
」
古
向
橋
中
g
辛
訳
『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
9

哲
学
1
1
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
ニ
―
五
頁
、

た
だ
し
本
稿
で
の
訳
出
は
筆
者
自
身
に
よ
る
の
で
、
翻
訳
の
そ
れ
と
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
）
．
な
お
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
『
ロ
ー
マ
人

盛
衰
原
因
論
』
第
一

0
章
の
商
業
活
動
に
言
及
し
た
箇
所
の
註
に
お
い
て
、
『
義
務
論
』
の
こ
の
箇
所
を
参
照
す
る
よ
う
明
記
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
古
代
ロ
ー
マ
に
お
い
て
農
業
を
隷
従
的
と
し
な
い
解
釈
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
彼
は
、
後
期
の
『
法
の
精

神
』
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
意
図
的
に
排
除
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
註
2
8
も
参
照
。

(21)

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
同
一
性
に
よ
っ
て
、
「
共
和
政
」
の
法
は
独
特
の
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
構
成
員
の
関
心
や
行
動
様
式
が
、
共

時
的
・
通
時
的
次
元
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
た
め
、
「
共
和
政
」
で
は
「
法
の
明
確
な
正
文
」
に
基
づ
い
て
裁
判
が
行
な
わ
れ
て
も
、
何
ら
不
都

合
は
生
じ
な
い
。
む
し
ろ
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
っ
て
判
断
が
下
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
は
「
欠
陥
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

(
6
,
3
)

。
さ
ら
に
ロ
ー

マ
で
は
、
各
事
件
を
特
有
の
訴
権
に
よ
っ
て
問
題
状
況
を
確
定
し
て
処
理
し
た
た
め
、
「
増
大
も
減
少
も
修
正
も
あ
り
え
な
い
正
味
の
請
求
」
し

｀ 
（
一
三
三
）



関
法

第
五
0
巻
第
一
号

一
三
四

（
一
三
四
）

か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

(
6
,
4
)

。
こ
の
よ
う
に
、
「
共
和
政
」
に
お
け
る
裁
判
の
様
式
は
、
唯
一
の
基
礎
と
し
て
の
当
事
者
の
意
思
表
示
に
対
し

て
極
め
て
厳
格
な
文
字
解
釈
が
施
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
厳
正
訴
訟
」

(iudicia
stricta)

で
あ
っ
た
。

以
上
の
同
質
性
を
強
調
す
る
「
共
和
政
」
イ
メ
ー
ジ
は
、
中
期
著
作
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
に
お
い
て
共
和
政
期
ロ
ー
マ
の
変
容
を
詳
細

に
記
し
た
こ
と
と
整
合
し
な
い
。
た
だ
し
、
ロ
ー
マ
史
の
検
討
か
ら
彼
が
導
き
出
し
た
教
訓
ー
あ
る
国
家
が
繁
栄
の
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
繁
栄
を
支
え
た
既
存
の
「
構
想
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
政
治
的
に
重
要
で
あ
る
ー
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
え
な
い
。

(22)

た
と
え
ば
、
後
の
ル
ソ
ー
も
、
『
社
会
契
約
論
』
第
二
編
第
一

0
章
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
選
択
肢
に
言
及
し
て
い
る
。
「
自
己
を
自
由
な
民
と
し

て
維
持
す
る
に
は
、
小
国
に
な
る
か
、
大
国
に
な
る
か
、
い
ず
れ
か
し
か
な
い
。
」

J
e
a
n,
 
J
a
c
q
u
e
s
 R
o
u
s
s
e
a
u
,
 D
u
 Co
n
t
r
a
t
 social (
1
7
6
2
)
,
 

Paris: 
Garnier, 1
9
7
5
,
 
p. 
7
4
,
 
:Jt
上
も
古
宿
訳
、
中
央
公
論
社
、
世
界
の
名
著
30
、
一
九
六
六
年
、
二
七

0
頁
。
ま
た
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の

『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
第
一
章
に
も
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。

(23)

こ
の
限
り
で
、
デ
フ
ォ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ギ
ボ
ン
と
伴
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
、
古
代
に
対
し
て
文
明
化
の
進
展
す
る
近
代
の
立
場
に
位
置
付

け
た
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
指
摘
は
適
切
で
あ
る
。

J.
G
.
 A. P
o
c
o
c
k
,
 
Virtue, 
C
o
m
m
e
r
c
e
 `
 
a
n
d
 H
i
s
t
o
r
y
 "
 p. 
1
4
7
 

(
田
中
秀
夫
訳
『
徳
・
商
業
・
歴

史
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
年
、
二
七
六
頁
）
．
さ
ら
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
政
治
的
人
文
主
義
に
対
抗
す
る
「
自
由
主
義
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

の
中
に
位
置
づ
け
、
徳
を
狂
信
と
し
て
批
判
し
商
業
を
洗
練
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
肯
定
し
た
と
解
釈
し
た
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
次
の
論
文
も
参
照
。

P
o
c
o
c
k
,
 "
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 p
a
r
a
d
i
g
m
s
 a
n
d
 S
c
o
t
c
h
 philosophers", in 
W
e
a
l
t
h
 a
n
d
 V
i
r
t
u
e
:
 
T
h
e
 S
h
a
p
i
n
g
 o
f
 Political E
c
o
n
o
m
y
 in 
the 

Scottish E
n
l
i
g
h
t
e
n
m
e
n
t
,
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
:
 
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press, 1
9
8
3
,
 
pp. 2
3
5
 ,
 2
5
2
 (¾ 

田

ii
．
杉
ャ
山
中
心
平
＇
臨
皿
印

i

『
宮
国
と
緬

i

1

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
お
け
る
経
済
学
の
形
成
ー
』
未
来
社
、
一
九
九
0
年
所
収
の
第
九
論
文
、
＿
―
-
九
五
ー
四
二
四
頁
）
．
し
か
し
な
が
ら
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
君
主
政
」
や
「
名
誉
」
の
概
念
に
は
、
依
然
と
し
て
古
典
古
代
の
政
治
共
同
体
と
結
び
つ
き
う
る
側
面
が
窺
え
る
。
な
お
、

「
徳
」
と
「
名
誉
」
と
の
連
続
性
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
共
和
政
の
理
念
と
君
主
政
」
を
参
照
。

(24)

こ
の
論
述
の
箇
所
に
は
、
さ
ら
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
手
に
よ
る
註
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
下
層
の
人
々
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

彼
ら
は
、
あ
ま
り
に
厳
し
く
、
あ
ま
り
に
気
む
ず
か
し
い
」
と
い
う
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
言
葉
さ
え
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(25)

拙
稿
「
初
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
古
典
古
代
」
。

(26) 
M
e
s
 Pensees, 9
1
8
 (
1
7
9
5
)
.
 

(27)

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
共
和
政
」
は
、
「
そ
の
本
性
に
よ
っ
て
自
由
な
国
家
」
で
は
な
く
、
権
力
の
濫
用
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
彼



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

は
、
権
力
の
濫
用
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
「
徳
で
さ
え
制
限
を
必
要
と
す
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

(11-4)

(28)

『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
の
第
一

0
章
で
は
、
「
ロ
ー
マ
市
民
は
、
商
業
や
手
工
業
を
奴
隷
の
職
業
と
見
な
し
た
」
と
あ
り
、
こ
の
箇
所
に

か
ん
す
る
原
註
で
は
、
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
論
』
第
一
巻
第
四
二
章

(
1
5
0
)

を
、
そ
の
理
由
を
述
べ
た
箇
所
と
し
て
示
し
て
い
る
。
な
お
、
『
義
務

論
』
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
記
述
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
さ
て
、
職
人
と
そ
の
他
の
生
計
手
段
と
し
て
、
自
由
人
に
ど
れ
が
ふ
さ
わ
し
く
、
ど
れ
が
卑
し
い
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
お
お
よ
そ
教
え
ら
れ
て
き
た
。
第
一
に
、
他
人
の
反
感
を
招
く
生
計
手
段
、
た
と
え
ば
、
徴
税
吏
や
裔
利
貸
し
は
、
容
認
さ
れ
な
い
。

そ
の
上
、
自
ら
の
技
能
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
自
分
の
労
働
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
労
働
者
は
全
て
、
奴
隷
の
俗
悪
な
職
を
有
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
の
場
合
、
ま
さ
に
そ
の
賃
金
が
、
隷
属
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
卸
売
商
人
か
ら
買
い
入
れ
直
売
す

る
者
も
ま
た
、
自
ら
を
俗
悪
な
者
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
は
、
十
分
に
嘘
を
語
ら
な
い
限
り
、
利
益

を
得
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
虚
偽
ほ
ど
不
名
誉
な
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
全
て
の
手
工
業
者
は
、
俗
悪
な
取
引
に
従
事
し
て
い

る
。
と
い
う
の
も
、
作
業
場
に
お
い
て
高
貴
な
生
ま
れ
の
者
な
ど
何
も
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
も
容
認
し
が
た
い
職
業
と
は
、
快
楽
に

仕
え
る
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
ィ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
語
る
よ
う
に
、
魚
売
り
、
屠
畜
解
体
業
者
、
料
理
人
、
鳥
売
り
、
漁
師
、
お
望
み
な

ら
こ
れ
に
、
香
料
商
、
踊
り
手
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
世
物
屋
が
加
え
ら
れ
る
。
」

Ciceronis, 
D
e
 Officiis, p
p
.
 6
2
-
6
3
;
 
O
n
 Duties, p
p
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7
-
5
8
 

(「華
8
筋
に
つ
い
て
」
一
―
―
四
百
(
)
.

(
2
9
)
た
と
え
ば
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
次
の
よ
う
に
も
論
じ
て
い
る
。

「
あ
る
共
和
政
が
腐
敗
す
る
と
き
は
、
そ
の
腐
敗
を
除
去
し
、
そ
の
原
理
を
呼
び
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
い
か
な
る
害

悪
も
是
正
で
き
な
い
。
そ
れ
以
外
の
是
正
策
は
、
ど
れ
も
無
益
か
、
さ
も
な
く
ば
新
た
な
害
悪
と
な
る
。
」

(
8
-
1
2
)

(
3
0
)
同
時
代
に
お
け
る
「
共
和
政
」
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
は
他
に
も
、
同
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス

(
9
,
2
な
ど
）
、
パ
ラ
グ
ア
イ

(
4
,
6
)
 

な
ど
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
彼
は
『
法
の
精
神
』
執
筆
に
先
立
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
、
そ
の
際
イ
タ
リ
ア
の
「
共
和

政
」
を
見
て
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
良
い
印
象
を
得
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
こ
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
か
ん
し
て
は
、

Shackleton,

M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u
 `
 
p
p
.
 9
0

以
下
、
と
り
わ
け
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ナ
ポ
リ
の
惨
状
に
つ
い
て
は
p
p
.
1
0
7
-
1
0
9

を
参
照
。
ま
た
、
古
賀
英
三
郎
『
モ
ン

テ
ス
キ
ュ
ー
』
六
九
頁
以
下
も
参
照
。

(31)

も
っ
と
も
、
「
商
業
の
精
神
」
が
「
共
和
政
」
の
政
治
的
「
徳
」
に
完
全
に
取
っ
て
代
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
モ
ン
テ
ス

一
三
五

（―-―-五）
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古
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キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
商
業
の
精
神
」
し
か
影
響
を
受
け
て
い
な
い
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
行
動
や
あ
ら
ゆ
る
道
徳
的
徳
が
取
引
の
対

象
と
な
る
し
、
こ
の
精
神
は
、
人
間
の
中
に
「
厳
密
な
正
義
に
つ
い
て
の
あ
る
感
情
」
を
生
み
出
す
が
、
そ
の
感
情
は
掠
奪
と
対
立
す
る
一
方
で
、

「
人
に
自
分
の
利
益
を
顧
慮
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
」
道
徳
的
徳
と
も
対
立
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

(
2
0
,
 2)

。
し
た
が
っ
て
、
「
倹
約
に
基
づ

く
商
業
」
は
、
あ
く
ま
で
「
共
和
政
」
の
「
徳
」
の
代
替
と
な
り
う
る
限
り
に
お
い
て
容
認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
「
共
和
政
」
下
の
こ
の
よ
う
な
商
業
活
動
の
定
式
化
自
体
が
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
意
識
的
操
作
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
期
に
お
い

て
彼
が
参
照
し
た
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
論
』
で
は
、
交
易
に
伴
う
財
産
の
増
大
と
、
そ
の
財
産
が
不
当
表
示
な
し
に
構
成
員
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
、

商
業
活
動
が
肯
定
的
に
評
価
し
う
る
か
否
か
の
判
断
基
準
と
な
っ
た
。
ま
た
、
キ
ケ
ロ
が
、
商
業
活
動
、
と
り
わ
け
交
易
を
、
自
由
人
と
な
る
の

に
必
要
な
財
産
の
形
成
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
、
「
実
際
ま
た
、
も
し
蓄
財
に
飽
き
た
と
き
、
あ
る
い
は
、
満
足
し
た
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
何

度
と
な
く
沖
か
ら
港
へ
と
上
が
っ
た
よ
う
に
、
今
度
は
そ
の
港
か
ら
田
舎
の
領
地
へ
と
引
き
上
げ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
文
句
な
し
に
賞
賛
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
」
と
語
っ
て
い
る
点
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
君
主
政
」
論
に
お
け
る
貴
族
と
商
業
活
動
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
、
興
味
深

い。

Ciceronis,
D
e
 Officiis, p. 
6
3
 ;
 

O
n
 Duties, p
p
.
 5

8
 
(「羞
8

務
に
つ
い
て
」
第
一
巻
四
二
章

(
1
5
1
)

ニ
ー
五
頁
）
．

第
三
章

前
章
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
「
共
和
政
」
を
、
歴
史
的
過
去
に
属
し
当
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
実
現
困
難
な

も
の
と
し
て
提
示
し
「
君
主
政
」
と
区
別
し
た
。
し
か
し
、
両
政
体
が
明
確
に
峻
別
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
「
君
主
政
」
の
中
か
ら
古

典
古
代
に
由
来
す
る
要
素
が
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
、
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
「
君
主
政
」
概
念
の
内
容
に
踏
み
込
ん
で
検
討
し

て
み
る
と
、
彼
が
古
典
古
代
に
由
来
す
る
議
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
、
依
然
と
し
て
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「
君
主
政
」
の
基

(
1
)
 

本
構
造
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
詳
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
示
す
に
と
ど
め
、
本
章
で
は
ま
ず
「
君
主
政
」
概
念

と
古
典
古
代
と
の
関
連
性
に
着
目
し
、
次
い
で
「
君
主
政
」
概
念
と
『
法
の
精
神
』

の
主
題
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し

一
三
六

（
一
三
六
）



「
君
王
政
」
と
〈
混
合
政
体
〉

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
「
君
主
政
」
を
、
「
た
だ
一
人
が
統
治
す
る
が
、
し
か
し
確
固
た
る
制
定
さ
れ
た
法
に
よ
っ
て
統
治
す
る
政
体
」

(
2ー
1
)

あ
る
い
は
、
「
君
公
が
そ
こ
で
は
主
権
的
権
力
を
持
つ
が
、
制
定
さ
れ
た
法
に
従
っ
て
そ
れ
を
行
使
す
る
」

(
3
-
2
)

政
体
と
定
義

づ
け
る
。
そ
し
て
、
こ
の
政
体
を
衝
き
動
か
す
原
理
は
、
「
名
誉
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
君
主
政
」
の
国
家
規
模
は
、
「
共
和
政
」

(
2
)
 

の
小
国
家
よ
り
遥
か
に
大
き
い
中
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
政
体
の
定
義
に
お
い
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
君
主
の
存
在
を

前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
法
の
精
神
」
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
「
君
主
政
」
論
の
内
容
に
踏
み
込
ん
で
検
討
し
て
み
る

と
、
彼
が
、
「
君
主
政
」
を
人
民
、
貴
族
（
聖
職
者
）
、
君
主
と
い
う
＿
―
-
身
分
の
そ
れ
ぞ
れ
が
協
調
す
る
政
体
と
し
て
、
描
写
し
て
い
る
こ

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
君
主
政
」
は
、
「
国
制
に
基
づ
く
幾
つ
か
の
身
分
層
が
君
公
の
下
に
存
在
し
て
い
る
」
た
め
、
画
一
性

の
支
配
す
る
「
専
制
」
に
比
べ
て
「
国
家
は
よ
り
安
定
的
で
あ
り
、
国
制
も
よ
り
強
固
で
あ
り
、
統
治
者
の
一
身
も
安
全
で
あ
る
」

(5-11)
。
ま
た
、
「
公
務
が
一
人
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
た
め
、
執
行
が
よ
り
一
層
の
迅
速
さ
を
持
つ
」
た
め
、
複
数
の
者
が
公
務
に
携

わ
る
「
共
和
政
に
対
し
て
、

並
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
政
体
に
は
な
い
利
点
を
備
え
て
い
る
。

「
君
王
政
」
に
お
け
る
一
一
一
身
分
の
協
調
の
鍵
を
握
る
の
は
、
貴
族
で
あ
る
。
貴
族
の
「
中
間
的
、
従
属
的
そ
し
て
依
存
的
な
諸
権
力
」

(3) 

は
、
「
中
間
の
水
路
」
と
し
て
君
主
と
人
民
と
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
主
の
恣
意
的
権
力
行
使
を
是
正
し
、

(
2
-
4
)

。
ま
た
貴
族

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

と
が
明
ら
か
と
な
る
。

よ
う
。

第
一
節

―
つ
の
大
き
な
長
所
を
持
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
る

(
5ー

10)
。
こ
の
よ
う
に
、
「
君
主
政
」
は
複
数
の
身
分
が

一
三
七

（
一
三
七
）



第
五

0
巻
第
一
号

効
力
を
回
復
し
、
聴
従
さ
れ
る
」
よ
う
努
め
る
の
で
あ
る

(
5ー

11)
。

一
三
八

（
一
三
八
）

(
4
)
 

が
運
営
す
る
高
等
法
院
は
裁
判
権
力
を
持
ち
「
法
の
保
管
所
」
と
し
て
、
「
ゆ
っ
く
り
と
し
た
歩
調
で
進
み
」
「
熟
慮
を
示
す
」
こ
と
で
君

(5) 

主
の
独
走
を
阻
止
し

(
6
-
6
,
5
 ,
 10)
、
君
主
が
従
う
べ
き
基
本
法
を
確
定
す
る
。
さ
ら
に
、
貴
族
は
、
他
者
、
と
り
わ
け
君
主
の
意
志
に

(
6
)
 

左
右
さ
れ
な
い
自
立
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
も
っ
て
「
名
誉
」
と
す
る
。
他
方
で
貴
族
は
、
「
激
烈
で
自
分
の
飛
び
込
む
危
険
を
少
し
も

認
識
し
な
い
」
人
民
に
対
し
て
、
「
賢
明
さ
と
権
威
」
を
示
す
こ
と
で
、
人
民
が
「
妥
協
し
、
和
解
し
、
身
を
正
」
す
よ
う
促
し
、
「
法
が

ま
た
「
君
王
政
」
に
お
け
る
貴
族
の
存
在
は
、
こ
の
政
体
に
お
け
る
「
奢
修
に
基
づ
く
商
業

(
c
o
m
m
e
r
c
e
d
e
 luxe)
」
の
進
展
を
捉

す
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
奢
修
に
基
づ
く
商
業
」
と
は
、
「
余
分
な
も
の
を
有
用
な
も
の
に
し
、
有
用
な
も
の
を
必
要
な
も
の

に
す
る
」

(
2
0
-
2
3
)

商
業
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
商
業
は
、
貴
族
が
奢
修
品
を
消
費
し
「
虚
栄
心
」
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
貴
族
の
消
費
が
、
国
内
で
奢
修
品
を
生
産
す
る
手
工
業
者
を
活
気
づ
け
、
「
国
内
商
業
を
増
大
さ
せ
、
技
芸
を
助
長

し
、
産
業
を
維
持
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
「
君
主
政
」
の
難
点
の
―
つ
で
あ
る
財
産
・
土
地
の
不
平
等
に
よ
っ
て
生
み

(
7
)
 

出
さ
れ
た
持
た
ざ
る
者
は
、
生
計
の
機
会
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
「
君
主
政
」
に
お
け
る
売
官
制
度
は
、
貴
族
の
称
号
を
獲
得
す

る
余
地
を
大
商
人
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
益
追
求
に
貴
族
的
卓
越
さ
の
獲
得
と
い
う
目
的
を
与
え
、
利
己
心
を
矯
正
す
る
と
同
時

に
、
商
業
活
動
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
族
を
媒
介
と
し
た
「
君
主
政
」
の
富
の
循
環
過
程
そ
の
も
の
が
、

君
主
の
恣
意
的
権
力
行
使
を
阻
止
す
る
効
果
す
ら
持
つ
、
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
君
主
政
」
で
は
、
貴
族
を
中
心
と
し
て
、
三
身
分
相
互
の
協
調
に
よ
っ
て
均
衡
が
生
じ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
こ
れ
を
「
ゴ
シ
ッ
ク
政
体

(
g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
g
o
t
h
i
q
u
e
)
」
と
も
呼
び
、
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

「
最
初
、
そ
れ
ヲ
シ
ッ
ク
政
体
]
は
貴
族
政
と
君
主
政
と
の
混
合
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
下
層
民
が
奴
隷
で
あ
る
と
い
う
不
都
合
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

関
法



キ
ケ
ロ
、

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

J

の
「
ゴ
シ
ッ
ク
政
体
」
と
は
、

は
自
己
の
中
に
よ
り
良
く
な
る
能
力
を
も
つ
政
体
で
あ
っ
た
。
奴
隷
に
解
放
状
を
与
え
る
慣
習
が
生
れ
、
ま
も
な
く
民
衆
の
市
民
的

(civile)
自
由
、

貴
族
と
聖
職
者
の
特
典
、
国
王
の
権
力
の
三
者
が
よ
く
協
調

(concert)

を
保
ち
、
こ
の
協
調
の
続
い
た
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
政
体
ほ
ど
見

事
に
節
度
あ
る
政
体
が
か
つ
て
こ
の
地
上
に
あ
っ
た
と
は
私
に
は
思
わ
れ
な
い
程
で
あ
る
。
そ
し
て
征
服
民
の
政
体
の
堕
落
が
、
人
間
の
想
像
し
う
る

最
良
の
種
類
の
政
体
を
形
成
し
た
こ
と
は
、
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
」

(11
,
 
8
)

。

を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に
、

ン
ス
に
お
い
て
〈
混
合
政
体
〉
論
に
言
及
し
て
い
る
ボ
ダ
ン
の
『
国
家
論
』

リ
ア
』
に
お
け
る
〈
混
合
政
体
〉
論
と
、
比
較
対
照
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
ボ
ダ
ン

一
者
、
少
数
者
、
多
数
者
に
よ
る
協
調
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
以
来
の
〈
混
合
政
体
〉
論

(
J
e
a
n
 B
o
d
i
n
)
 
は
、
『
国
家
論

(Les
S
i
x
 L
i
v
r
e
s
 d
e
 La. 
R
念
ublique,
1
5
7
6
)
』
第
二
編
、
第
一
章
「
国

(8) 

家
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
一
般
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
体
分
類
に
言
及
し
つ
つ
、
国
家
を
健
全
な
形
態
と
堕
落
形
態

と
に
区
別
す
る
見
地
に
反
対
し
、
さ
ら
に
、
主
権
の
不
可
分
性
に
も
と
づ
き
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
政
体
を
純
粋
な
君
主

政
と
す
る
見
地
か
ら
、
三
政
体
の
混
合
を
最
善
政
体
と
す
る
論
者
を
批
判
し
た
。
ボ
ダ
ン
が
批
判
す
る
論
者
と
し
て
は
、
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
、

マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
、
ト
マ
ス
・
モ
ア
、

ア
ヴ
ェ
ッ
リ
は
古
代
ロ
ー
マ
の
共
和
政
を
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
君
主
政
」
論
を
、

に
お
け
る
王
権
論
と
、
次
い
で
オ
ッ
マ
ン
の
『
フ
ラ
ン
コ
ガ

コ
ン
タ
リ
ー
ニ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
、
キ
ケ
ロ
、

コ
ン
タ
リ
ー
ニ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
国
制
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
ま
た
ボ
ダ
ン
は
、
フ

(
9
)
 

ラ
ン
ス
の
国
家
が
君
主
、
パ
リ
高
等
法
院
‘
-
―
一
部
会
と
い
う
三
政
体
の
混
合
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
主
張
を
単
に
誤
り
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
死
罪
に
値
す
る
と
主
張
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
ボ
ダ
ン
の
主
張
以
降
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
主
権
論
の
影
響
も
加
わ
っ
て
、

ラ
ン
ス
の
正
統
派
王
権
論
に
お
い
て
は
、
ボ
ダ
ン
流
の
主
権
論
に
基
づ
き
純
粋
君
主
政
を
是
と
す
る
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
た
と
、
し
ば

一
三
九

（
一
三
九
）

フ
ラ

マ
キフ



こ
れ
に
対
し
て
、

（
一
四
0
)

フ
ラ
ン
ス
を
〈
混
合
政
体
〉
と
し
て
論
ず
る
の
が
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ッ
マ
ン

(11) 

(Francogallia, 1
5
7
3
,
 
L
e
 G
a
u
l
e
 
Fran~aise, 

1
5
7
4
)

』
の
竿
R
:
1
0章
に
お
い
て
、
身
分
制
議
会
に

基
づ
く
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
が
、
三
種
類
の
王
的
統
治

(regalem,
la 
M
o
n
a
r
c
h
i
e
)
、
貴
族
的
統
治

(
o
p
t
i
m
a
t
u
m
,
 I'Aristocratie)
、

民
衆
的
統
治

(
p
o
p
u
l
a
r
e
m
,
l'estat o
u
 le 
p
e
u
p
l
e
 est souverain)

を
体
現
し
て
い
る
と
し
、
プ
ラ
ト
ン
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ポ

リ
ュ
ピ
オ
ス
、
キ
ケ
ロ
の
名
を
挙
げ
つ
つ
、
三
つ
の
要
素
か
ら
「
混
合
さ
れ
抑
制
さ
れ
た

(
m
i
x
t
u
s
a
c
 t
e
m
p
e
r
a
t
u
s
,
 c
o
m
p
o
s
e
 et 

t
e
m
p
e
r
e
」
統
治
形
態
こ
そ
が
最
善
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
王
の
統
治
と
民
衆
の
統
治
は
、
本
性
上
相
互
に
矛
盾
す
る
の
で
、
両
者
に
、

第
三
の
仲
介
的
な
要
素
が
付
け
加
わ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
諸
侯
や
貴
族
の
役
割
で
あ
る
。
オ
ッ
マ
ン
は
、
古
代
の
〈
混
合
政
体
〉

と
同
時
代
の
身
分
制
国
家
と
を
、
同
じ
類
型
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
三
つ
の
要
素
の
調
和
の
見
事
さ
を
訴
え
る
べ
く
、
キ
ケ
ロ
の
『
国
家

「
琴
あ
る
い
は
笛
、
さ
ら
に
歌
そ
の
も
の
や
音
声
に
お
い
て
様
々
な
音
か
ら
成
る
あ
る
調
和
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
変
え
ら
れ
、
あ
る

い
は
外
れ
る
な
ら
、
訓
練
を
受
け
た
耳
は
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
ま
た
そ
の
調
和
が
き
わ
め
て
多
様
な
声
の
統
御
に
よ
っ
て
一
致
融
合
し

た
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
そ
の
様
に
、
音
に
比
す
べ
き
上
中
下
の
階
級
か
ら
成
る
国
は
統
御
さ
れ
た
理
性
ゆ
え
に
、
き
わ
め
て
多
様
な
要
素
の
一
致
に

お
い
て
調
和
す
る
。
そ
し
て
、
歌
に
お
い
て
音
楽
家
に
よ
っ
て
調
和
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
国
に
お
い
て
は
一
致
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
国
家
に
お

(12) 

い
て
安
寧
の
た
め
の
最
強
最
善
の
絆
で
あ
り
、
一
致
は
正
義
な
く
し
て
は
決
し
て
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
」

以
上
の
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
〈
混
合
政
体
〉
論
の
批
判
と
受
容
を
補
助
線
と
し
つ
つ
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
議
論
に
立
ち

戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
で
に
彼
は
、
中
期
の
著
作
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』

(
D
e
 R
e
 Publica)』

の
中
か
ら
、
以
下
の
一
節
を
引
用
さ
え
し
て
い
る
。

オ
ッ
マ
ン
は
、
『
フ
ラ
ン
コ
ガ
リ
ア

関
法
第
五
0
巻
第
一
号

(10) 

し
ば
指
摘
さ
れ
る
。

の
一
七
＿
―
-
四
年
初
版
の
第
九
章
の
原
註
に
お
い
て
、

(Fran~ois 

H
o
t
m
a
n
)
 

一
四
〇

で
あ
る
。



さ
ら
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
『
法
の
精
神
』

盛
衰
原
因
論
』

の
第
九
章
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
。

一
四

ロ
ー
マ
の
政
体
に
つ
い
て
「
君
主
政
、
貴
族
政
、
民
衆
国
家
の
混
合
で
あ
っ
た
が
故
に
欠
陥
が
あ
る
」
と
す
る
見
解
を
、
「
政
体
の
完
全

性
」
の
観
点
か
ら
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
註
は
、
後
の
版
で
は
削
除
さ
れ
る
が
、
後
に
同
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
も
彼
が
見
出
し
た
古

代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
「
自
由
な
国
家
」
の
「
構
造
」
が
、
ポ
リ
ュ
ピ
オ
ス
流
の
〈
混
合
政
体
〉
論
の
影
響
の
下
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
、

物
語
っ
て
い
よ
う
。
ま
た
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
貴
族
と
平
民
と
の
「
絶
え
ざ
る
闘
争
」
に
お
い
て
元
老
院

が
、
「
極
端
な
興
奮
」
と
「
極
端
な
無
力
感
」
を
行
き
来
す
る
平
民
の
暴
走
を
阻
止
し
、
「
自
由
な
国
家
」
維
持
の
役
割
を
果
た
し
た
と
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
元
老
院
に
対
す
る
評
価
は
、
『
法
の
精
神
』
の
「
君
主
政
」
に
お
け
る
貴
族
の
中
間
権
力
や
高
等
法
院
に
対
す
る
評

価
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
オ
ッ
マ
ン
が
引
用
し
た
キ
ケ
ロ
の
一
節
を
想
起
さ
せ
る
次
の
よ
う
な
一
節
を
『
ロ
ー
マ
人

「
政
治
体
に
お
い
て
結
合
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
、
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
。
真
の
結
合
は
、
調
和
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
が
、
わ
れ

わ
れ
に
は
ど
の
よ
う
に
対
立
し
て
見
え
よ
う
と
も
、
社
会
の
全
体
的
福
祉
の
た
め
協
力
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
音
楽
に
お
い
て
不
協
和
音
が

全
体
の
調
和
に
加
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
混
乱
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
国
家
に
、
結
合
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
有
り

う
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
の
み
が
真
の
平
和
で
あ
る
幸
福
を
も
た
ら
す
調
和
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
宇
宙
の
諸
部
分
が
、
あ
る
も
の
の
作
用

と
、
他
の
も
の
の
反
作
用
に
よ
っ
て
、
永
久
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
」

ま
た
、
同
じ
く
中
期
に
執
筆
さ
れ
た
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
論
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
権
力
の
相
互
抑
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
、
三
権
カ
ー

裁
判
権
力
、
立
法
権
力
、
執
行
権
カ
ー
と
い
う
冒
頭
の
有
名
な
定
式
と
は
裏
腹
に
、
実
際
に
は
、
執
行
権
力
を
担
う
君
主
、
立
法
権
力
の

う
ち
「
阻
止
す
る
権
能
」
を
持
つ
貴
族
、
「
制
定
す
る
権
能
」
を
持
つ
人
民
の
三
身
分
の
相
互
抑
制
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
第
二
九
編
の
う
ち
、
第
一
九
章
「
立
法
者
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

（
一
四
一
）

ア
リ
ス
ト
テ
レ



第
五

0
巻
第
一
号

れ
の
「
情
熱
と
偏
見
」
の
故
に
不
十
分
な
も
の
に
止
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
の
議
論
の
ト
ー
ン
は
、
全
面
的

な
否
定
で
は
な
く
、
む
し
ろ
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
取
り
上
げ
、
か
つ
対
抗
す
る
に
値
す
る
と
見
て
い
た
著
述
家
を
列
挙
し
た
も
の
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
列
挙
す
る
著
述
家
の
多
く
が
、
古
代
の
〈
混
合
政
体
〉
を
擁
護
し
た
と
し
て
ボ
ダ
ン
に
よ
っ
て

批
判
さ
れ
た
著
述
家
達
と
重
な
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
ち
な
み
に
、

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
ボ
ダ
ン
の
死
後
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
モ

(14) 

デ
ル
と
し
た
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
の
議
論
に
影
響
を
受
け
つ
つ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
内
乱
期
に
〈
混
合
政
体
〉
論
を
展
開
し
た
人
物
で
あ
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、

ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
セ
ア
ナ
』
を
「
自
由
を
見
逃
し
た
後
に
な
っ
て
探
し
求
め
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
の
岸
を
前
に

し
て
カ
ル
ケ
ド
ン
を
建
設
し
た
」
と
、
そ
の
提
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
批
判
す
る

(11
,
 
6
)

が、

(15) 

合
政
体
〉
そ
の
も
の
に
は
批
判
を
加
え
て
い
な
い
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、

（
一
四
二
）

ハ
リ
ン
ト
ン
の
名
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
構
想
し
た
国
家
の
あ
り
方
が
そ
れ
ぞ

ハ
リ
ン
ト
ン
が
提
起
し
た
〈
混

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
君
主
政
」
概
念
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
彼
の
「
君
主
政
」
の
定

義
に
お
け
る
、
君
主
が
「
主
権
的
権
力

(la
souvraine puissance)
」
を
持
つ
、
と
い
う
表
現
は
、
確
か
に
ボ
ダ
ン
や
ホ
ッ
プ
ズ
の

(16) 

「
主
権

(souverainete)
」
論
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
場
合
、
彼
ら
と
異
な
り
、
君
主
に
よ
る
統
治

は
君
主
の
意
志
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
「
法
」
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ボ
ダ
ン
や
ホ
ッ
プ
ズ
で
あ
れ
ば

「
主
権
」
概
念
と
理
論
的
に
矛
盾
す
る
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
権
力
の
相
互
抑
制
の
意
義
を
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
強
調
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
彼
が
「
君
主
政
」
を
「
穏
和
政
体

(
g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
m
o
d
e
r
e
)
」
の
一
っ
と
捉
え
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
。

「
穏
和
政
体
を
作
る
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
権
力
を
結
合
し
、
そ
れ
ら
を
調
整
し
、
緩
和
し
、
活
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
わ
ぱ
―
つ
の
権
力
に

底
荷
を
つ
け
、
も
う
―
つ
の
権
力
に
対
抗
で
き
る
状
態
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
偶
然
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
こ
と
の
稀
な
、
ま
た
思
慮
だ

ス
、
プ
ラ
ト
ン
、

関
法

マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
、
ト
マ
ス
・
モ
ア
、

一
四



『
法
の
精
神
」
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

け
で
作
ら
れ
る
こ
と
も
稀
な
、
ま
さ
に
立
法
の
傑
作
で
あ
る
。
」
(
5
,
1
4
)
 

『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
に
お
い
て
「
あ
る
国
家
に
新
た
な
一
宗
派
を
導
入
す
る
こ
と
が
、
旧
来
の
宗
派
の
あ
ら
ゆ
る
悪
弊
を
矯
正
す
る

最
も
確
実
な
方
法
で
あ
る
」
（
第
八
五
の
手
紙
）

と
す
ら
語
っ
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
、
ボ
ダ
ン
や
ホ
ッ
プ
ズ
が
主
権
概
念
に
込
め
た
ア

(17) 

ナ
ー
キ
ー
阻
止
と
い
う
問
題
意
識
を
、
彼
ら
と
同
程
度
に
共
有
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
と
っ
て
懸
念

さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
特
定
の
個
人
や
団
体
に
権
力
を
委
ね
る
こ
と
に
よ
る
自
由
喪
失
の
危
険
性
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
「
権
力
を

濫
用
し
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
事
物
の
配
置
に
よ
っ
て
権
力
が
権
力
を
抑
止
す
る
よ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(11
,
 
4
)

と

主
張
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
主
権
的
権
力
」
と
い
う
君
主
権
力
を
擁
護
す
る
文
脈
で
し
ば
し
ば
用
い

(18) 

ら
れ
た
概
念
を
採
用
し
て
「
君
主
政
」
を
定
義
し
つ
つ
、
「
君
主
政
」
の
実
際
の
論
述
に
お
い
て
は
、
「
主
権
」
概
念
の
持
つ
歴
史
的
意
味

を
徹
底
的
に
希
薄
に
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
意
図
的
に
換
骨
奪
胎
す
る
こ
と
で
、
事
実
上
〈
混
合
政
体
〉
に
近
い
も
の
と
し
て
「
君
主
政
」

を
扱
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
「
ゴ
シ
ッ
ク
」
と
い
う
表
現
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
「
君
主
政
」
を
議
論
す
る
に
際
し
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
歴
史
的
に
依
拠

す
る
の
は
、
〈
混
合
政
体
〉
の
典
型
例
と
し
て
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
安
定
と
繁
栄
に
よ
っ
て
有
名
で
あ
っ
た
、
古
代
ロ
ー
マ

(19) 

や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
な
く
、
「
ロ
ー
マ
帝
国
を
征
服
し
た
ゲ
ル
マ
ン
諸
民
族
」
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
王
国

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
法
の
精
神
』

の
政
体
論
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
や
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
の
起
源
が
森
の
中
に
あ
っ
た
と
い

う
指
摘
、
さ
ら
に
、
先
の
風
土
論
に
お
け
る
自
由
の
起
源
に
つ
い
て
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。
さ
ら
に
彼
は
『
法
の
精
神
』
の
中
で
「
君

(20) 

主
政
」
を
説
明
す
る
の
に
〈
混
合
政
体
〉
と
い
う
用
語
を
用
い
な
い
と
い
う
慎
重
さ
も
見
せ
て
い
る
。
古
代
の
〈
混
合
政
体
〉
と
当
時
の

身
分
制
国
家
と
の
連
続
性
を
強
調
し
た
オ
ッ
マ
ン
と
は
異
な
り
、
古
典
古
代
と
当
代
の
フ
ラ
ン
ス
と
を
区
別
す
る
問
題
意
識
は
こ
こ
に
も

一
四
三

（
一
四
三
）
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貫
徹
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
君
主
政
」
を
概
念
化
す
る
過
程
に
お
い
て
古
代
の
知
的
伝
統
か
ら

(21) 

大
い
に
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
実
際
の
論
述
に
お
い
て
は
、
巧
妙
に
そ
れ
を
隠
蔽
し
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
古
典
古
代
と
は
異
質
で
は
あ
る
が
何
ら
か
の
意
味
と
秩
序
の
あ
る
「
自
由
」
な
世
界
が

可
能
で
あ
り
、
か
つ
現
に
「
君
主
政
」
と
し
て
存
在
す
る
、
と
確
信
す
る
ま
で
に
は
、
そ
の
世
界
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
を
自
覚
す
る

に
至
る
幾
多
の
試
行
錯
誤
が
必
要
で
あ
っ
た
。
彼
の
生
き
た
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
や
古
典
古
代
と
は
異
質
な
、
風
土
、

習
俗
、
生
活
様
式
、
商
業
活
動
、
奢
修
、
国
家
規
模
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
特
徴
が
相
互
に
関
連
し
合
っ
て
お
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
関
係
の
網
の
目
が
複
雑
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
彼
は
次
第
に
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う

な
関
係
の
網
の
目
を
、
彼
は
、
古
典
古
代
と
は
異
質
で
あ
り
な
が
ら
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
の
崩
壊
や
「
専
制
」
へ
と
陥
ら
な
い
、

「
事
物
の
性
質

(la
n
a
t
u
r
e
 d
e
s
 c
h
o
s
e
s
)
 

（
一
四
四
）

に
由
来
」
す
る
調
和
し
た
秩
序
と
し
て
認
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
君
主

政
」
に
お
い
て
は
、
古
典
古
代
を
模
範
と
す
る
価
値
尺
度
か
ら
見
れ
ば
逸
脱
で
あ
っ
て
、
堕
落
に
陥
る
は
ず
の
現
象
で
あ
っ
て
も
、
こ
の

よ
う
な
関
係
の
網
の
目
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
容
認
さ
れ
る
。
彼
は
、
古
典
古
代
に
は
認
め
ら
れ
な
い
「
事
物
の
性

質
」
を
フ
ラ
ン
ス
に
認
め
、
そ
れ
ら
相
互
の
間
に
形
成
さ
れ
る
「
法
」
の
中
に
、
「
徳
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
古
典
古
代
の
「
偉
大

(22) 

さ
」
と
は
異
質
の
積
極
的
効
果
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
法
」
に
つ
い
て
の
定
義
が
、
「
そ
の
最
も
広
い
意
味
で
は
、
事
物
の
性
質
に
由
来
す
る
必
然
的
な
諸
関
係
」

(
1
,
 1
)
 

で
あ
り
、
そ
の
際
、
彼
が
想
定
し
て
い
た
「
事
物
」
が
、
気
候
、
風
土
、
生
活
様
式
、
宗
教
、
商
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
の
も
、

関
法

第
二
節

「
君
王
政
」
に
お
け
る
「
法
の
精
神
」

一
四
四



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

古
典
古
代
や
オ
リ
エ
ン
ト
と
は
異
質
の
「
事
物
の
性
質
」
に
由
来
す
る
微
妙
な
相
互
連
関
が
、

一
四
五

フ
ラ
ン
ス
「
君
主
政
」
を
存
立
さ
せ
て
い

る
、
と
い
う
自
覚
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
、
人
間
主
体
を
取
り
巻
く
こ
う
し
た
事
物
の
相
互
連
関
に
対
す
る

詳
細
か
つ
慎
重
な
配
慮
に
基
づ
き
、
望
ま
し
い
秩
序
構
造
を
実
現
可
能
な
も
の
と
し
て
構
想
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

「
法
は
、
そ
の
国
の
自
然
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、
寒
い
と
か
、
暑
い
と
か
、
あ
る
い
は
、
温
か
い
と
か
の
気
候
に
、
土
地
の
質
、
位
置
、
大
き
さ
に
、

農
耕
民
族
、
狩
猟
民
族
、
遊
牧
民
族
と
い
っ
た
民
族
の
生
活
様
式
に
相
関
的
な
は
ず
で
あ
る
。
法
は
、
国
制
が
容
認
し
う
る
自
由
の
程
度
に
、
住
民
の

宗
教
に
、
そ
の
性
向
に
、
そ
の
富
に
、
そ
の
数
に
、
そ
の
商
業
に
、
そ
の
習
俗
に
、
そ
の
生
活
態
度
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の

法
は
、
そ
れ
ら
相
互
間
に
お
い
て
関
係
を
持
つ
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
起
源
、
立
法
者
の
目
的
、
そ
の
確
立
の
基
礎
た
る
事
物
の
秩
序
と
も
関
係
を
持
つ
。

ま
さ
に
こ
れ
ら
全
て
を
見
渡
し
て
、
そ
れ
ら
の
法
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
(
1
,
3
)
 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
現
に
明
文
化
さ
れ
た
実
定
法
以
前
に
、
「
正
義
の
可
能
的
な
諸
関
係

(
d
e
s
r
a
p
o
r
t
s
 d
e
 j
u
s
t
i
c
e
 

p
o
s
s
i
b
l
e
s
)
」
「
可
年
庇
的
｝
法

(
d
e
s
lois p
o
s
s
i
b
l
e
s
)

」
「
可r
如
枇
的3皿
〖
伍
圧(
d
e
s
r
a
p
p
o
r
t
s
 p
o
s
s
i
b
l
e
s
)

」
「
釦
〖
平
＇
の
芸
匹
血
〖
ぼ
か

(
d
e
s
r
a
p
p
o
r
t
s
 

(23) 

d
ぷ
q
u
i
t
e
」
が
存
在
す
る

(
1
-
1
)

。
こ
こ
で
「
正
義
」
や
「
衡
平
」
と
い
っ
た
言
葉
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
当
為
性
は
、
何
ら
か
の
哲

学
的
命
題
や
、
抽
象
的
原
理
に
基
づ
い
て
演
繹
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
法
」
は
、
先
に
挙
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
事

(24) 

物
の
性
質
に
由
来
す
る
必
然
的
諸
関
係
」
と
し
て
の
広
義
の
「
法
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
か
な
る
風
土
、
土
地
、
生
活
様
式
、
宗
教
、
商

業
を
所
与
と
し
て
持
つ
か
に
応
じ
て
多
様
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
可
能
的
法
」
の
通
り
に
現
実
の
実
定
法
が
定
立
さ
れ
な
か
っ

た
り
、
し
か
る
べ
き
実
定
法
が
欠
け
て
い
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
「
事
物
の
性
質
に

由
来
す
る
必
然
的
諸
関
係
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
確
信
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
全
て
現
実
の
実
定
法
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
い
た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
法
」
の
定
義
が
、
国
家
に
お
い
て
「
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
す
べ
き
で

（
一
四
五
）
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(25) 

な
い
こ
と
を
定
め
る
正
文
法
」
と
い
う
当
時
の
一
般
的
な
法
の
理
解
と
は
異
な
っ
て
い
た
の
も
、
彼
が
、
い
ま
だ
書
か
れ
ざ
る
可
能
態
と

し
て
の
「
法
」
あ
る
い
は
秩
序
構
造
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
、
「
法
」
の
支
配
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る

契
機
を
秘
め
て
い
た
。
人
間
が
「
可
能
的
法
」
を
認
識
も
遵
守
も
せ
ず
、
国
家
の
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
、
相
互
に
自
由
を
侵
害
し
あ
う
こ
と

で
堕
落
す
る
危
険
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
、
彼
は
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
し
か
し
な
が
ら
、
叡
知
的
世
界
が
自
然
的
世
界
と
同
じ
く
ら
い
十
分
に
[
法
に
]
支
配
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
o

と
ぃ
う
の
は
ヽ

i

削
者
に

も
、
そ
の
本
性
上
、
等
し
く
不
変
の
諸
法
が
あ
る
が
、
自
然
的
世
界
が
そ
の
諸
法
に
従
う
よ
う
に
は
恒
常
的
に
そ
れ
ら
に
従
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
個
々
の
叡
知
的
存
在
は
、
そ
の
本
性
上
、
有
限
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
誤
り
を
犯
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
他
方
、

彼
ら
は
自
分
自
身
で
行
動
す
る
の
が
本
性
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
が
自
分
た
ち
の
原
初
的
な
諸
法
に
恒
常
的
に
従
う
こ
と
は
な
い
し
、
自
ら
に
課
す

諸
法
に
さ
え
常
に
従
う
と
は
限
ら
な
い
。
」
(
1
ー

1

、
括
弧
内
引
用
者
）

し
か
し
、
「
法
」
か
ら
逸
脱
し
堕
落
す
る
危
険
性
を
秘
め
た
存
在
と
い
う
人
間
像
は
、
彼
の
人
間
理
解
の
一
面
で
し
か
な
い
こ
と
も
、
こ

こ
で
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
「
専
制
」
に
か
ん
す
る
議
論
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、

人
間
が
「
法
」
に
従
っ
て
生
を
営
む
こ
と
の
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
、
彼
は
そ
れ
が
全
く

不
可
能
で
あ
る
と
も
考
え
な
か
っ
た
。
彼
は
、
人
間
主
体
が
堕
落
の
契
機
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
に
絶
望
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

可
能
的
「
法
」
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
人
を
啓
発
し
、
そ
れ
を
遵
守
さ
せ
る
と
い
う
点
で
の
説
得
可
能
性
に
賭
け
た
の
で
あ
る
。

彼
は
こ
の
可
能
性
を
楽
観
視
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
人
が
堕
落
の
契
機
か
ら
脱
し
て
望
ま
し
い
選
択
を
行
う
前
提
と
し
て
、
説
得
の

必
要
性
と
可
能
性
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
断
固
と
し
て
拒
否
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
法
の
精
神
j

関
法

の
「
序
文
」
に
お
け
る
彼
の
論
述

一
四
六

（
一
四
六
）
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「
私
は
ま
ず
人
間
を
研
究
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
、
法
や
習
俗
の
こ
の
無
限
な
多
様
性
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
人
間
が
た
だ
自
ら
の
気
ま
ぐ
れ
だ
け
か
ら

行
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
」

「
民
衆
が
開
明
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
は
、
ど
う
で
も
い
い
問
題
で
は
な
い
。
高
官
達
の
偏
見
は
、
も
と
は
と
い
え
ば
国
民
の
偏
見
か
ら
始

ま
っ
た
。
無
知
蒙
昧
の
時
代
に
は
、
た
と
え
最
大
の
悪
事
を
犯
し
た
場
合
で
す
ら
、
人
は
そ
れ
に
つ
い
て
何
の
疑
い
も
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
光

明
の
時
代
に
は
、
最
大
の
善
事
を
な
し
た
場
合
で
も
、
人
は
な
お
心
お
の
の
く
も
の
で
あ
る
。
」

「
人
間
を
教
育
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
中
で
こ
そ
、
初
め
て
万
人
に
対
す
る
愛
を
包
含
す
る
あ
の
一
般
的
な
徳
が
行
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
人
間
と
い

う
柔
軟
な
存
在
は
、
社
会
に
あ
っ
て
は
、
他
人
の
思
想
や
印
象
に
順
応
す
る
も
の
で
、
自
分
自
身
の
本
性
を
示
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
知
る
可
能
性
も
あ

る
が
、
そ
れ
が
隠
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
感
覚
ま
で
も
失
う
可
能
性
も
あ
る
。
」

し
た
が
っ
て
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
と
っ
て
「
法
」
の
探
究
と
は
、
た
だ
単
に
多
様
な
事
物
の
相
互
連
関
・
均
衡
を
認
識
す
る
こ
と
に
と

ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
各
人
間
主
体
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
示
さ
れ
た
「
事
物

の
本
性
」
に
由
来
す
る
関
係
と
し
て
の
「
法
」
や
秩
序
と
無
関
係
に
は
存
在
し
え
ず
、
む
し
ろ
、
こ
の
秩
序
の
中
に
お
い
て
こ
そ
何
ら
か

「
私
が
筆
を
と
っ
た
の
は
、
い
か
な
る
国
で
あ
れ
、
そ
の
国
に
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
を
非
難
し
よ
う
が
た
め
で
は
決
し
て
な
い
。
い
か
な
る
国
民
も

こ
の
著
作
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
格
率
の
理
由
を
見
出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」

「
も
し
も
私
が
、
万
人
を
し
て
、
自
分
の
義
務
、
自
分
の
君
公
、
自
分
の
祖
国
、
自
分
の
法
を
愛
す
る
た
め
の
新
し
い
理
由
を
知
る
よ
う
に
仕
向
け
る

こ
と
が
で
き
、
人
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
体
、
あ
る
い
は
、
自
分
の
占
め
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
に
つ
い
て
、
よ

り
よ
く
自
ら
の
幸
福
を
感
得
し
う
る
よ
う
仕
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
私
は
自
分
が
生
き
と
し
生
け
る
者
の
う
ち
で
、
最
も
幸
福
な
者
だ
と
思

う
で
あ
ろ
う
。

の
幸
福
を
得
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
よ
う
、
訴
え
た
の
で
あ
る
。

の
随
所
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
四
七
）



合
も
多
い

た
と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
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も
し
も
私
が
、
命
令
す
る
人
々
を
し
て
、
指
令
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
の
知
識
を
増
す
よ
う
に
仕
向
け
う
る
と
し
た
な
ら
ば
、
ま
た
服
従
す
る
者
を

し
て
、
服
従
す
る
こ
と
に
新
た
な
喜
び
を
見
出
す
よ
う
に
仕
向
け
う
る
と
し
た
な
ら
ば
、
私
は
自
分
が
生
き
と
し
生
け
る
者
の
う
ち
で
、
最
も
幸
福
な

者
だ
と
思
う
で
あ
ろ
う
。

も
し
も
人
間
が
偏
見
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
私
が
仕
向
け
う
る
と
し
た
な
ら
ば
、
私
は
自
分
が
生
き
と
し
生
け
る
者
の
う
ち
で
最
も
幸

福
な
者
だ
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
私
が
偏
見
と
い
う
の
は
、
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
人
を
無
知
に
陥
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
人
を
自
分
自
ら
に

つ
い
て
の
無
知
に
陥
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
序
文
）

そ
の
た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
の
相
互
連
関
が
織
り
な
す
複
雑
な
諸
関
係
と
し
て
の
「
法
」
の
重
要
性
を
理
解
し
、
そ
の
全
貌
を
解

明
す
る
こ
と
が
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
、
諸
事
物
の
相
互
連
関
の
中
で
達
成
さ
れ
る
一
定
の
均
衡
を
重
視
し
、
あ
る
特
定
の
要
素
が
突
出
し
て
画
一
化
が

進
ん
だ
り
極
端
な
状
態
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
精
神
的
態
度
と
し
て
「
穏
和
の
精
神

(esprit
d
e
 m
o
d
e
r
a
t
i
o
n
)
」
の
重
要
性

を
強
調
す
る
の
も
、
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
獲
得
さ
れ
る
に
至
っ
た
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
か
ん
す
る
秩
序
認
識
が
横
た
わ
っ
て
い

「
穏
和
の
精
神
が
立
法
者
の
精
神
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
が
言
う
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
書
物
を
著
し
た
の
も
、
専
ら
こ
の
こ
と
を
証
明

す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
政
治
の
善
は
、
道
徳
の
善
と
同
じ
く
、
常
に
両
極
の
間
に
あ
る
。
」

(
2
9
,
 
1
)
 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
考
え
で
は
、
人
間
の
認
識
に
は
限
界
が
あ
り
、
美
徳
と
悪
徳
、
長
所
と
短
所
と
の
「
幸
福
な
混
合
」
を
見
落
と
す
場

(
1
9
 ,
 
10)
。
ま
た
、
秩
序
に
対
す
る
積
極
的
な
働
き
か
け
は
、
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
場
合
よ
り
も
、
む
し
ろ
権
力
の
濫
用
と

な
り
秩
序
崩
壊
の
引
き
金
と
な
る
場
合
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
、
彼
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
―
つ
の
悪
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
立
法
者
は
、
往
々
に
し
て
、
そ
の
是
正
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
。
彼
の
眼
は
こ
の
目
的
に
向
か
っ
て
開
か
れ
、

関
法

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
は
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

数
々
の
不
都
合
に
対
し
て
は
閉
ざ
さ
れ
る
。
ひ
と
た
び
悪
が
是
正
さ
れ
る
と
、
人
は
も
は
や
立
法
者
の
苛
酷
さ
し
か
見
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
苛
酷
さ

が
生
ぜ
し
め
た
欠
陥
は
、
そ
の
国
家
の
中
に
残
る
。
人
心
は
腐
敗
し
、
専
制
政
治
に
慣
れ
て
し
ま
う
。
」

(
6
,
1
2
)
 

「
君
主
政
は
、
君
公
が
事
物
の
秩
序
に
従
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
力
を
示
し
う
る
と
信
ず
る
と
き
に
、
あ
る
者
の
自
然
の
職

務
を
奪
い
、
こ
れ
を
勝
手
に
他
の
者
に
与
え
る
と
き
に
、
彼
が
自
分
の
意
思
よ
り
も
自
分
の
気
ま
ぐ
れ
を
愛
す
る
と
き
に
、
消
滅
す
る
。
」

(
8
,
6
)
 

「
穏
和
の
精
神
」
に
基
づ
か
な
い
人
為
的
な
変
革
に
よ
っ
て
、
あ
る
特
定
の
要
素
が
全
面
的
に
広
が
っ
た
り
突
出
し
た
り
す
る
こ
と
、
画

一
的
状
態
や
極
端
な
状
態
が
出
現
す
る
こ
と
、
こ
う
し
た
事
態
こ
そ
、

一
四
九

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
一
貫
し
て
弾
劾
し
た
「
専
制
」
の
下
で
最
も

典
型
的
に
現
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
妥
協
も
、
修
正
も
、
和
解
も
、
期
限
も
、
等
価
物
も
、
談
判
も
、
諌
言
も
、
全

く
存
在
し
な
い
」

(3-10)
専
制
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
画
一
的
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
静
穏
と
は
、
「
敵
の
占
領
が
近
い
諸
都
市
の

沈
黙
」

(
5
-
1
4
)

に
例
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
活
気
が
な
い
代
わ
り
に
「
予
見
す
る
す
べ
も
な
く
万
事
が
突
然
に
革
命
へ
と
通
ず
る
」

(
6
,
2
)
 

も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
「
名
誉
も
地
位
も
序
列
も
等
し
く
濫
用
さ
れ
」
（
5
,
1
9
)

、
君
主
が
「
ど
こ
で
も
同
一
で
あ
る
よ
う
な

硬
直
し
た
意
思
に
よ
っ
て
統
治
す
る
」
た
め
、
「
全
て
が
彼
の
足
下
で
平
板
に
な
る
」

(
6
-
1
)

。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
考
え
で
は
、
画
一
性

は
、
適
度
な
活
力
を
持
っ
た
状
態
を
持
続
さ
せ
え
ず
、
極
端
な
静
穏
あ
る
い
は
極
端
な
変
動
し
か
生
み
出
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
要
す

る
に
、
「
穏
和
の
精
神
」
の
喪
失
と
は
、
均
衡
と
し
て
の
秩
序
を
破
壊
し
、
「
専
制
」
化
の
脅
威
を
現
実
化
さ
せ
る
第
一
歩
に
他
な
ら
な

(26) 

か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
立
法
者
は
「
穏
和
の
精
神
」
に
基
づ
い
て
、
関
係
の
網
の
目
と
し
て
の
「
法
」
を
巧
み
に
読
み
と
り
、
そ
れ
を
恣
意
的

立
法
に
よ
っ
て
損
な
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
こ
の
事
物
の
相
互
連
関
と
し
て
の
「
法
」
を
破
壊

す
る
恐
れ
の
あ
る
人
為
的
な
法
創
造
の
余
地
を
、
極
め
て
限
定
的
に
捉
え
よ
う
と
す
紅
。
こ
の
こ
と
は
、
秩
序
構
造
の
総
体
的
な
認
識
の

（
一
四
九
）



「
国
民
の
精
神
が
、
統
治
の
諸
原
理
に
反
し
て
い
な
い
時
、
そ
れ
に
従
う
べ
き
な
の
は
、
立
法
者
の
方
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
自
由
に
、

し
か
も
、
わ
れ
わ
れ
の
生
来
の
天
分
に
従
っ
て
作
り
上
げ
た
も
の
以
上
に
、
良
い
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

ま
た
、
彼
は
、
「
一
般
精
神
を
覆
す
こ
と
は
、
特
別
な
制
度
を
変
更
す
る
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
、
い
や
そ
れ
以
上
に
危
険
で
あ
る
」

(
1
9
-
1
2
)

と
主
張
し
、
立
法
者
の
人
為
的
介
入
に
よ
ら
ず
、
事
物
の
相
互
の
連
関
か
ら
自
生
的
に
成
立
す
る
秩
序
構
造
に
期
待
を
寄
せ
、

「
わ
れ
わ
れ
を
あ
る
が
ま
ま
に
放
任
し
て
欲
し
い
」
と
か
「
自
然
は
、
全
て
を
修
復
す
る
」
と
さ
え
論
じ
て
い
る

(
1
9
,
 6
)

。
そ
し
て
、

立
法
に
対
す
る
彼
の
こ
う
し
た
消
極
的
態
度
は
、
習
俗
や
生
活
様
式
を
法
に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
は
暴
政
的
で
あ
り

(
1
9
,
 4
)

、
「
法
」

が
習
俗
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張

(
1
9
,
 2
3
)

に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
す
で
に
前
節
に
お
け
る
「
ゴ
シ
ッ
ク
政
体
」
に
か

ん
す
る
検
討
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
彼
は
、
君
主
に
執
行
権
力
を
、
貴
族
身
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
中
間
団
体
に
裁
判
権

力
を
割
り
当
て
て
い
た
。
そ
し
て
、
も
う
―
つ
の
権
力
で
あ
る
立
法
権
力
は
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
を
除
い
て
形
式
的
に
は
君
主
に

帰
属
す
る
も
の
と
さ
れ
た

(11
,
 
6
)

。
し
か
し
、
立
法
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
懐
疑
的
論
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
立
法
を
行

(28) 

う
権
力
の
「
主
権
」
性
は
、
彼
の
「
法
」
の
議
論
に
よ
っ
て
、
事
実
上
希
薄
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
に
対
す
る

態
度
は
、
法
を
主
権
者
の
命
令
と
す
る
ポ
ダ
ン
や
ホ
ッ
プ
ズ
の
立
場
と
は
著
し
い
対
照
を
な
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

試
み
の
一
環
と
し
て
、
彼
が
第
一
九
編
に
お
い
て
論
じ
た
「
一
般
精
神
」
や
「
習
俗
」
に
か
ん
す
る
論
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
数
多
く
の
事
柄
が
人
間
を
支
配
し
て
い
る
。
風
土
、
宗
教
、
法
、
統
治
の
格
率
、
過
去
の
事
物
の
例
、
習
俗
、
生
活
様
式
、
こ
う
し
た
も
の
か
ら
、

そ
の
結
果
で
あ
る
一
般
精
神
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
(
1
9
,
 4
)
 

さ
ら
に
続
け
て
、
彼
は
、
「
国
民
の
一
般
精
神
を
変
え
な
い
よ
う
に
ど
れ
ほ
ど
注
意
を
集
中
す
べ
き
か
」
と
題
さ
れ
た
第
一
九
編
第
五
章

関
法
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し
か
し
な
が
ら
、
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
法
」
の
探
究
が
、
以
上
の
目
的
に
限
ら
れ
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

キ
ュ
ー
が
こ
の
著
作
に
お
い
て
提
示
し
た
「
法
の
精
神
」
と
い
う
概
念
の
重
要
性
を
過
小
評
価
し
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
実
は
、
「
法
の
精

神
」
の
探
究
は
、
他
な
ら
ぬ
責
族
が
担
う
裁
判
権
力
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
の
で
あ
る
。
前
節
に
お
い
て
確
認
し
た
よ
う
に
、
彼
は
「
君

主
政
」
に
お
け
る
一
―
ー
身
分
の
調
和
の
鍵
と
し
て
、
「
名
誉
」
を
帯
び
た
貴
族
に
期
待
し
た
。
そ
し
て
、
今
や
こ
の
貴
族
は
、
こ
の
政
体
の

自
由
と
秩
序
の
維
持
の
前
提
と
な
る
「
法
の
精
神
」
の
探
究
を
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
「
法
の
精
神
」
の
探

究
と
貴
族
身
分
と
が
ど
う
関
連
す
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
う
。

「
法
は
、
そ
の
国
の
自
然
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、
寒
い
と
か
、
暑
い
と
か
、
あ
る
い
は
、
温
か
い
と
か
の
気
候
に
、
土
地
の
質
、
位
置
、
大
き
さ
に
、

農
耕
民
族
、
狩
猟
民
族
、
遊
牧
民
族
と
い
っ
た
民
族
の
生
活
様
式
に
相
関
的
な
は
ず
で
あ
る
。
法
は
、
国
制
が
容
認
し
う
る
自
由
の
程
度
に
、
住
民
の

宗
教
に
、
そ
の
性
向
に
、
そ
の
富
に
、
そ
の
数
に
、
そ
の
商
業
に
、
そ
の
習
俗
に
、
そ
の
生
活
態
度
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の

法
は
、
そ
れ
ら
相
互
間
に
お
い
て
関
係
を
持
つ
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
起
源
、
立
法
者
の
目
的
、
そ
の
確
立
の
基
礎
た
る
事
物
の
秩
序
と
も
関
係
を
持
つ
。

ま
さ
に
こ
れ
ら
全
て
を
見
渡
し
て
、
そ
れ
ら
の
法
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

私
が
こ
の
著
作
に
お
い
て
な
そ
う
と
す
る
の
は
、
以
上
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
ら
す
べ
て
の
関
係
を
検
討
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
関
係
が

全
体
と
し
て
『
法
の
精
神
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
形
成
す
る
。
」

「
法
の
精
神
」

の
探
究
が
、
貴
族
の
裁
判
権
力
と
関
連
を
持
つ
の
は
、
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
現
に
あ
る
実
定
法
と
、
「
事
物
の
性
質

に
由
来
す
る
必
然
的
諸
関
係
」
と
し
て
の
「
可
能
的
法
」
と
の
間
に
、
何
ら
か
の
ズ
レ
が
生
ず
る
う
え
、
「
君
主
政
」
に
お
い
て
「
人
に

か
ん
す
る
必
然
的
区
別
」
と
特
権
が
存
在
す
る
た
め
に
「
法
」
が
複
雑
化
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た

(
6
-
1
)

。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

重
複
す
る
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
よ
う
。

一五

（
一
五
一
）

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
る
「
法
の
精
神
」
の
定
義
は
、
『
法
の
精
神
」
の
第
一
編
第
三
章
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
先
の
引
用
と

モ
ン
テ
ス



で
に
実
定
法
と
し
て
確
定
し
て
い
る
、
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

第
五
0
巻
第
一
号

（
一
五
二
）

「
法
」
の
複
雑
性
に
よ
っ
て
、
「
君
主
政
」
に
お
け
る
裁
判
形
態
の
特
徴
は
、
「
共
和
政
」
の
そ
れ
と
は
著
し
く
対
照
的
な
も
の
と
な
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
彼
に
よ
れ
ば
、
「
共
和
政
」
に
お
い
て
は
、
構
成
員
の
関
心
と
行
動
様
式
と
の
同
一
性
に
基
づ
い
て
、
厳
格

な
方
式
書
に
よ
っ
て
裁
判
運
営
が
な
さ
れ
る
「
厳
正
訴
訟
」
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
裁
判
官
は
、
「
法
」
の

正
文
に
の
み
依
拠
す
れ
ば
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
た

(
6
-
3
)

。
こ
の
よ
う
に
、
小
規
模
で
あ
る
が
ゆ
え
に
教
育
が
隅
々
に
ま
で
行
き
届

き
、
腐
敗
の
回
避
策
が
た
だ
本
来
あ
っ
た
姿
に
回
帰
し
て
い
く
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
「
共
和
政
」
で
は
、
従
う
べ
き
「
可
能
的
法
」
は
す

こ
れ
に
対
し
て
、
「
法
」
の
複
雑
化
・
錯
綜
化
が
進
む
「
君
主
政
」
に
お
い
て
は
、
す
で
に
存
在
す
る
法
の
正
文
に
依
拠
す
る
だ
け
で

裁
判
を
運
営
す
る
こ
と
は
著
し
く
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
君
主
政
」
で
は
、
「
共
和
政
」
に
お
け
る
「
厳
正
訴
訟
」
と
は
対
照
的
に
、

判
決
の
確
定
に
際
し
て
、
法
の
正
文
の
み
な
ら
ず
、
紛
争
当
事
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
対
す
る
裁
判
官
の
考
慮
と
裁
量
と
が
要
求
さ
れ

(29) 

る
「
誠
意
訴
訟

(
d
e
b
o
n
n
e
 foi)
」
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る

(
6
-
4
)

。

「
君
王
政
に
お
い
て
は
、
裁
判
は
生
命
や
財
産
の
み
な
ら
ず
名
誉
に
つ
い
て
も
裁
決
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
運
営
に
は
細
心
の
調
査
を
必
要
と

す
る
。
裁
判
官
の
心
遣
い

(la
delicatesse)

は
、
彼
に
託
さ
れ
る
事
柄
が
よ
り
重
大
に
な
る
に
つ
れ
て
、
ま
た
、
彼
の
判
決
す
べ
き
事
柄
が
よ
り
重

大
な
利
益
に
関
わ
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
増
大
す
る
。
」
(
6ー
1
)

さ
ら
に
彼
は
、
「
君
主
政
」
に
お
け
る
裁
判
所
の
判
決
の
増
大
や
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
判
決
が
相
互
に
矛
盾
し
あ
う
事
態
の
発
生
を
、

「
必
要
悪
」
と
し
て
前
提
す
る
議
論
の
立
て
方
を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
「
君
主
政
」
の
裁
判
に
お
い
て
依
拠
す
べ
き
「
法
」
の
、
不

安
定
さ
や
不
明
確
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
こ
う
し
た
事
情
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

「
君
王
政
に
は
法
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
明
確
で
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
そ
れ
に
従
い
、
明
確
で
な
い
場
合
に
は
、
彼
は
そ
の
精
神
を
探
す
。
」

関
法

一五



(
6
,
 3
)
 『

法
の
精
神
」
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

こ
の
よ
う
に
「
法
の
精
神
」
の
探
究
と
は
、
裁
判
権
力
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
、
各
裁
判
官
に
求
め
ら
れ
る
知
的
営
為
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
と
っ
て
、
同
時
代
に
「
君
主
政
」
が
現
に
存
在
す
る
点
に
つ
い
て
は
い
く
ら
か
確
信
は
あ
っ
た
が
、
現
に
あ

る
が
ま
ま
の
状
態
を
完
全
に
認
識
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
し
、
何
が
「
専
制
」
化
へ
の
脅
威
な
の
か
も
十
全
に
把
握
し
て
い
る
と
は

言
い
難
か
っ
た
。
古
典
古
代
の
よ
う
に
歴
史
的
過
去
に
属
す
る
「
共
和
政
」
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
端
的
に
知
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
「
君
主
政
」
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
あ
っ
て
も
未
だ
探
究
の
途
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
想
形
成
過
程
は
、
彼
が
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
を
支
配
す
る
「
法
」

を
構
成
す
る
様
々
な
「
事
物
」
た
る
商
業
活
動
、
技
芸
、
国
家
規
模
、
風
土
、
習
俗
、
生
活
様
式
な
ど
の
重
要
性
を
、
次
第
次
第
に
自
覚

し
、
そ
の
全
貌
の
把
握
へ
と
向
か
う
過
程
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
が
長
期
に
わ
た
る
知
的
格
闘
の
結
果
自
覚
す
る
に
至
っ
た
、
事
物
の

相
互
連
関
・
均
衡
と
し
て
の
秩
序
の
維
持
に
と
っ
て
、
人
為
的
立
法
は
、
彼
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
効
果
を
持
た
ず
、
か
え
っ
て
こ
の
秩

序
を
画
一
的
な
も
の
に
し
、
「
法
」
の
遵
守
を
困
難
に
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
秩
序
の
担
い
手
は
、
も
っ
ぱ
ら
事
物

の
多
元
性
を
受
容
し
な
が
ら
、
そ
の
秩
序
の
枠
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
相
互
の
影
響
関
係
を
考
慮
し
つ
つ
総
合
的
に
判
決
を
下
す
個
々
の

裁
判
官
に
求
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
各
裁
判
官
に
期
待
し
た
の
は
、
「
君
主
政
」
の
秩
序
の
個
々
具
体
的
な
局
面
に

お
い
て
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
不
整
合
を
是
正
し
、
従
う
べ
き
「
法
」
を
発
見
・
再
生
産
し
て
い
く
役
割
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
役
割

を
裁
判
官
が
果
た
す
た
め
に
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
『
法
の
精
神
』
の
執
筆
過
程
に
お
け
る
知
的
格
闘
の
中
で
自
覚
化
し
た
膨
大
な
事

物
の
相
互
連
関
に
対
す
る
配
慮
の
重
要
性
を
、
彼
ら
が
共
有
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
「
大
事
な
こ
と
は
、
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
は
な
く
、

考
え
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
」

(
1
1
-
2
0
)

と
い
う
観
点
か
ら
『
法
の
精
神
』
を
執
筆
し
た
彼
に
と
っ
て
、
こ
の
「
著
作
の
意
図
」
と
は
、

一
五
三

（
一
五
三
）



こ
う
し
た
配
慮
の
重
要
性
が
、
自
由
と
秩
序
と
の
あ
る
べ
き
調
和
の
維
持
に
と
っ
て
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
、
君
主
の
み
な
ら
ず

貴
族
た
る
各
裁
判
官
に
絶
え
ず
自
覚
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
1
)

拙
稿
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
共
和
政
の
理
念
と
君
主
政
」
参
照
。

(
2
)

「
君
王
政
」
の
規
模
に
か
ん
し
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
第
八
編
第
一
七
章
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
君
主
政
の
国
家
は
、
中
程
度
の
大

き
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
小
さ
い
と
、
共
和
政
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
非
常
に
広
大
で
あ
れ
ば
、
国
家
の
重
臣
た
ち
は
、
自

ら
強
大
で
あ
っ
て
、
君
公
の
眼
の
と
ど
く
所
に
は
な
く
、
君
公
の
宮
廷
外
に
自
ら
の
宮
廷
を
持
ち
、
そ
の
上
法
と
習
俗
に
よ
っ
て
性
急
な
処
分
か

ら
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
服
従
し
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
…
…
だ
か
ら
、
カ
ル
ル
大
帝
は
帝
国
を
建
設
す
る
や
い
な
や
、
そ
れ
を
分

割
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」
さ
ら
に
同
第
二

0
章
で
彼
は
、
「
中
程
度
の
国
家
の
特
質
は
、
一
人
の
君
主
に
服
従
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
も

論
じ
て
い
る
。

(
3
)

こ
こ
で
は
、
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
に
お
い
て
表
明
さ
れ
て
い
た
人
民
と
君
主
と
の
間
の
権
力
均
衡
の
維
持
に
対
す
る
困
難
が
、
貴
族
を
中

心
と
す
る
中
間
権
力
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
消
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
中
間
権
力
を
取
り
除
い
た

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
「
共
和
政
が
君
主
政
の
形
式
の
下
に
隠
さ
れ
て
い
る
国
」

(
5
-
1
9
)

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
「
共
和
政
」

を
維
持
し
え
た
な
ら
ば
自
由
を
保
持
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
万
一
そ
の
自
由
を
失
う
に
至
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
、
地
球
上
で
最
も
奴
隷
的

な
民
族
の
―
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
」

(
2
-
4
)

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙
』
に
お
い
て
、
階
層
秩
序
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
張
本

人
と
し
て
批
判
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
に
つ
い
て
、
『
法
の
精
神
』
第
二
篇
第
四
章
で
は
、
「
中
間
諸
身
分
を
排
除
し
、
も
ろ
も
ろ
の
政
治
団
体
を

根
絶
し
よ
う
と
し
た
」
点
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)

「
君
王
政
」
に
お
い
て
君
王
が
裁
判
す
る
こ
と
の
悪
し
き
効
果
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
第
六
編
第
五
章
を
参
照
。

(
5
)

な
お
付
言
す
れ
ば
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
構
想
す
る
「
君
主
政
」
に
お
い
て
は
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
に
お
け
る
立
法
権
力
と
は
異
な
り
、

人
民
あ
る
い
は
第
三
身
分
は
、
権
力
均
衡
に
関
与
せ
ず
「
市
民
的
自
由
」
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の

「
市
民
的
自
由
」
と
は
、
「
安
全
」
あ
る
い
は
「
人
が
自
己
の
安
全
に
つ
い
て
持
つ
憶
見
に
存
す
る
」
も
の
で
、
権
力
の
配
分
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
る
「
国
制
に
関
係
す
る
政
治
的
自
由
」
と
は
区
別
さ
れ
、
「
習
俗
、
生
活
様
式
、
一
般
に
認
め
ら
れ
た
実
例
な
ど
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

(
1
2
-
1
)

。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
君
主
政
」
に
お
い
て
「
政
治
的
自
由
」
を
、
「
国
制
に
関
係
す
る
」
も
の
と
、
「
市
民
的
自
由
」

関
法

第
五

0
巻
第
一
号

一
五
四

（
一
五
四
）



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

一
五
五

と
に
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
自
由
は
、
「
ゴ
シ
ッ
ク
政
体
」
に
お
け
る
君
主
の
執
行
権
力
、
お
よ
び
貴
族
の
裁
判
権
力
の
相
互
抑
制
の
場

で
あ
る
「
政
治
状
態
」
と
、
そ
の
よ
う
な
権
力
関
係
か
ら
排
除
あ
る
い
は
区
別
さ
れ
商
業
活
動
に
従
事
す
る
第
三
身
分
を
中
心
と
し
た
「
市
民
状

態
」
と
い
う
二
つ
の
状
態
に
対
応
す
る

(
1
,
3
)

。

『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
自
由
観
は
、
初
期
・
中
期
に
お
け
る
そ
れ
に
比
べ
て
消
極
的
な
も
の
と
言
い
う
る
が
、
「
国
制

に
関
係
す
る
政
治
的
自
由
」
の
観
念
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
、
権
力
に
関
与
す
る
こ
と
で
自
由
な
国
制
の
維
持
に
貢
献
す
る
と
い
う

自
由
の
積
極
的
側
面
を
、
「
君
主
政
」
の
秩
序
の
中
に
依
然
と
し
て
読
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
実
は
、
「
市
民
的
自
由
」
を
享
受
す
る
の
み
な

ら
ず
、
権
力
抑
制
に
関
与
す
る
主
体
た
り
う
る
か
否
か
、
区
別
す
る
指
標
が
、
後
述
す
る
貴
族
と
第
三
身
分
と
を
区
別
す
る
「
名
誉
」
と
い
う
道

徳
的
基
盤
の
有
無
で
あ
る
。
こ
の
「
市
民
的
自
由
」
や
「
市
民
状
態
」
と
「
君
主
政
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
課
題
と

し
た
い
。
な
お
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
市
民
状
態
」
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
川
出
良
枝
「
主
権
国
家
と
市
民
的
自
由
I

モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
の
戦
い
」
（
佐
々
木
毅
編
『
自
由
と
自
由
主
義
そ
の
政
治
思
想
的
諸
相
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
ー
ニ
三
ー
一
四
八

頁
所
収
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
に
お
け
る
裁
判
権
力
の
叙
述
と
、
「
君
主
政
」
に
お
け
る
そ
れ
と
を
同
一
視
す
る
川
出
氏

の
見
解
に
は
賛
同
で
き
な
い
が
、
「
市
民
的
自
由
」
と
主
権
と
の
関
連
性
な
ど
の
点
で
、
川
出
氏
の
研
究
は
有
益
な
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

(
6
)

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
名
誉
は
、
君
主
の
立
ち
振
る
舞
い
に
制
約
を
与
え
る
。
「
君
公
は
決
し
て
我
々
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
行

動
を
我
々
に
命
じ
て
は
な
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
行
動
は
、
我
々
が
君
公
に
仕
え
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
か
ら
。
」
「
名
誉
は
、
自

分
が
傷
つ
け
ら
れ
た
と
見
れ
ば
、
人
が
身
を
引
く
こ
と
を
要
求
あ
る
い
は
許
容
す
る
。
」

(
4
,
2
)

。

(
7
)

エ
リ
ア
ス
に
よ
れ
ば
、
売
官
制
の
公
認
は
、
貴
族
身
分
か
ら
官
職
就
任
に
対
す
る
一
切
の
影
響
力
を
決
定
的
に
奪
い
取
り
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

封
建
的
官
職
斡
旋
を
不
可
能
に
す
る
た
め
に
、
王
権
側
に
よ
っ
て
意
図
的
に
企
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
売
官
制
は
、
特
に
大
貴
族

に
対
す
る
王
権
の
闘
争
手
段
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
力
の
乏
し
い
大
半
の
貴
族
の
中
に
は
、
売
官
制
の
撤
廃
に

よ
っ
て
、
行
政
・
租
税
・
司
法
上
の
役
職
に
就
任
す
る
可
能
性
を
再
び
切
り
開
こ
う
と
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
六
二
七
年

に
貴
族
達
が
「
貴
族
階
層
再
建
の
た
め
の
要
求
と
条
項
」
と
題
し
て
、
王
権
側
に
提
出
し
た
請
願
書
は
、
国
内
の
行
政
区
域
の
軍
司
令
官
職
の
他
、

王
家
直
属
の
文
武
一
切
の
官
職
を
、
売
買
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
も
っ
ぱ
ら
貴
族
身
分
の
手
に
委
ね
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
エ

リ
ア
ス
『
宮
廷
社
会
』
波
田
節
夫
、
中
埜
芳
之
、
吉
田
正
勝
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
一
年
、
二
九
五
、
二
九
九
頁
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
売
官
制
を
擁
護
す
る
背
景
と
し
て
は
、
商
業
活
動
な
ど
に
従
事
す
る
大
商
人
へ
の
期
待
の
他
、
売

（
一
五
五
）



官
制
度
の
継
続
に
伴
い
、
こ
の
制
度
が
君
主
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
離
れ
、
貴
族
階
級
間
の
官
職
斡
旋
の
手
段
と
も
な
り
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
後
に
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
身
分
的
格
付
け
と
し
て
の
貴
族

(nobless)

と
、
出
自
・
富
・
知
識
な
ど
の
希
少
価
値
を
有
す
る
少
数
の
指

導
者
層
を
指
す
政
治
・
経
済
的
格
付
け
と
し
て
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー

(aristocratie)

と
を
区
別
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー

が
、
貴
族
と
第
三
身
分
と
に
分
裂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
善
的
に
な
り
統
治
へ
の
配
慮
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
治
や
公
共
性

の
維
持
が
果
た
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
旧
体
制
の
悲
劇
で
あ
っ
た
。

Alexis
d
e
 Tocqueville, E
t
a
t
 Social et Polit
ぶ
思
d
e
la F
r
a
n
c
e
 a
 gn

t
 

et depuis 1789, (1836), e
n
 J. ,
 
P. M
a
y
e
r
 (ed.), 
<Euvres Completes, T
o
m
e
 II, 
Gallimard, 1952, pp. 3
1
 ,
 
6
6
 
(「一上

J

八
ハ
十
心
丘
千

N
5
曲
叩
と

N
5

後
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
・
政
治
状
態
」
小
山
勉
訳
、
『
旧
体
制
と
大
革
命
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
八
年
所
収
）
．
こ
れ
に
対
し
て
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
貴
族
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
で
き
る
だ
け
広
く
設
定
し
、
身
分
と
し
て
の
貴
族
の
中
に
、
商
業
活
動
に
起
因
す
る
流
動
性
と
柔

軟
性
を
慎
重
に
引
き
入
れ
る
こ
と
で
こ
の
身
分
の
活
性
化
を
促
し
、
旧
来
の
貴
族
身
分
そ
れ
自
体
の
排
他
的
独
占
化
の
危
険
も
、
ま
た
、
ア
リ
ス

ト
ク
ラ
シ
ー
の
分
裂
も
回
避
し
つ
つ
、
「
君
主
政
」
に
お
け
る
「
穏
和
の
精
神
」
維
持
に
必
要
な
エ
リ
ー
ト
の
政
治
的
文
化
と
倫
理
の
持
続
を
目

指
し
た
と
言
え
よ
う
。

(8) 
J
e
a
n
 B
o
d
i
n
,
 L
e
s
 six livres d
e
 la 
republique, Livre second, Paris: 
F
a
y
a
r
d
,
 1
9
8
6
 (
C
o
r
p
u
s
 d
e
s
 reuvres d
e
 philosophie e
n
 Ian ,
 

g
u
e
 franc;:aise), pp. 7
 ,
 30・ 

(9)

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
デ
ュ
・
ア
イ
ヤ
ン

(
B
e
m
a
l
d
d
e
 G
i
r
a
r
d
 d
u
 Haillan)

『
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
と
成
果

(
D
e
l'estat et sue ,
 

§
岱
s
affaires d
e
 France, 1571)
』
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

J
e
a
n
B
o
d
i
n
,
 O
n
 Sovereignty :
 Fo
u
r
 chapters f
r
o
m
 T
h
e
 S
i
x
 B
o
o
k
s
 o
f
 the 

C
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h
,
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
:
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
 University Press, 
1992, p. 
136. 

(10)

一
六
世
紀
以
来
公
法
に
か
ん
す
る
王
権
側
の
理
論
家
達
は
、
純
粋
政
体
は
〈
混
合
政
体
〉
に
勝
る
と
い
う
ボ
ダ
ン
の
考
え
を
踏
襲
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
を
純
粋
君
主
政
と
し
て
定
式
化
し
、
主
権
的
権
力
が
分
割
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
政
体
は
君
主
的
と
は
言
え
な
い
と
い
う
見
解
を
抱
い
て
い

た。

Franc;:0
 is 
Olivier、Martin,
Histoire d
u
 droit Franrais d
 go
r
母
i
n
e
s
a
 la R
e
 g
 lution, 2
e
 tirage, Paris, 
1951, p. 
3
3
6
 
(Fr. 
オ
リ

ヴ
ィ
エ
1
1

マ
ル
タ
ン
、
『
フ
ラ
ン
ス
法
制
史
概
説
』
塙
浩
訳
、
創
文
社
、
一
九
八
六
年
、
五

0
四
頁
、
分
節
番
号
2
6
2
)
•

G
.
 L
a
c
o
u
r
'
G
a
y
e
t
,
 

L
ぎeducation
politique d
e
 L
o
u
i
s
 X
I
V
,
 P
a
甘

Hachette,
2
e
 ed. 
1923, 
pp. 
2
9
0
 ,
 
317. 
I
a
n
 M
.
 Wilson, 
T
h
e
 influence o
f
 H
o
b
b
e
s
 

a
n
d
 L
o
c
k
e
 in the s
h
a
p
i
n
g
 o
f
 the concept o
f
 so g
 1reignty in eぶ
r
h
t
e
g
t
h
a
g
t
u
心
France,
B
a
n
b
u
r
y
,
 O
x
f
o
r
d
s
h
i
r
e
 :
 Voltaire F
o
u
n
d
'
 

ation, T
h
o
r
p
e
 M
a
n
d
e
v
i
l
l
e
 H
o
u
s
e
,
 1973. 
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『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

一
五
七

(11) Fran~ois 

H
o
t
m
a
n
,
 Francogallia, Latin text b
y
 R
a
l
p
h
 E. G
i
e
s
e
y
 translated b
y
 
J• 

H
.
 S
a
l
m
o
n
,
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
 :
 Ca
m
b
r
i
d
g
e
 U
n
i
 ,
 

versity 
Press, 
1972, 
pp. 
1
5
4
 ,
 155, 
2
9
0
 ,
 29
7
 ;
 La. 
G
a
u
l
e
 
fran~aise, 

traduction fran~aise 

d
e
 S
i
m
o
n
 G
o
u
l
a
r
t
 ;
 texte 
r
e
v
u
 p
a
r
 

Christiane F
r
e
m
o
n
t
 Paris :
 Fa
y
a
r
d
,
 1991, pp. 26, 
9
2
 ,
 
94. 

(12)

「
国
家
に
つ
い
て
」
第

n巻
42
、
岡
道
男
訳
『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
8

哲
学
ー
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
所
収
。
た
だ
し
、
川
出
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
音
楽
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
国
家
の
調
和
の
比
喩
は
、
キ
ケ
ロ
の
み
な
ら
ず
、
プ
ラ
ト
ン
も
好
ん
で
用
い
た
（
『
ポ
リ
テ
イ
ア
』

4
4
3
D
'

4
4
4
A
,
 5
9
1
C
 ,
 59
2
A
)

し
、
ポ
ダ
ン
も
『
国
家
篇
」
に
お
い
て
、
正
し
い
統
治
を
論
ず
る
文
脈
で
は
、
身
分
制
国
家
の
擁
護
論
を
展
開
し
て
い
る

（
例
え
ば
、
第
六
編
第
六
章
な
ど
）
。
川
出
氏
は
フ
ェ
ヌ
ロ
ン

(Fenelon)

の
『
テ
レ
マ
ー
ク
の
冒
険
」
に
お
け
る
王
国
の
調
和
的
秩
序
の
記
述

に
、
プ
ラ
ト
ン
の
影
響
を
認
め
て
い
る
。
川
出
良
枝
『
貴
族
の
徳
、
商
業
の
精
神
」
五
六
頁
。
た
だ
し
、
ボ
ダ
ン
は
、
プ
ラ
ト
ン
が
〈
混
合
政

体
〉
論
を
提
唱
し
た
と
い
う
解
釈
に
異
を
唱
え

(Livre
II, 
ch. 
1)
、
主
権
論
と
正
し
い
統
治
論
と
が
衝
突
す
る
よ
う
な
場
合
、
例
え
ば
、
主
権

者
が
暴
君
で
あ
る
場
合
の
対
応
と
し
て
、
主
権
の
確
立
を
正
し
い
統
治
に
優
先
さ
せ
、
ア
ナ
ー
キ
ー
よ
り
も
暴
君
の
方
が
よ
り
少
な
い
悪
で
あ
る

と
す
る
。
参
照
、
佐
々
木
毅
『
主
権
・
抵
抗
権
・
寛
容
ー
ジ
ャ
ン
・
ポ
ダ
ン
の
国
家
哲
学
~
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
お
よ
び
、
同

『
近
代
政
治
思
想
の
誕
生
|
|
↓
16
世
紀
に
お
け
る
「
政
治
」
ー
』
岩
波
新
書
169
、
一
九
八
一
年
。

(13)

拙
稿
「
中
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
『
君
主
政
」
概
念
の
形
成
」
参
照
。

(14)

ハ
リ
ン
ト
ン
と
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
。

A
己
hiro
F
u
k
u
d
a
,
 Sovereignty a
n
d
 the S
w
o
r
d
:
 Harrin, 唸
0
n
`
H
o
b
b
e
s
,
 

§

d

 Mi
x
e
d
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 in the E
n
g
l
i
s
h
 Civil 
W
a
r
s
 ̀
 Ox
f
o
r
d
 :
 Cl
a
r
e
n
d
o
n
 Press, 
1997, 
esp. 
A
p
p
e
n
d
i
x
 D
:
 
^
 

Equality'in H
a
r
 ,
 

甘
g
t
o
n
a
n
d
 Contarini, pp. 
1
6
5
 ,
 166. 

(15)

拙
稿
「
中
期
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
お
け
る
『
君
主
政
』
概
念
の
形
成
」
第
三
章
註
16
参
照
。

(16)

ポ
ダ
ン
は
「
主
権
」
を
「
国
家
の
絶
対
に
し
て
永
続
的
な
権
力
」
と
定
義
し
、
こ
れ
を
不
可
分
と
す
る
立
場
か
ら
、
〈
混
合
政
体
〉
な
ど
あ
り

え
な
い
と
主
張
す
る
。
彼
に
と
っ
て
、
主
権
者
が
複
数
存
在
す
る
事
態
は
、
主
権
の
帰
属
が
定
ま
ら
な
い
内
乱
状
態
し
か
意
味
し
な
い
0

Bodin, 

o
p
.
2
 t. 
Livre I
 

ch. 
8, 
L
i
v
r
e
 II 
ch. 2. 
ま
た
、
ホ
ッ
プ
ズ
は
『
市
民
に
つ
い
て

(
D
e
Cive)
」
の
第
七
章
第
四
節
に
お
い
て
、
行
政
官
の
任

命
権
と
外
交
権
を
君
主
に
、
裁
治
権
を
貴
族
に
、
金
銭
に
関
わ
る
権
限
を
民
衆
に
付
与
す
る
「
混
合
君
主
政

(
M
o
n
a
r
c
h
i
a
m
m
i
x
t
a
m
,
 m
i
x
t
 

M
o
n
a
r
c
h
i
e
)
」
を
、
臣
民
の
自
由
に
利
す
る
と
こ
ろ
無
く
、
内
乱
を
導
く
と
し
て
批
判
し
た
。
ゴ
1
o
m
a
s
H
o
b
b
e
s
,
 D
e
 cive: 
the E
n
g
l
i
s
h
 

塁
ゞ
sion,ed• 

H
o
w
a
r
d
 W
a
r
r
e
n
d
e
r
,
 C
l
a
r
e
n
d
o
n
 Press, 
1983, 
g
 
• 

1
0
8
 ,
 10
9
 ;
 D
e
 C
i
v
e
:
 the La.tin 
version, ed. 
H
o
w
a
r
d
 W
a
r
r
e
n
d
e
r
,
 

（
一
五
七
）
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C
l
a
r
e
n
d
o
n
 Press, 1
9
8
3
,
 
pp. 1
5
1
 ,
 1
5
2
.
 

(17)

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
第
ニ
―
編
第
二

0
章
に
お
い
て
、
「
為
替
手
形
」
の
発
明
に
伴
う
富
の
国
境
を
越
え
た
移
動
に
よ
っ
て
、
君
主
に
よ
る

「
強
権
発
動

(!es
g
r
a
n
d
 c
o
u
p
s
 d'autorite)
」
が
国
家
の
繁
栄
に
不
適
切
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

「
こ
う
し
て
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
か
ら
の
立
ち
直
り
が
始
ま
り
、
そ
の
回
復
は
日
ご
と
に
進
ん
で
行
く
で
あ
ろ
う
。
顧
問
会
議
に
は
も
っ
と

穏
和
さ

(
m
o
d
e
r
a

g
 
n)

が
必
要
で
あ
る
。
か
つ
て
非
常
大
権

(
c
o
u
p
d'Etat)

と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
は
、
今
日
で
は
恐
怖
を
別
に
す
れ

ば
、
無
謀
に
す
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

川
出
氏
に
よ
る
と
「
強
権
発
動
」
と
い
う
概
念
は
、
混
乱
に
満
ち
た
秩
序
に
君
主
が
絶
対
的
に
介
入
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
国
家
理

性
論
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
。
川
出
良
枝
『
貴
族
の
徳
、
商
業
の
精
神
』
一
七
―
|
―
七
二
頁
。
ま
た
、
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
」
の
名
前
は
、

フ
ラ
ン
ス
宗
教
戦
争
の
時
代
に
あ
っ
て
、
内
乱
の
克
服
の
た
め
に
君
主
の
世
俗
的
権
力
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
対
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側

か
ら
で
あ
れ
ユ
グ
ノ
ー
側
か
ら
で
あ
れ
、
投
げ
つ
け
ら
れ
た
不
名
誉
な
称
号
で
も
あ
っ
た
。
参
照
、
佐
々
木
毅
『
主
権
・
抵
抗
権
・
寛
容
』
、
宇

羽
野
明
子
「
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
政
治
思
想
の
位
相
—
「
栄
光
」
観
の
転
回
を
め
ぐ
っ
て
ー
（
一
．
―
-
完
）
」
『
法
学
雑
誌
』
第
四
二
巻
、
第
一
・
ニ
号
、

一
九
九
五
年
。

(18)

こ
の
点
で
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
主
権
的
権
力
」
の
用
法
は
、
オ
ッ
マ
ン
の
そ
れ
に
近
い
と
も
言
え
る
。
『
フ
ラ
ン
コ
ガ
リ
ア
』
ラ
テ
ン
語
版

の
翌
年
に
公
刊
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
は
、
〈
混
合
政
体
〉
の
君
主
政
的
要
素
に
つ
い
て
「
王
が
主
権
的
に
命
令
す
る

(
c
o
m
m
a
n
d
e

souvrainement)
」
と
の
説
明
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

H
o
t
m
a
n
,

Le G
a
u
l
e
 Franfaise, pp. 93・

ま
た
、
彼
が
「
主
権
的
権
力
」
と
い
う
用
法

を
踏
襲
し
た
背
景
と
し
て
は
、
こ
の
時
代
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
当
局
に
よ
る
検
閲
の
存
在
を
挙
げ
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

(19)

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
〈
混
合
政
体
〉
で
は
な
く
、
「
共
和
政
」
の
一
種
で
あ
る
「
貴
族
政
」
に
分
類
し
て
い
る

(
2
,
3
)

。

な
お
、
カ
リ
テ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
総
督
、
一

0
人
評
議
会
（
あ
る
い
は
元
老
院
）
、
大
評
議
会
と
い
う
、
君
主
政
、
貴
族
政
、
民
主
政
の
原
理
を

巧
妙
に
混
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
と
自
由
を
獲
得
し
た
と
い
う
「
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
神
話
（
且
to

di V
e
n
e
z
i
a
)
」
は
、
ア
ム
ロ
・
ド
・
ラ
・
ウ
ー
セ
ー

(
A
b
r
a
h
a
m
Nicolas A
m
e
l
o
t
 d
e
 la 
H
o
u
s
s
a
y
e
)

の
著
作
、
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
統
治

に
つ
い
て

(
H
goire d
u
g
o
u
忍
m
e
m
g
t
 de
 Venise, Paris, 1
6
7
6
)

』
の
登
場
に
よ
っ
て
、
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
著
作

か
ら
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
〈
混
合
政
体
〉
の
典
型
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
貴
族
政
」
あ
る
い
は
寡
頭
政
と
し
て
見
る

視
点
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。

Carrithers,

op・
cit.,
pp. 2
4
9
 ,
 25
1
.
 

な
お
〈
混
合
政
体
〉
と
い
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
認
識
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の

一
五
八

（
一
五
八
）



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

一
五
九

を
参
照
。
J
.

G
.
 A. P
o
c
o
c
k
,
 
T
h
e
 M
a
c
h
i
a
v
e
l
l
i
a
n
 M
o
m
e
n
t
:
 Florentine political t
h
o
u
g
h
t
 a
n
d
 the Atlantic republican tradition, 

P
r
i
n
c
e
t
o
n
 :
 Pr
i
n
c
e
t
o
n
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press, 1
9
7
5
,
 
pp. 2
7
2
 ,
 3
3
0
 (
c
h
a
p
t
e
r
 9
,
 
G
i
a
n
n
o
t
t
i
 a
n
d
 Contarini: 
V
e
n
i
c
e
 as 
C
o
n
c
e
p
t
 a
n
d
 a
s
 

Myth). 

(20)

た
だ
し
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
特
に
執
政
官
設
立
以
前
の
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
が
混
合
貴
族
政

(aristocratie
m
e
l
e
e
)
」
で
、
「
王
追
放
後
の

ロ
ー
マ
が
混
合
民
主
政

(
d
e
m
o
c
r
a
t
i
e
m
e
l
e
e
)
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
は
「
混
合
君
主
政

(
m
o
n
a
r
c
h
i
e
m
e
l
e
e
)

で

あ
る
」
と
主
張
し
た
こ
と
も
あ
る
。

M
e
s
Pensees, 1
7
4
4
 (
2
3
8
)
.
 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
ス
パ
ル
タ
や
ロ
ー
マ
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
は
、

中
期
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
姿
勢
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
前
掲
注
(
3
)
も
参
照
。

(21)

〈
混
合
政
体
〉
の
概
念
は
、
古
典
古
代
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
想
起
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
王
権
に
敵
対
的
な
ユ
グ
ノ
ー
の
姿
勢
を
想

起
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
（
ち
な
み
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
妻
は
ユ
グ
ノ
ー
で
あ
る
）
。
以
上
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
は
、
慎
重
で
知

ら
れ
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
、
「
君
主
政
」
で
は
な
く
、
〈
混
合
政
体
〉
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
を
、
躊
躇
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
む
し
ろ
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
「
君
主
政
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
争
わ
ず
、
ま
た
君
主
が
「
主
権
的
権
力
」
を
持
つ
こ
と
も
容
認
す
る
一
方

で
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
『
ゲ
ル
マ
ン
人
の
習
俗
に
つ
い
て
』
を
援
用
し
つ
つ
「
ゴ
シ
ッ
ク
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
受
容
し
や
す
い
用
語
を

用
い
る
こ
と
で
、
〈
混
合
政
体
〉
に
近
い
政
体
構
造
を
提
示
し
た
と
言
え
る
。

(22)

た
だ
し
「
穏
和
の
精
神
」
が
「
共
和
政
」
に
全
く
欠
け
て
い
る
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
第
八
編
八
章
に
お
い
て

「
共
和
政
」
も
「
穏
和
政
体
」
に
分
類
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
法
の
精
神
」
の
「
共
和
政
」
論
に
お
け
る
厳
格
な
習
俗

や
苛
酷
な
制
約
を
根
拠
と
し
て
、
こ
の
政
体
を
「
穏
和
の
精
神
」
を
欠
き
、
専
制
に
近
い
特
徴
を
持
つ
も
の
と
し
て
指
摘
す
る
論
者
も
あ
る
。

K
e
o
h
a
n
e
,
 P
h
i
l
o
s
p
h
y
 a
n
d
 t
h
e
 State in 
F
r
a
n
c
e
:
 
the R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
 to the E
n
l
i
g
h
t
e
n
m
e
n
t
,
 P
昔
ceton,
N. J.
 :
 
P
r
i
n
c
e
t
o
n
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 

Press, 1
9
8
0
,
 
p. 
410. 
＊6
た
、
以
下
の
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
見
解
も
参
照
。

P
o
c
o
c
k
,

＾^
 

C
a
m
b
r
i
d
g
e
 P
a
r
a
d
i
g
m
s
 a
n
d
 S
c
o
t
c
h
 philosopers". 

(23)

「
個
々
の
叡
知
的
存
在
は
、
自
ら
が
作
っ
た
法
を
持
ち
う
る
が
、
自
ら
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
法
を
も
持
つ
。
叡
知
的
諸
存
在
が
現
れ
る
以

前
に
、
そ
れ
ら
の
存
在
は
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
は
可
能
的
な
諸
関
係
、
し
た
が
っ
て
可
能
的
な
諸
法
を
持
っ
て
い
た
。

作
ら
れ
た
法
が
存
在
す
る
以
前
に
、
正
義
の
可
能
的
な
諸
関
係
は
存
在
し
て
い
た
。
人
定
的
な
法
が
命
じ
た
り
禁
じ
た
り
す
る
こ
と
以
外
に
は
、

正
な
る
も
の
も
不
正
な
る
も
の
も
全
く
存
在
し
な
い
と
言
う
の
は
、
円
を
描
か
な
い
う
ち
は
、
全
て
の
半
径
は
等
し
く
な
い
と
言
う
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

（
一
五
九
）



し
た
が
っ
て
、
人
定
的
な
法
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
衡
平
の
諸
関
係
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
人
定
的
な
法
が
確
立
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

「
人
間
は
、
自
然
的
存
在
と
し
て
は
、
他
の
物
体
と
同
様
に
、
不
変
の
法
に
支
配
さ
れ
る
。
し
か
し
、
叡
知
的
存
在
と
し
て
は
、
彼
は
絶
え
ず

神
が
定
め
た
法
を
破
り
、
ま
た
自
ら
定
め
た
法
を
変
更
す
る
。
彼
は
自
ら
を
導
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
有
限

な
存
在
で
あ
り
、
他
の
全
て
の
有
限
な
叡
知
的
存
在
と
同
じ
よ
う
に
、
無
知
と
誤
謬
に
陥
り
や
す
い
。
彼
は
貧
弱
な
知
識
は
持
っ
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
も
ま
た
失
う
。
感
情
を
持
つ
被
造
物
と
し
て
、
彼
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
念
に
溺
れ
が
ち
で
あ
る
。
」

(
1
,
1
)
 

(24)

こ
の
点
に
つ
き
、
川
出
氏
は
本
稿
と
は
異
な
っ
た
解
釈
を
提
示
す
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
実
定
法
に
先
立
つ
も
の
と
し
て
、
『
法
の
精
神
』

の
冒
頭
で
提
示
し
た
「
正
義
の
可
能
的
な
関
係
」
を
、
氏
は
、
事
物
の
間
に
存
在
す
る
普
遍
的
・
客
観
的
な
「
適
合
の
関
係
」
と
解
し
、
こ
の
著

作
の
「
そ
の
後
の
議
論
の
展
開
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
「
衡
平
の
諸
関
係
」
の
問
題
は
、
刑
法

に
お
け
る
犯
罪
と
刑
罰
と
の
間
の
正
し
い
比
率
」
と
い
う
原
則
を
論
ず
る
段
階
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
し

て
は
珍
し
く
「
演
繹
的
・
一
般
的
な
叙
述
」
が
展
開
さ
れ
る
。
川
出
良
枝
『
貴
族
の
徳
、
商
業
の
精
神
』
二
八
六
頁
。

(25)

一
六
九
五
年
版
の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
辞
書
に
お
け
る
法
の
定
義
と
さ
れ
る
。

Shackleton,
M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
z
 ̀
• 

pp. 2
4
5
.
 

(26)

「
専
制
」
概
念
は
、
一
六
八

0
年
代
か
ら
九
0
年
代
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
政
治
的
語
彙
の
中
に
導
入
さ
れ
、
主
と
し
て
ル
イ
一
四
世
の
「
絶
対

主
義
」
へ
の
批
判
、
と
り
わ
け
ユ
グ
ノ
ー
の
迫
害
、
国
家
の
財
政
問
題
、
対
外
戦
争
な
ど
の
一
連
の
事
態
へ
の
批
判
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
以

上
の
「
専
制
」
概
念
の
歴
史
的
文
脈
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

M
e
l
v
i
n
Richter,''Despotism", in Philip P. W
i
e
n
e
r
 (ed.), 
Dictionary 

o
f
 the H
i
s
t
o
r
y
 o
f
 Ideas, N
e
w
 Y
o
r
k
:
 Scribner, 
1973. 
(
竹
中
浩
訳
「
専
制
政
治
」
『
西
洋
思
想
大
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
九

0
年
、
所
収
）

K
e
o
h
a
n
e
,
 P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 a
n
d
 the State in France, pp. 3
1
2
 ,
 35
7
,
 
(chapter 
11, T
h
e
 G
r
o
w
t
h
 of O
p
p
o
s
i
t
i
o
n
 to A
b
s
o
l
u
t
e
 M
o
n
a
r
c
h
y
 

in France). 
な
お
、
「
専
制
」
と
「
穏
和
政
体
」
と
の
対
比
に
つ
い
て
は
、
川
出
良
枝
「
恐
怖
の
権
力
」
も
参
照
。

(27)

立
法
に
対
す
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
懐
疑
的
態
度
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
押
村
高
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
治
理
論
』
第
一
絹
第
二
章

「
歴
史
、
風
土
、
法
ー
三
者
の
構
造
連
関
ー
」
を
参
照
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
理
解
の
上
で
の
視
点
お
よ
び
、
同
時
代
に
お
け
る
歴
史
研
究
の

位
置
づ
け
な
ど
、
個
々
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
筆
者
は
、
押
村
氏
と
見
解
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
「
法
の
精
神
」
と
立
法
へ
の
懐
疑
的

態
度
と
を
関
連
づ
け
て
捉
え
よ
う
と
す
る
点
で
、
押
村
氏
の
研
究
は
有
益
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。

(28)

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
『
法
の
精
神
』
が
君
主
に
与
え
る
教
育
効
果
に
つ
い
て
、
後
に
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。
「
こ
の
著
作
[
『
法
の
精

関
法
第
五
0
巻
第
一
号

一
六
0

（
一
六
0
)



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

神
』
]
は
‘
若
い
君
主
達
の
教
育
に
無
益
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
良
い
統
治
を
せ
よ
、
偉
大
な
君
主
で
あ
れ
、
自
分
の
臣
民
を
幸
福
に

せ
よ
、
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
勧
告
よ
り
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
お
そ
ら
く
価
値
あ
る
も
の
と
な
ろ
う
。
漠
然
と
し
た
勧
告
と
い
う
の
は
、
ユ
ー
ク

リ
ッ
ド
の
基
本
的
な
諸
命
題
を
知
ら
な
い
者
に
、
幾
何
学
の
難
問
を
解
け
と
勧
告
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
」

M
e
s
Pensees 1
8
6
4
 (
2
0
0
)
・
 

(29)

原
田
氏
に
よ
れ
ば
、
誠
意
訴
訟
は
、
「
当
事
者
の
意
思
表
示
の
み
な
ら
ず
、
契
約
当
時
の
状
況
、
取
引
の
慣
習
、
詐
欺
強
迫
の
有
無
、
反
対
債

権
の
存
否
、
そ
の
他
の
信
義
誠
実
の
原
則
に
照
ら
し
、
参
照
す
る
こ
と
が
公
平
妥
当
な
事
情
の
一
切
の
総
合
が
判
決
の
基
礎
と
な
る
」
点
で
、
厳

正
訴
訟
と
は
区
別
さ
れ
る
。
原
田
慶
吉
『
ロ
ー
マ
法
』
改
訂
版
、
有
斐
閣
、
一
九
五
五
年
、
一
五
一
頁
（
た
だ
し
原
文
は
旧
字
体
）
。
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
は
、
「
君
主
政
」
に
お
け
る
裁
判
形
態
の
論
述
箇
所
に
、
「
誠
意
に
基
づ
い
て

(
e
x

b
o
n
n
a
 f
i
d
e
)

と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
た
」
と

の
註
を
施
し
て
い
る
。
彼
は
こ
う
し
た
訴
訟
方
式
が
「
君
主
政
の
精
神
に
適
合
し
て
い
た
」
と
述
べ
、
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
全
て
の
訴
訟
は
誠
意

訴
訟
で
あ
る
」
と
い
う
法
律
家
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る

(
6
,
4
)

。
彼
は
、
誠
意
訴
訟
を
「
君
主
政
」
に
、
厳
正
訴
訟
を
「
共
和
政
」
に
結
び
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
共
和
政
」
の
厳
格
さ
を
こ
こ
で
も
意
識
的
に
強
調
し
て
い
る
と
言
え
る
。

「
法
の
精
神
」
と
古
典
古
代

一六

（
一
六
一
）

本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
法
の
精
神
」
の
探
究
と
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
生
き
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス

の
法
と
秩
序
を
成
り
立
た
し
め
て
い
る
諸
「
原
因
」
の
探
究
を
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
た
、
総
合
的
な
考
察
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
法
の

精
神
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
様
々
な
事
物
の
比
較
・
対
照
の
中
心
軸
が
、
基
本
的
に
は
彼
と
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
「
君
主
政
」
と
さ
れ

た
こ
と
の
理
由
も
、
こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
考
察
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
、
「
共
和
政
」
論
を

読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
共
和
政
」
論
は
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
」
論
と
並
ん
で
、
読
み
手
に
対
し
て
、
同
時
代
フ
ラ
ン

ス
「
君
主
政
」
を
構
成
す
る
事
物
相
互
の
関
係
と
し
て
の
法
を
よ
り
よ
く
理
解
し
、
彼
ら
が
生
き
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
世
界
と
時
代
の
固

有
性
を
理
解
す
る
手
が
か
り
と
し
て
1

そ
う
で
あ
る
が
故
に
幾
ら
か
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
化
は
免
れ
な
か
っ
た
に
し
て
も
ー
、
提
供
さ

結
び
に
代
え
て
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れ
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
提
示
す
る
に
至
っ
た
「
法
の
精
神
」
の
探
究
と
い
う
知
的
ス
タ
イ
ル
を
、

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
思
想
史
の
中
に
位
置

づ
け
る
な
ら
ば
、
ボ
ダ
ン
の
『
歴
史
方
法
論

(
M
e
t
h
o
d
u
s
a
d
 F
a
c
i
l
e
m
 historiarum co
箔
itio為
32》

1
5
6
6
)
J

一
六
0
三
年
出
版
）
』
な
ど
に
典
型
的
に
示
さ
れ
る
、

義
の
伝
統
と
の
関
連
性
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、

や
オ
ッ
マ
ン
の
『
反
ト

フ
ラ
ン
ス
の
法
人
文
主

ロ
ー
マ
法
の
権
威
に
疑
問
に
付
し
、
代
わ
っ
て
諸
国
民
の
過

去
か
ら
現
在
に
至
る
法
を
で
き
う
る
限
り
収
集
し
、
歴
史
的
・
比
較
論
的
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
そ
の
中
に
共
通
の
要
素
と
し
て
衡
平

(
1
)
 

の
原
則
を
見
出
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
「
法
の
精
神
」
の
概
念
は
、
当
時
流
通
し
て
い
た
別
の
知
的
方
法
に
対
す
る
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
ホ
ッ
プ

ズ
に
つ
い
て
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
、
ボ
ダ
ン
や
ホ
ッ
プ
ズ
が
提
起
し
た
主
権
概
念
を
換
骨
奪
胎
し
た
の
み
な
ら
ず
、
バ
ル
ペ
イ

ラ
ッ
ク
を
介
し
た
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
や
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
自
然
法
論
に
見
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
後
に
ル
ソ
ー
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
よ
う

(
2
)
 

な
、
い
わ
ゆ
る
「
純
粋
に
抽
象
的
で
哲
学
的
」
な
演
繹
的
方
法
を
排
除
し
、
現
に
あ
る
種
々
の
事
物
と
の
関
係
の
中
に
、
有
意
味
で
自
由

(
3
)
 

な
空
間
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
存
在
す
る
も
の
を
十
分
に
よ
く
判
断
す
る
た
め
に
は
、
存
在
す
べ
き
も
の
を
知
ら
な

(
4
)
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
ル
ソ
ー
に
よ
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
批
判
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
方
法
の
特
徴
を
裏
側
か
ら
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
現
前
す
る
所
与
の
「
存
在
す
る
も
の
」
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
あ
る
特
定
の
「
存

在
す
べ
き
も
の
」
の
み
を
追
求
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
で
も
な
か
っ
た
。
彼
が
諒
解
す
る
に
至
っ
た
有
意
味
で
自
由
な
世
界
と
は
、
特
定
の

理
念
か
ら
演
繹
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
所
与
の
諸
条
件
へ
の
配
慮
に
基
づ
き
、
存
在
可
能
な

(possibles)
も
の
と

し
て
ー
そ
う
で
な
い
可
能
性
と
し
て
の
「
専
制
」
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
ー
慎
重
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

リ
ポ
ニ
ア
ヌ
ス

(Anti,
T
m
b
o
n
i
a
n
9

一
五
六
七
年
執
筆
、

関
法

一六

（
一
六



『
法
の
精
神
」
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

一六

（
一
六
三
）

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
法
の
精
神
」
の
探
究
が
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
の
〈
可
能
性
の
術
〉
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
知
的

(
5
)
 

営
為
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
「
政
治
的
思
慮
」
に
連
な
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
法
の
精

神
」
の
探
究
が
、
ロ
ー
マ
法
の
「
誠
意
訴
訟
」
と
の
類
似
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
、
彼
の
生
き
ね
ば

(
6
)
 

な
ら
な
い
時
代
に
即
し
た
〈
善
と
衡
平
の
術
〉
と
し
て
も
理
解
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
の
当
否
は
措
く
と
し
て
も
、
彼
の
概

念
と
し
て
の
「
法
の
精
神
」
の
形
成
過
程
を
振
り
返
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
古
典
古
代
と
の
知
的
葛
藤
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
彼
の
生
き
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
独
自
性
は
、
古
典
古
代
と
の
違
い
ー
政
体
の
構
造
、
習
俗
、
風
土
、

宗
教
、
商
業
な
ど
の
事
物
の
性
質
の
違
い
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
事
物
相
互
の
関
連
づ
け
の
違
い
ー
を
彼
が
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次

第
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ば
、
古
典
古
代
と
の
知
的
対
話
を
通
じ
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
「
法
の
精
神
」
の
探
究
を
期

せ
ず
し
て
行
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
自
覚
せ
ざ
る
探
究
の
結
果
と
し
て
「
共
和
政
」
と
「
君
主
政
」
と
が
概
念
と
し
て
区
別
さ
れ
る

こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
想
形
成
過
程
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
「
共
和
政
」
と
し
て
後
に
概
念
化
さ
れ
る
古
典
古
代
の
重

要
性
は
、
彼
が
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
を
加
え
た
幾
多
の
対
象
の
中
で
も
、
著
し
く
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
古
典
古
代
と
当
代
の
フ
ラ
ン
ス
と
が
異
質
で
あ
る
と
し
て
も
、
彼
は
古
典
古
代
へ
の
眼
差
し
を
決
し
て
放
棄
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
し
、
放
棄
し
え
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
こ
の
姿
勢
は
、
彼
の
人
文
主
義
的
な
人
間
観
を
前
提
と
す
る
も
の
と
も
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
、

古
典
古
代
と
当
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
人
間
観
を
確
認
し
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
る
こ

と
に
し
よ
う
。

す
で
に
、
中
期
の
著
作
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
理
解
に
よ
れ

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。



寄
与
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
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ば
、
古
代
と
当
代
と
が
あ
る
面
で
異
質
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
状
況
の
違
い
」
に
由
来
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
人
間
そ
の
も
の
は

同
質
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な
時
代
で
あ
れ
、
人
間
の
「
情
念
」
は
同
一
の
諸
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
諸
要
素
が
常
に
同
じ
よ

う
に
発
現
す
る
と
は
限
ら
ず
、
各
要
素
は
一
定
の
外
的
条
件
を
「
原
因
」
と
し
て
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
発
現
す
る
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
確
か
に
古
代
と
当
代
と
の
質
的
差
異
は
、
政
体
論
の
次
元
に
お
い
て
は
著
し
く
、
安
易
な
類
推
、
模
倣
は
慎
ま
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
次
元
、
例
え
ば
「
君
主
政
」
の
実
質
的
な
構
造
を
論
ず
る
場
合
に
、
古
代
は
依
然
と
し

て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
と
っ
て
古
典
の
地
位
を
、
少
な
く
と
も
当
代
を
よ
く
理
解
し
、
当
代
を
有
為
な
方
向
に
導
く
に
あ
た
っ
て
重
要
な

地
位
を
占
め
て
い
た
。
初
期
以
来
彼
を
捉
え
て
止
ま
な
か
っ
た
古
典
古
代
の
世
界
、
彼
の
「
自
由
な
国
家
」
の
構
想
に
お
い
て
も
多
く
を

啓
発
し
た
古
典
古
代
、
そ
し
て
政
体
の
定
義
の
次
元
で
の
直
接
的
援
用
は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
次
元
で
の
議
論
に
は
依
然

と
し
て
重
要
な
参
照
対
象
と
さ
れ
た
古
典
古
代
、
こ
う
し
た
彼
の
古
典
古
代
へ
の
執
着
が
、
著
作
と
し
て
の
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
概

念
と
し
て
の
「
法
の
精
神
」
の
探
究
の
中
に
引
き
継
が
れ
、
概
念
と
し
て
の
「
共
和
政
」
を
こ
の
著
作
の
中
に
な
お
残
す
の
に
一
定
程
度

(
1
)
ケ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
五
六

0
年
代
に
お
い
て
、
ポ
ダ
ン
の
『
歴
史
方
法
論
』
と
同
様
に
、
ポ
ド
ゥ
ア
ン

(
F
r
a
n
~
o
i
s

B
a
u
d
o
u
i
n
)

の
『
世

界
史
の
方
法
、
お
よ
び
そ
れ
と
法
学
と
の
結
合
に
つ
い
て
の
序
説

(
D
e
Institut 5
 ne historiae u
n
i
 g
 
rsae et 
ejus c
u
m
 jurisprudentia con ,
 

juctione, 1
5
6
1
)

』
、
オ
ッ
マ
ン
(
F
r
a
n
~
0

is 
H
o
t
m
a
n
)

の
『
反
ト
リ
ポ
ニ
ア
ヌ
ス
論

(Anti-Tribonian)
』
な
ど
は
、
ロ
ー
マ
法
大
全
の
権
威

の
み
な
ら
ず
、
ロ
ー
マ
法
そ
れ
自
体
の
権
威
さ
え
も
疑
問
に
付
し
て
い
た
。
（
ち
な
み
に
、
彼
ら
は
と
も
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
傾
向
を
有

し
て
お
り
、
反
ロ
ー
マ
の
感
情
が
強
烈
で
あ
っ
た
。
）
彼
ら
に
と
っ
て
ロ
ー
マ
法
は
、
自
分
た
ち
の
国
家
を
統
治
す
る
に
あ
た
っ
て
準
拠
す
る
に

値
す
る
普
遍
的
な
「
書
か
れ
た
理
性
」
な
ど
で
は
な
く
、
単
に
歴
史
的
過
去
に
属
す
る
ロ
ー
マ
国
民
の
法
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

オ
ッ
マ
ン
は
『
反
ト
リ
ボ
ニ
ア
ヌ
ス
論
』
に
お
い
て
、
実
践
に
役
立
た
な
い
ロ
ー
マ
法
に
依
拠
す
る
代
わ
り
に
、
慣
習
の
自
然
性
と
柔
軟
性
に
注

目
し
、
さ
ら
に
、
知
ら
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
法
体
系
の
比
較
研
究
を
手
が
か
り
と
し
て
、
全
て
の
状
況
に
適
用
可
能
な
衡
平
と
い
う
明
文
化
さ
れ

関
法

一
六
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（
一
六
四
）
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一
六
五

（
一
六
五
）

な
い
原
理
を
探
求
し
、
そ
れ
を
よ
り
発
展
し
た
体
系
へ
と
要
約
し
よ
う
と
し
た
。

F
r
a
n
~
o
i
s

H
o
t
m
a
n
,
 Antitribonian, ou, 
Discours d
ざ

n

g
r
a
n
d
 et 
r
e
n
o
m
m
e
 jurisconsulte d
e
 nostre t
e
m
p
s
 s
u
r
 l'estude des 
loix, 
Saint-Etienne :
 Universite d
e
 Saint ,
 
Etienne, 1
9
8
0
 (re ,
 

print. 
Originally published :
 Paris :
 leremie Perier, 1
6
0
3
)
.
 

ま
た
ポ
ダ
ン
は
、
こ
の
歴
史
的
・
比
較
論
的
考
察
に
加
え
て
、
自
然
的
要

因
が
国
家
の
勃
興
・
繁
栄
・
衰
退
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
、
立
法
者
が
自
ら
立
法
す
る
に
あ
た
っ
て
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
特
殊
な
制
約

を
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
な
お
、
統
治
に
及
ぼ
す
自
然
的
要
因
の
探
究
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
お
馴
染
み
と
な
っ
て
い
た
知
的
態
度
で
あ
る
。

ポ
ダ
ン
の
こ
の
知
的
関
心
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
風
土
論
を
想
起
さ
せ
る
が
、
相
対
主
義
的
な
態
度
を
と
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
は
異
な
り
、

ポ
ダ
ン
は
上
記
の
考
察
を
通
じ
て
普
遍
的
法
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
。

J
e
a
n
Bodin, M
e
t
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 fa
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g
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L
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 M
e
t
h
o
d
e
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e
 l'Histoire, 
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o
u
r
 la 
p
r
e
m
i
e
r
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 fois 
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presentee p
a
r
 Pierre M
e
s
n
a
r
d
,
 _Paris: 

L
e
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lettres, 
1
9
4
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M
e
t
h
o
d
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o
r
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E
a
s
y
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o
m
p
r
e
h
e
n
s
i
o
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o
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b
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R
e
y
n
o
l
d
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N
e
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 Y
o
r
k
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O
c
t
a
g
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 B
o
o
k
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N
C
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9
6
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ポ
ダ
ン
、
ポ
ド
ゥ
ア
ン
、
オ
ッ
マ
ン
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
志
向
は
、
一
五
世
紀
中
葉
以
来
、
慣
習
法
の
批

判
的
比
較
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
共
通
の
法
典
を
編
纂
し
よ
う
と
す
る
ガ
リ
カ
ニ
ス
ト
の
デ
ュ
ム
ラ
ン

(Charles
D
u
m
o
u
l
i
n
)

の
影
響
を
受

け
た
も
の
と
さ
れ
る
。
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d
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n
d
 H
i
s
t
o
r
y
 in 
the 

F
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+,-でに本＇音

H
弟一

K
即
で
一
ホ
し

た
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
ロ
ー
マ
の
訴
訟
過
程
を
「
法
の
明
確
な
正
文
」
と
当
事
者
の
意
思
表
示
に
厳
格
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
と
し
て

論
じ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
の
法
と
裁
判
の
こ
の
よ
う
な
厳
格
さ
は
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
た
。
ロ
ー

マ
法
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
脈
に
お
い
て
特
殊
化
し
直
接
の
関
連
を
持
た
な
い
よ
う
な
加
工
を
施
し
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
共
和
政
」
論
は
、

ロ
ー
マ
法
の
権
威
を
拒
否
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
固
有
の
法
を
探
求
し
た
上
記
の
知
的
動
向
と
同
一
線
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
な
お
、

福
鎌
氏
は
、
ポ
ダ
ン
の
直
接
の
影
響
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
（
福
鎌
、
第
二
巻
、
三
八
五
ー
六
頁
）
が
、
氏
が
否
定
す
る
「
物
理
的
原
因
」

の
「
道
徳
的
原
因
」
に
対
す
る
優
位
と
い
う
論
点
で
は
な
く
、
両
概
念
の
区
別
に
つ
い
て
、
ボ
ダ
ン
以
降
の
議
論
の
蓄
積
を
無
視
す
る
こ
と
は
で



関
法

第
五

0
巻
第
一
号

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
2
)

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
「
自
然
法
論
者
」
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
る
解
釈
も
依
然
と
し
て
有
力
で
あ
る
。
確
か
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
も
ま
た

「
自
然
法
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
は
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

S
h
a
c
k
l
e
t
o
n
,
M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u
,
 p
p
.
 2

4
9
 ,
 2
5
1

を
参
照
）
。
し
か
し
言
葉
の

使
用
を
も
っ
て
「
！
論
者
」
と
い
う
言
い
方
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
ホ
ッ
プ
ズ
ら
と
同
じ
く
主
権
論
者
と
い
う
こ
と
に

も
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
実
定
法
以
前
に
法
が
存
在
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
奴
隷
制
に
か
ん
す
る
記
述
を
除
け
ば
、
実
定
法
以
前
の
法
が
、
普
遍

的
・
超
越
的
正
義
に
対
応
し
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
）
と
い
う
認
識
な
ど
も
、
彼
を
「
自
然
法
論
者
」
と
解
釈
す
る
（
こ
の
場
合
、
ホ
ッ
プ
ズ

は
除
外
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
）
際
の
論
拠
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
「
自
然
法
論
者
」
を
ど
う
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
か
に
よ
っ

て
、
い
か
よ
う
に
も
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
の
強
調
点
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
法
発
見
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
非
演
繹
性
、
経
験
論

的
な
手
法
が
、
先
行
す
る
い
わ
ゆ
る
「
自
然
法
論
者
」
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
あ
る
。

(
3
)

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
を
検
討
し
た
ド
ラ
テ
は
、
同
時
代
の
知
的
状
況
を
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

「
[
ホ
ッ
プ
ズ
の
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
と
ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
と
の
]
二
つ
の
著
作
の
場
合
、
方
法
は
同
一
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

純
粋
に
抽
象
的
で
哲
学
的
な
こ
の
方
法
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
除
い
て
、
そ
の
時
代
の
す
ぺ
て
の
法
律
家
と
大
部
分
の
政
治
学
の
著
述
家
に

共
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
ド
ラ
テ
『
ル
ソ
ー
と
そ
の
同
時
代
の
政
治
学
』
、
西
嶋
法
友
訳
、
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
、
一
九
頁
、

括
弧
内
引
用
者
）

ド
ラ
テ
は
こ
の
よ
う
に
語
る
こ
と
で
、
法
・
政
治
の
個
別
性
・
歴
史
性
の
契
機
に
注
目
し
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
お
よ
び
彼
の
先
人
た
ち
の
知
的
伝

統
の
重
要
性
を
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
の
同
時
代
的
文
脈
の
中
に
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
な
い
。
異
質
な
こ
の
知
的
伝
統
を
軽
視
し
た
の
は
、
彼

が
む
し
ろ
自
然
法
学
の
観
点
か
ら
こ
の
時
代
の
政
治
思
想
を
見
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
ド
ラ
テ
も
、
異
質
な
も
の
の
存
在
自
体
は
示
唆

し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
彼
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
国
に
お
け
る
自
然
法
学
に
、
ロ
ー
マ
法
と
教
会
法
の
古
典
的
な
規
律
を
守
っ
た
フ
ラ
ン
ス

の
大
学
の
法
学
教
育
（
二
三
一
頁
）
を
対
置
さ
せ
、
さ
ら
に
対
応
す
る
箇
所
の
註
に
お
い
て
、
王
権
に
近
い
立
場
の
コ
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・
ト
ル

シ
ー
が
、
バ
ル
ペ
イ
ラ
ッ
ク
を
介
し
た
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
や
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
自
然
法
論
（
万
民
法
、
国
際
公
法
）
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
三
七
一
頁
）
。

(
4
)

「
国
制
法
学

(
L
e
d
r
o
i
t
 politique)

は
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
決
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
も
考
え

ら
れ
る
。
：
…
•
[
中
略
]
…
•
•
•
こ
の
重
大
な
、
し
か
も
無
用
な
学
問
を
作
り
出
す
能
力
の
あ
っ
た
た
だ
一
人
の
近
代
人
は
、
高
名
な
モ
ン
テ
ス

一
六
六

（
一
六
六
）



『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
「
共
和
政
」
と
「
法
の
精
神
」

一
六
七

（
一
六
七
）

キ
ュ
ー
だ
っ
た
に
違
い
に
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
国
制
法
の
原
理
を
論
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
は
既
成
の
統
治
の
実
定
法

(
d
u
droit 

positif d
e
s
 g
o
u
v
e
r
n
e
r
n
e
n
t
s
 
etablis)~ 

華
B

じ
る
だ
け
で
満
足
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
つ
の
研
究
以
上
に
違
う
も
の
は
世
の
中
に
は
な
い

の
だ
。
と
は
い
え
、
現
に
あ
る
よ
う
な
政
府
に
つ
い
て
健
全
な
判
断
を
下
そ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
二
つ
の
研
究
を
合
わ
せ
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
存
在
す
る
も
の

(ce
q
u
i
 est)

を
十
分
に
よ
く
判
断
す
る
た
め
に
は
、
存
在
す
べ
き
も
の

(ce
q
u
i
 doit etre)

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
J
.
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5
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1
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4
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葉
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ウ
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ア
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ス
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用
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